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　世界には七人の魔人がいるという。

　一人は自在に炎を操あやつり、

　一人は瞬まばたきで人を殺す。

　一人は海の底で眠り、

　一人は人の世界に溶け込んでいる。

　一人は狂くるい、

　一人は傍ぼう観かんしている。

　そしていま一人の魔人は、特別な魔人。

　その血で魂たましいを導みちびく。

　何ものにも縛しばられず鬱うつ屈くつを知らない。

　最後の一人にして最初の一人。

　彼は世界で遊んでいる。

　そう。

　この世界は彼の手の中にあるのだ。
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「復ふく讐しゆうしてやる」

　テヴァ＝レイは、目の前の男に斬きりかかりたいという衝しよう動どうを抑おさえ込みながらそう言った。

　一族を導く『星テラ』として育てられた自分に戦闘能力が皆かい無むであることはわかりきっている。星テラは予言者であり指針だ。だからテヴァは常に護まもられる立場にあった。

　彼女が腰こしに差した護身用の短剣を抜けば、男は息をするより簡単にそれをいなし嘲ちよう笑しようを向けるだろう。そして相手を吸い込むようなその透すき通った赤い瞳で、こう言い捨てるのだ。

『学ばないな、愚おろかで可か愛わいいテヴァ＝レイ』

　ああ、そんなことはこの力を使わずともわかる。

　だからこそテヴァは短剣に手を伸ばす代わりにぐっと痛いほど拳こぶしを握りしめた。

　砂漠の風が砂を巻き上げる。いつもは気にならないそんな些さ細さいな周囲の動きが気になるのは、砂漠に息づくジンがこの身に罰ばつを下すのではないかと危き惧ぐしているからだ。

　ジンとは〝目に見えず、触れ得ないもの〟達のことである。砂漠に生きる者達を時には護り、時には迷わせる精霊。彼らはテヴァの裏切りに怒りを抱いだいているはずだ。

　しかしそのジンへの畏い怖ふはすぐに目の前の男への苛いら立だちへと変換され、ジンの罰が下されるならこの男であるべきだ、と彼女は結論付けた。

「お前の考えていることなど手に取るようにわかる」

　男は優しげな声こわ音ねでそう言った。慈じ愛あいに満ちているかのように錯さつ覚かくさせる低音の心地ここちよい声。

　そうだ。あの声に騙だまされたのだ。

　まるでこちらを気き遣づかうような態度と優しい声に、彼女はつい心を許してしまった。

　額ひたいが熱い。先ほど痛いほどこすったからだ。わかってる。どんなに願っても、すでに起きたことを取り消すことはできない。ならば彼女にできることはただ、一族の掟おきてを遂行することだけだった。

「地の果てまで追いかけるわ」

「嬉うれしいね」

　いくら恨うらみの言葉を重ねても男は平然としている。完全に舐なめられているのだ。それがまた腹立たしい。

「そう言えなくなる瞬間がくる」

「ならば俺はその時を心待ちにしよう」

「決して許さないわ、ロウ」

　すると、ロヴィタ＝ロウ＝ビエタは目め尻じりに皺しわを寄せ嬉しそうに笑った。

「まるで愛の告白だ」

「うるさい！」

　テヴァは思わずかっとなって怒ど鳴なった。

　何もかもこの男の思い通りのようなのが気に入らない、気に入らない、気に入らない！　唯一星テラとしての彼女の矜きよう持じだけがその場で地じ団だん駄だを踏ふみ癇かん癪しやくを起こすことをなんとか踏みとどまらせていたが、それももう限界だった。

　テヴァは腰の短剣を抜くとそれを頭の後ろに構えた。しゃり、と首に下げた鎖くさりが鳴る。左手で一つに結んだ腰まである自みずからの長い髪かみを摑つかんだ。躊ちゆう躇ちよはない。

　視界に、最も深い青と言われる濃こい紫し紺こんで染色された服の袖そでが舞う。

　この青は、青の民とも呼ばれるテヴァ達一族の中でも特別な役目を持つ者にだけ許された色だ。

　誇ほこり高い色。

　しかしそれは穢けがされてしまった。目の前の男によって。

　この時になってやっと、男はそれまで飄ひよう々ひようとしていた表情を崩くずしたが、時すでに遅く彼女の艶つややかな長い髪は数本が風に流れて飛んでいき、その手の中で無む惨ざんな切り口をさらしていた。

「……なんてことを」

　男の眉み間けんに深い皺が寄る。テヴァは心の中で快かい哉さいをあげた。

　男が彼女の髪を好んでいることは知っていた。彼は何かというと、この混じりけのない漆しつ黒こくを撫なでていたから。

「この髪に誓ちかうわ」

　テヴァ＝レイは並々ならぬ決意でもって言った。長い髪は星テラの象徴のようなものだ。それを自ら手放すことで、彼女は自分を追いつめたとも言える。そうしなければいけなかったのだ。

　もう一族には戻れない。それを成なすまでは。

「私は、絶対にあんたを殺す」

　男はまだ痛ましげに切り取られたテヴァの髪を見ていたが、やがて息を吐はいて一度目を閉じると、次の瞬間にはその赤せき眼がんの中に老ろう獪かいで狡こう猾かつで他人を馬ば鹿かにした本質を取り戻していた。

「それなら俺はその髪に誓おう」

　男は続けた。

「お前を必ず手に入れると」
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　──月を盗とれ




　その言葉は土に水が染しみ込んでいくようにしてミリアナの中に入り込んできた。

　開け放たれた窓からは二つの月が見える。

　空に浮かぶ方は満ち欠け、地面に縛しばられている方は常に完かん璧ぺきな満月を模もしている。

　変わるものと変わらないもの。その対たい比ひは何かを思い起こさせる。

　月を盗れと言うならば、手を伸ばすべきは地上にある月の方だろう。空にある月にこの手は届かない。どんなに手を伸ばしても、欲しいと泣いても、手に入りはしない。

　ああ、そうだ。

　月を盗まなくては。あの月を。

　ミリアナはそう再度自みずからに言い聞かせると、ふらふらと部屋を出て行った。

　そして主あるじがいなくなった王城の一室を、二つの月だけが見ていたのだった。
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「これを探してもらいたい」

　そう言うと、男は手に持っていた紙を燭しよく台だいの灯あかりの下に差し出した。

　室内は暗く、灯りが届かない部屋の隅すみの暗くら闇やみは濃こく深い。燭台の置かれた机を挟んで座すわる二人の姿だけがぼんやりと灯りの中に浮かび上がり、ひどく怪あやしげな雰ふん囲い気きを演出していた。

　フードを目ま深ぶかに被かぶっているため男の顔は見えないが、名を明かしたがらない依い頼らい人にんも少なくない。見るからにいわくありげなこの男を見た時、彼女はまた嫌いやな予感を覚えたが、その依頼が失うせ物探しであるとわかって見えないところで拳こぶしを握った。

　久しぶりのまともそうな依頼である。

「宝ほう飾しよく品ひん……ですか？」

　テヴァ＝レイは、男から受け取った紙に描いてあるものを見ながら、なるべく落ち着いて聞こえるようにゆっくりと言った。

「幸運のお守りのようですね」

「余計なことは言わなくていい。探せるのか？」

　部屋を暗くしているのは、自分の年若い外見をごまかすためでもある。相手が十七の小娘だと知ると、とたん信用できないと言って帰ってしまう客が過去にいたからだ。

「お任せください。失せ物探しは得意分野の一つです」

　彼女はにっこりと微笑ほほえんで言った。自信たっぷりに見せるのが商売のコツだ。

「念のため、この宝飾品の背景をお聞かせいただけますか？　恋人のものだとか……」

「報ほう酬しゆうの心配か？」

　男は笑った。

「その辺は安心していい。大きな仕事に使うものだ。当然実入りもいい。金はいくらでも払う」

「つまり、犯罪がらみということでしょうか？」

「それが関係あるか？　呪のろい屋。それとも人殺しの依頼でないとやる気が出ないとでも言うつもりか？　それはまた今度だ。まずはあんたが信用できるかどうか試させてもらう。もちろん失せ物探しでも十分な額がくはやる。いいか？　だから一刻も早くこれを探し出せ。それがないと俺の……」

　テヴァは男の台詞せりふをすべて聞かないうちに、がたりと立ち上がった。

　驚おどろき身構えた男を尻しり目めにすたすたと大おお股またで窓まど際ぎわへ行き、木窓を開ける。

　するとこのトアレグ王国の首都ヒルドに降り注そそぐ強い日差しが室内に差し込み、部屋の隅の暗闇を照てらし出した。室内の陰いん鬱うつな空気が外の喧けん噪そうと乾かわいた風に押し出されるのを感じながら、テヴァは目を細める。

　窓を開けると自然と目に入ってくるのは、ヒルドで最も高い建物である物見塔とうだ。

　その頂上には、巨大な球体が四本の柱と三角屋根に護まもられるようにして鎮ちん座ざしている。

　あれが光こう石せきだと聞いた時、テヴァは驚いた。あんな大きさの魔石を見たこと自体が初めてだったからだ。

　トアレグの首都ヒルドの光石は夜になると、月のように淡あわい光を街に注ぐ。

　それが、あの物見塔が二つ目の月と呼ばれる所ゆ以えんである。

「おい、いきなり何をするんだ。誰かに見られたらどうする」

　後ろ暗いところを多分に持つのであろう背後の男が声を上げた。

　振り向いたテヴァは腕を組み顎あごを上げ、尊大に男を見下ろした。幸いなことにフードの男は縦たてに短く横に大きな体型だったので、見下ろすのに弊へい害がいはない。

「『誰かに見られたらどうする？』」

「お前……まだ小娘じゃねぇか」

　彼女は年齢にしては大人びた顔立ちをしていると自じ負ふしていたが、それでもやはり、妙みよう齢れいの女性にあるような色気や滲にじみ出る余裕のようなものが欠けていた。男が驚いたように言うのを無視して冷たく続ける。

「人様に見られて困るようなことをしているの？　ああそういえば、人殺しがどうとか言っていたわね。残念だけど、私はまっとうな商売をしているの。だからあなたみたいな犯罪者の依頼は間違っても受けたりしないのよ。それと最初に言ったと思うけど……」

　テヴァは怒りで身を震ふるわせて目をつり上げた。

「私がするのは占いであって呪いじゃない！」

　その気迫は蠟ろう燭そくの炎を揺ゆらすほどのものだった。

　男は「くそっ話と違うじゃねぇか！」と捨て台詞ぜりふだけ残し、探し物を描いた紙をひっ摑んで部屋を出て行く。

「二度と来るな！」

　バタンと閉まった扉とびらに対して、テヴァはなおも怒ど声せいを投げつけた。

　肩で息をしながら、なんとか気持ちを鎮しずめようとする。

　けれどそう簡単に鎮まるものではない。一度はただの失せ物探しだと期待した分、それが裏切られた失望感は小さくなかった。彼女は火消しを叩たたき付けるようにして蠟燭の火を消すと、自らもまた廊ろう下かに出た。

　先ほどの男はもういない。

　左右に伸びた廊下の右の突き当たりには今にも踏ふみ抜いてしまいそうな木板が敷しかれた階段があって、その下は『沈ちん没ぼつ船せん』というこのぼろぼろの建物にはいかにも似合いの名前がついた食堂である。

　階かい下かに降りると昼食時というのに客は三人しかおらず、うち二人が酒を飲んでいた。漂ただよってくる強きよう烈れつなニンニクの香りは、この店自慢の大皿料理である肉野菜ニンニク麵めんのもので、唯一酒を飲んでいない一人が皿にこんもりと盛られたそれを黙もく々もくと食べていた。

「ギー！」

　テヴァが大声を上げても、三人の客は彼女を見向きもしなかった。それは彼らが常連で、食堂『沈没船』の二階で商売をしているテヴァ＝レイがこうやって怒りも露あらわに降りてくるのが珍めずらしくないからだ。

「ギー！」

「どうした、テヴァ」

　酒の並んだカウンターの奥から出てきたのは、見上げるほどに大おお柄がらでいかつい男だった。

　白しら髪がまじりの髪かみは短く刈り込まれていて顎には大きな傷きずがあり、左の耳たぶはちぎれてない。その服の下にも無数の傷があるのだろうと想像させる外見をしている男は、この時はさらに左手に刃渡りの長い刃物を持ち、腰に巻いたエプロンに赤い染みを作っていた。

　さすがのテヴァもその様子に少し驚いていると、男は「ああ」とほがらかに笑い、

「いい肉が入ったんでさばいてたんだ。お前ももう昼ひる飯めしにするだろ？」

　と言うと、持っていた刃物をカウンターの上にダン！　と突き立て「それより何かあったんじゃないのか？」と彼女に聞いた。

　男──ガルタ＝ギーがいつも、手に持っている刃物をああやって突き立てるためカウンターや調理場の作業台は穴だらけである。どうして刃物をただ置くことができないのか、テヴァは常々不ふ思し議ぎだった。

「またよ」

　と彼女は短く言った。

　しかしそれだけで、ギーは承知したようだ。

「なんだ、女房と間男を別れさせる呪いをかけろとでも言われたか？」

「犯罪がらみの失せ物探しよ！　あの言い方だと盗品よどうせね！　ああ腹が立つ！」

　テヴァは手近にあった椅い子すを引いて乱暴に座った。脚あしを組んで、頰ほお杖づえをつく。

「大体私の仕事は占い師よ。占いといえば商売の吉きつ兆ちよう判断とか、恋愛相談とか、そういうものでしょう？　どうして犯罪がらみの依頼ばかりくるのよ！　絶対おかしい！」

「依頼人はどうした？」

「こっちに来てないなら裏口から帰ったんでしょ！」

　この建物には二階から直接外に出られる扉があり、テヴァ達はそちらを裏口と呼び、占い屋専用の出入り口として使っていた。看かん板ばんを出しているわけではないので、知っている人間でないとやってくることはできない。つまりテヴァに依頼しにくる人間は基本的に、人づてにテヴァの占い屋のことを聞いて依頼を持ち込んでくるのだ。

「なんで盗品だってわかったんだ？　あ、赤い宝石だったか？　ほれ、半月前に宝石商が盗まれたっていう」

「違うわ。でもわかるわよ。ああ、半月前のもまだ犯人見つかってないんだっけ？　まったく、どうして世の中にはこう犯罪者が溢あふれてるの？　人のもの盗む前にもっとやることがあるでしょうに！」

「今回のは誰の紹介だ？」

　テヴァの正面に座ってギーが言う。彼が座ると、椅子がぎしりと悲ひ鳴めいを上げた。

「確かここの常連の誰かよ」

　彼女が店内の客を睨にらむと、口一杯に肉野菜ニンニク麵を頰張っていた青年は黙って首を振り、酒を飲んでいた爺じいさんは我われ関かんせずで酒を飲み続け、最後の一人の男が「リゲットじゃねぇか？　こないだテヴァちゃんに依頼人紹介してあげたって言ってたぜ」と答えた。

「リゲットな。あいつ向こうひと月出入り禁止だ」

　ギーが笑顔で無情な決断を下す。彼はテヴァの肩をぽんぽんと叩いて言った。

「まぁしょうがねぇよ、テヴァ。お前の今までの実じつ績せきが実績だ」

　まったく慰なぐさめになっていない。テヴァは首を振った。すると「ちげぇねぇ」と客の男が酒さか瓶びんを手に笑う。彼女はぎろりとそちらを睨みつけ、男を黙らせた。

　ギーの言う実績とは、例えば好きな人を振り向かせたいという依頼を受けた結果その好きな相手というのが失しつ踪そうしたり、いなくなった猫を探してほしいという依頼を受けた結果獣に食い散らかされた猫の死し骸がいを発見したりした事例のことである。

　でもあれは不ふ可か抗こう力りよくだ。

　前者の場合、その相手というのは結婚詐さ欺ぎ師しだった。詐欺がばれそうになったので逃げ出したのだ。そして後者の場合はただの猫の習性である。自らの死期を悟さとると姿を消すというその習性を知らなかったせいで、依頼人の老ろう婆ばはしばらく寝込んでしまったのだが。

　自分の能力に問題があるわけではない。……はずだ、と彼女は思っていた。

　だがともかく、そのような不幸な結果に終わった依頼のせいで、テヴァのことを呪い屋だと勘かん違ちがいする輩やからが近頃増えてきているのは確かである。おかげで仕事にならない。

　故こ郷きようを出てきた時、金に交換できる貴金属類をいくつかもたされたので当座の生活に困っているわけではないが、稼かせぎがなければそれらも遠からず底をつくだろう。

　現在テヴァの親代わりのような存在であるギーが経営するこの食堂が、もう少し繁はん盛じようしているのなら給仕などをして働くのだが、あいにくこの客の少なさである。大通りから少し奥まった路地という立地と、古びた外観、それに食堂のくせに出せる料理が一つしかない事実を考えれば、数人の常連がいるだけでもありがたいと言えるのが現状だった。

「お酒出して」

「馬ば鹿か言え、未成年に飲ませる酒はうちにはねぇよ」

「もう十七よ。この国では十六歳が成人年齢のはずだわ」

「海の向こうの俺の故郷では十八で成人だ」

　テヴァは憮ぶ然ぜんとした。

「けち」

「まぁ待ってろよ、今昼食を作ってやるから」

「ニンニクは抜いてね」

　彼女が言うと、ギーは目尻に皺しわを寄せて笑い、ぽんぽんとテヴァの頭を叩いて立ち上がった。その時である。

　バタン、と食堂の扉が大きく開いて薄暗くニンニク臭い室内に外の光と空気が入り込んだ。

「ああ会いたかった！　僕の菜の花！」

　食堂内に朗ろう々ろうと響いたその声に、中にいた全員が眉をひそめた。無言で酒を飲んでいた爺じじいが勘定をテーブルに置いて立ち上がる。ニンニク麵を食べていた青年は皿に残っていた肉を口の中にかき込み、先ほどテヴァに睨まれた男はため息をついて、手に持っていた酒瓶をテーブルに戻した。

　ギーなどはあからさまに顔をしかめて両腕を組んでいる。当然だろう。この男がやってくると、その騒がしさに常連達も逃げ出してしまうのだ。

「今日もとても可か憐れんで美しい僕の可か愛わいいテヴァ＝レイ。君に会えない時間のどんなに長いことか。いっそのことここに越してきてしまおうと何度思っただろう」
















　柔らかそうな橙だいだい色の髪ときらきらとした茶色の双そう眸ぼう。場違いなほど上等な服に身を包み両腕を広げながらつかつかとこちらにやってくる男とすれ違うようにして、常連客達がそそくさと退散していく。今にもテヴァに抱きついてきそうなその不ふ埒らちな首根っこを、横から伸びた丸太のような腕が摑つかんで止めた。

「この国の王子ってのはずいぶんと暇ひまなようだな」

「おお、いたのかギー」

　テヴァが感心するのは、泣く子も黙るガルタ＝ギーが放つ威い圧あつ感かんに、男がまったく怯おびえないことだ。

「何をしにきたの？　ザイル」

「もちろん君に会いにきたに決まっている」

　ザイルミアド＝オ＝ドゥヴネは愛いとしげに目を細めて言った。

　この国において、ドゥヴネの名を持つのは王族だけだ。そして『オ』というのは長男であることを示している。

　つまり驚いたことに、男はこの国の王子なのだ。頭の中が綿わた菓が子しで出来ているのではないかと疑いたくなるような発言を繰り返すこの男が第三位とはいえ王位継けい承しよう権けんを持っていると知った時、テヴァは国の行く末を悟り永住はすまいと決めた。

「騎き士しはどうした？」

　一国の王子の首根っこを摑んだままギーは聞いた。

「ジャルヴのことならちょっとした調査に奔ほん走そう中ちゆうだ」

　ジャルヴというのは、まだ三十歳なのに白髪が生えてきたことに悩んでいる近この衛え騎士だ。ザイルのお目付役のようなものだとテヴァは認識しているが、なるほど今は姿が見えないようだった。

「おいおい、近衛騎士ってのは王族の警護が主おもな任務じゃないのか？」

　ギーが呆あきれたように眉まゆを上げる。ザイルは平然と答えた。

「ジャルヴにいたってはもはや僕の小間使いに近い」

「同情するわ……」

　騎士の白髪は、間違いなく主人であるザイルのせいなのだろう。初めて会った時から、騎士は自らの主人をもてあましているようだった。

　そもそも街の路ろ地じ裏うらでひっそりと暮らしていた彼女が何故一国の王子と知り合いなのか。それは運命的な偶然だった。

　一年半ほど前、つまりテヴァが故郷を出て、ギーとともにこの国にたどり着きようやく生活が落ち着いてきた頃だ。まだ占い師としての仕事を始めていなかったテヴァは、開店したばかりの食堂『沈没船』の手伝いで買い出しに出ていた。

　そして袋いっぱいのニンニクを抱えて歩いている時にぶつかってしまった相手がザイル王子である。

　彼はニンニクをぶちまけてしまったテヴァに「ああ、よそ見をしていたすまない」と言って拾うのを手伝おうとしたが、彼女の顔を見た瞬間、手に持っていたニンニクを放り投げて代わりにテヴァの手を握り、

『運命の人よ、ここにいたのか。ずっと探していた』

　と言った。

　病弱で有名だったトアレグ国の王子殿でん下かが、テヴァがこの街にやってくる少し前に異国の妙みよう薬やくによって丈夫な身体からだを手に入れたという話は聞いていたが、この時のテヴァはまさか目の前の頭のおかしい男がその王子本人だとは思ってもみなかった。

　後から聞くと、ザイルは床に臥ふせっている間出来なかった街遊びというものを楽しむために、城を出て首都ヒルドに降りてこられたらしい。もちろんお忍びだったので、伴ともなっていたのは騎士ガ＝ジャルヴの一人だけだった。

　王子の奇行に驚いたジャルヴはザイルをテヴァから引き離そうとしたが、騎士のその試みは今だに完全な成功を見ていない。つまり、それからずっと、テヴァはザイルにつきまとわれている。

「しかしいつもながら客のいない店だな」

　とザイルは呆れたように言った。

「い、た、ん、だ、よ。お前が来る直前までな」

　ギーが今にも王子を絞しめ殺しそうだ。この強こわ面もての食堂の主は、ザイルとは最初から相性が悪かった。

「ふむ。そういえば店に入った時何人かとすれ違った気もする」

「営業妨ぼう害がいだ。城に損そん害がい賠ばい償しようを請せい求きゆうするからな」

「いくらでもするがいい。支払われるのは僕の金ではなくお前達の血けつ税ぜいだ」

　ザイルは平然とそう言うと、器用にジャルヴの手を逃れテヴァの前に膝ひざをついた。そして甘やかに微笑む。

「僕と結婚しよう、テヴァ」

　その顔だけ見れば、素材は決して悪くない。目元は優しげで、肌は触りたくなるくらいつるつるだ。鼻はな筋すじも整っていて、見るからに王子らしい気品を備えている。

　言動は少しおかしいが、ギーとのやり取りを聞いているとそう馬鹿でもなさそうだ。だから最初の頃こそテヴァは愛を告白されるたびまんざらでもない気分になっていたが、残念ながら人には免めん疫えき機能というものが備わっていた。

「あなたが王子でなくなったら考えるわ」

　彼女は自分の手を取り返してあっさりと答えた。こういう踏んでも蹴っても蘇よみがえってくるような精神を持つ人間を諦あきらめさせたい時は、どだい無理な条件をあげるのが対処法の一つだと『しつこい男を振る方法』という本で読んだ。

「それは僕の身体が二つに引き裂かれた時だ、愛しい人」

「そうね無理よね残念だわ」

　少しも残念そうでなく彼女が言った時、その白い手は再び男に捕らえられた。

「つまりテヴァ」

　ザイルの双眸がまっすぐにテヴァを射いる。

「僕がこの身を引き裂けば、君は僕のものになってくれるということか？」

「あなた分裂できるの？」

　テヴァはまさか、と思いながら言った。この男なら……ありえるかもしれない。以前テヴァが、ギーに腕うで相ず撲もうで勝ったら考えてあげると言った時、その細腕で大男のガルタ＝ギーに勝利した男である。あれは不正があったのではないかと今もテヴァは疑うたがっていた。

「なんなら俺が今すぐこの場で引き裂いてやろうか？」

　ギーがカウンターの上に突き立てたままだった刃物を引き抜き、器用に空中で一回転させた。目つきが冗じよう談だんではない。

「そうそう。貴様に依頼を持ってきたぞ」

　場の空気を読み取ってか、ザイルはぱっとテヴァの手を離して懐ふところから何やら紙し片へんを取り出した。

「人捜しだ」

「あん？」

「そこに書いている人間についての情報が欲しい」

　ギーは刃物を肩に担かつぐと、あいた手で紙片を受け取った。その内容を素す早ばやく目で追ってからちらりと王子を見る。

「基礎情報が少ねぇ」

「我が国にとって重要な女性だ。一昨日おとといの夜中から行方ゆくえがわからない」

「え？　それって大変なことじゃない？」

　テヴァは驚いて思わず声を上げた。

「重要な女性って……王女様とかってこと？」

「テヴァ、首を突っ込むな」

　ギーが鋭するどく彼女を諫いさめた。テヴァの保護者役を自負している彼は、彼女に対していささか過か保ほ護ごな面がある。

「ザイル」

　ギーは顎をくいと傾けてザイルをカウンターの奥へ促うながした。テヴァは憮然と唇くちびるを尖とがらせる。彼女を差し置いて話をするつもりなのだ。

「少し待っていてくれ、テヴァ。後で一緒に遊びに行こう」

　ザイルは彼女ににっこりと微笑んでそう言うと、ギーの後ろについて奥の調理場に行ってしまった。

「なによ」

　テヴァはつまらなく思ってテーブルに頰杖をつく。

　こういうことは初めてではなかった。つまりギーが情報屋のような仕事を請うけ負おうのが、である。

　食堂『沈没船』はそのぼろぼろの外観と貧ひん相そうな品数にもかかわらず、十数人の常連客を持っている。それに加えて旅りよ装そうの一いち見げん客も少なくなく、首都ヒルドのみならず国内外の様々な人間がやってきていた。中には直接ギーを訪ねて来る者もいる。

　さして料理が得意ではないくせにギーが食堂を始めることにしたのは、そういった情報収集の拠きよ点てんとしてふさわしいと考えたからかもしれない。不思議と常連客達も情報通が多く、さらにその情報は表には出てこない事件や噂うわさ、犯罪に関するものばかりだった。

　多分ギーは、裏社会の人間に好かれる性質があるのだろう。

　それもそのはず、彼の前職は海かい賊ぞく船せんの船長だった。その筋では名の通った海賊だったらしいガルタ＝ギーは、ある事情から船を降り、十五の若さで故郷を去らざるを得なかったテヴァ＝レイの後見をしてくれている。

　ギーが裏社会に通じていると知ったザイルは、これまでにも何度かギーから情報を買い取っていた。王族にも、こういった表おもて沙ざ汰たにはできない情報源が必要のようだ。

　お腹なかもすいていることだし、一人で出かけようかとテヴァが思い始めたところだった。

「……すみません」

　と一人の女性が食堂の扉を開けた。

「いらっしゃいませ」

　テヴァは思わず立ち上がったが、同時に迷子だろうかといぶかしむ。

　それくらい、この店には珍しい客だったからだ。

　通常『沈没船』にやってくる女性客というのは、旅装か男装、あるいは肉感的な身体をこれでもかと見せつけた服装かの、三種類しかない。

　しかしひどく緊張した様子で戸口からこちらを覗のぞき込んでくるその女性は、どう見ても一般的な主婦だった。

　髪は一つにまとめられただけで、踝くるぶしまである麻あさのスカートを穿はいている。あえて言うなら、まだ暑さの残る季節だというのに外がい套とうを羽は織おっているのは異常だと言えたが、その理由もすぐにわかった。

　バキ！　「てめぇ！」

　調理場の方から木が折れるような音とおそらくギーのものと思われる怒ど号ごうが飛んできた。女性はそれにびくりと身体を震わせて、外套の下に隠していた物を落としてしまったのだ。

　ガラン　ガラン

「す、すみません！」

　彼女が慌あわてて拾ひろってまたさっと外套の下に入れたのは、間違いなく浅い鉄てつ鍋なべだった。そう。主婦が料理をする時の必ひつ需じゆ品ひんである。おそらくこの裏路地で柄の悪い連中に絡まれた時の護身用であろう。あれで殴なぐられればかなり痛い……というか死ぬかもしれない。

　その凶器を隠すように外套の前を合わせた女性は、おそるおそる顔を巡めぐらして店内を見渡すと、中にいるのがまだ十代の少女だけだとわかって少し勇気を出すことにしたようだった。

　扉を引いて、おずおずと食堂の中に入る。

「あの……こちらに、呪い屋さんがいらっしゃると伺うかがったのですが……」

　いろいろと言いたいことはあったが、とりあえずテヴァ＝レイはにっこり笑って訂てい正せいしようとした。

「の」

「呪い屋じゃありません。占い屋です」

　彼女が口にしようとした言葉が、一いち言ごん一いつ句くそのまま背後から投げかけられる。

　振り向くと、にこにこと笑う王子が調理場の戸口に立っていた。

「依頼かい？　テヴァ。じゃあ二階に上がってもらおう。さぁ、遠えん慮りよせずどうぞ」

「ちょっと、ザイル。話は終わったの？」

「ああ」

「ギーは？」

「外で喧けん嘩かをしていた男が勢い余って裏口の扉を蹴け破やぶってしまったので、説教をしているところだ。音が聞こえなかった？」

　先ほどの音がそうだったのだろう。この建物はどこもかしこも古いので、簡単に壊こわれてしまうのだ。

　ザイルはにっこりと笑って続けた。

「君に依頼だろう？　テヴァ。僕も喜んで付き合おう」

「必要ないわ」

　テヴァは冷たくそう言ったが、ザイルは自分の甘い容よう姿しの使い道を正確に心得ていた。

　すたすたとテヴァの横を通り過ぎて戸口の女性に近づくと、彼女の手を取り優しく「こちらへどうぞ、ご婦人」と言う。『ご婦人』が少し頰を赤くして「あ、はい……」と答えたのを聞いて、テヴァはため息をついたのだった。
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「どうぞこちらにお座りください」

　テヴァが戸口に近い方の椅子を勧めると、女性は部屋の中をじろじろと観察しながら腰を下ろした。もちろん凶器……もとい鉄鍋もごとりとテーブルの上に置く。

　もうすでに顔は見られたので部屋は明るいままだ。ザイルは窓の側そばに腕を組んで立っている。彼がテヴァの仕事に立ち会うのは初めてだった。興きよう味み津しん々しんと顔に書いてある。

　テヴァはザイルを視界と意識の外に追い出すと、女性の正面に座り、「どういったご依頼でしょうか？」と話を切り出した。

　すると周囲を窺うかがっていた女性が、不安そうな顔でテヴァを見る。

「あの……あなたが、呪い屋さんなのですか？」

「占い屋です」

　テヴァは再度訂正した。

「どういった話を聞いていらっしゃるのかわかりませんが、私がお受けする依頼は、失せ物探しや恋愛相談のような誰かの助けになるもので、他人を不幸におとしいれる類たぐいのものではありません」

「あなたのような若い方が……そう」

　女性の顔の不安が不ふ審しんに変わる。テヴァは心の中で息を吐はいた。やはり若い娘だと、こういった商売で信用を得るのは難しい。

「若いからすぐれているのですよ」

　背後でザイルが口を開いた。

　テヴァは眉み間けんに皺を寄せ、できれば黙っていてくれと心の中で叫んだが、もちろんその声は背後の王子には届かなかった。

「年を経へれば人は鈍くなる。そういうものです。この娘はほんの物心ついた時からこの仕事をやっております。幼い頃の鋭えい敏びんさをそのまま持って生きているのです。だからこそあなたが取るべき道が見える。あなたには見えない道が見えるのです」

　テヴァは振り向かなかったが、彼がにっこりと甘い微笑みを浮かべているのがわかった。女性が少し惚ほうけたようにザイルがいる方を見ていたからだ。

　テヴァは少し呆れた。まるで詐欺師のような口の回りようではないか。この女性も、ザイルのことを王子だとは夢にも思っていないだろう。そもそも一国の王子が、こんな裏路地の寂さびれた食堂にいることがおかしいのだ。

「もちろん報酬は、ご依頼が成功した場合しか受け取りません。ご安心ください」

　しかし女性がその不審感をわずかながら和やわらげたことは確かなようだったので、テヴァはすかさず言った。

　すると女性は、一度そっと目を伏せてから顔を上げ、意を決したように口を開く。

「失せ物探し、とおっしゃいましたが、捜していただくのは人でもよいのでしょうか？」

「もちろんです」

　大きく頷うなずく。彼女はなんとか、最初の関門を突破したことに安あん堵どした。

「……私の娘なんです」

　女性の言葉に眉を顰ひそめ、視線だけで続きを促す。どうやらあまり穏おだやかな話ではないようだ。

「五日前です……。うちから突然いなくなってしまって……保安隊は家出じゃないかと言ってきちんと調べてくれないし、もう藁わらにも縋すがる気持ちで、知人に聞いたこちらに……」

「それは心配ですね。お嬢じよう様さまのお名前は？」

「ベラです。ベラ＝デイン。十七です」

　同じ歳だ、と思ったがテヴァは黙っていた。

　女性は懐ふところからハンカチを取り出すと、目尻にたまった涙をそっとぬぐった。

「あの子の友達全員に話を聞きました。でも誰もベラがどこに行ったか知らなくて。主人まであの子が家出したんじゃないかだなんて言うし……」

「何か家出されるような理由があるのですか？」

「ありません！」

　彼女はきっとテヴァを睨みつけてきっぱりと言った。

「あの子はそんな子じゃありません。……確かにベラは、父親に対しては反抗的でした。でも年頃の女の子なんて皆みなそうじゃありませんか？　父親と対立する時期があるんです」

「なるほど」

　同意を求められたようだが、テヴァは相づちを打つに留とどめた。

　もちろん彼女にも父はいたが、もうずいぶん以前から疎そ遠えんだ。倦けん厭えんするほど近い存在ではないので、依頼人の言う『年頃の女の子』の一般的条件にはあてはまらないだろう。

「いなくなった時はどういう状況でした？　家から突然いなくなったということですが、どこかに出かけたということは？」

「前の晩はいつも通りに部屋で寝ねたはずなのに、翌朝にはいなくなっていたんです。部屋にはあの子のものがすべて残されていました。財さい布ふもです。何も持たずに夜中にでかけるなんて考えられません」

「つまり、奥様は誘ゆう拐かいだとお考えなのですね？」

　自分で出て行ったのでなければ、他人に連れて行かれたということになる。

「ええ、そう申し上げませんでしたか？　私はカイエンという男が怪しいと思っています」

「カイエン？」

「カイエン＝ネツディル。ギルハン通りの花屋の男です。最近できたばかりなのですが女性にとても人気なようで、ベラもよく通っていたようでした」

「その男が怪しいと思われた理由を伺ってよろしいですか？」

　テヴァは慎しん重ちように聞いた。

「見ればわかります！　あの男は……女をたぶらかすために生まれたような男です！」

　そう叫ぶと、女性はわっとハンカチに顔をうずめて泣きだした。

　テヴァは眉を歪ゆがめて小さく息を吐く。なんとなく背後をちらりと見てしまい、ザイルの茶色い双眸とかち合った。彼は微笑んでテヴァを見ている。

「わかりました。お任せください。ベラさんはきっと見つけてみせます」

　彼女は依頼人に向き直ると、真しん摯しな顔でそう言った。

「あの……すぐわかるものではないのですか？　その、水すい晶しようとかカードとかで……」

　顔を上げた女性は不安そうな顔で聞いてくる。この質問はこれまで何度となく受けてきたものだ。テヴァは微笑んだ。

「私の占いはそういう漠ばく然ぜんとしたものではなく、もっと確実性が高いことを売りにしております。そしてそのような結果を出すには、少し時間をいただいて下調べをしなくてはならないのです」

　テヴァには水晶もカードも使えない。彼女の占いとは、そういうものではないからだ。

「今日か明日、ベラさんのお部屋を一度見せていただいてよろしいですか？　それとベラさんの特徴を教えてください」

「はぁ……」

　そう答えた女性の濡ぬれた双眸には期待と不安がないまぜになっていた。しかしなんとか、つっかえながらも自宅の場所と娘の特徴を話す。

「明日なら主人も家におりますので、明日いらしてください」

「わかりました」

　テヴァが立ち上がると、女性も鉄鍋を持って立ち上がった。帽ぼう子し掛かけにひっかけていた外套を手に取って、一度じいとテヴァを見ると、深く頭を下げる。

「どうぞよろしくお願いします」

　テヴァはその痛ましさに心を打たれた。依頼人の肩に触れて顔を上げさせると、左手の人差し指と中指の二本で、その額にそっと触れる。

「ジンのご加か護ごがありますように」

　テヴァが指先を離すと、女性が困こん惑わくした様子で額に手を当てたので、彼女は安心させるために微笑んでみせた。

「幸運のまじないです。ご安心を。あなたにとって最さい善ぜんの道を見つけてみせます」

　それは、一族で使われるまじないだった。

　彼らにとって眉間はとても神聖な場所なので、まじないの時はそこを避さけ、二本の指で眉の上あたりに触れる。二本の指はコンパスも象しよう徴ちようしていた。あなたの道が開けますように、という意味だ。

　当然ながら、砂漠で暮らしたことのない依頼人はわけがわからないだろう。けれど彼女は、テヴァの笑顔に後押しされるようにもう一度頭を下げた。

「左の扉を使ってください。降りた道をまっすぐ北側に行けば大通りに出ます」

　占い屋としての出入り口を案内し、その後ろ姿を見送ると、テヴァは「さて」と両手を腰に当てた。

　久しぶりに、まともで大きな依頼である。

「ギルハン通りに行くのかい？」

　すぐ背後から声をかけられ、彼女は飛び上がりそうになった。

　振り向くと、驚くほど近くにザイルが立っている。

「まさかついてくるなんて言わないわよね？」

　眉を上げた彼女の言葉に、王子は心外とばかりに目を丸くした。

「君と僕は一心同体だろう」

「心も身体も赤の他人です」

「もちろん。違う人間だからこそ恋もできるし一つにもなれるというものだ」

「冷れい血けつな男ね」

　デイン夫人が泣いた時、ザイルが笑っていたのがテヴァには少し腹立たしかった。

「優しいな、テヴァ。見も知らぬ娘の心配をしているのか」

「いなくなった娘を心配する母親の気持ちになってみたらどう？」

「娘はいないし僕は男だ」

「他人の気持ちになれない男なんて最低だわ」

「いちいち他人に寄り添そっていては身が持たない」

　テヴァはぐ、と唇を嚙かんだ。

　それは、彼女が一族の長老達に何度となく言われたことだった。お前は星テラとしては幼すぎるし、人に近すぎる。もっと人と距離を取り、ジンの声を聞けと。

　一族の星テラは、人の手の届かない空から人を導く存在でなくてはならないのだ。

　そうでなくては惑まどってしまう。

　ザイルは王の子としての自分について言ったのだろうが、テヴァはどうにも自分に言われたような気持ちになった。

　ザイルは、テヴァが砂漠の一族であることも、星テラと呼ばれる能力者であることも知らない。もちろんどうしてトアレグ国にやってきたのかも、だ。彼は彼女について、多くを知ろうとはしない。

　その理由を、テヴァは問う気にならなかった。

　彼女が言い返す言葉を探していると、

「ああ、残念だ。テヴァ。恐ろしい番人がやってきてしまった」

　とザイルが言った。

　なんのことだと彼女が問う前に、「殿下！」という声が階下から聞こえてくる。声の主は、おそらく調理場の方から出てきたギーと何やら二、三言交わすと、再び「殿下！」と叫びながら階段を上のぼってきた。

　果たして、二階に現れたのは男盛りで苦労性の騎士──ガ＝ジャルヴだった。

　ザイルのお目付役の近衛騎士だ。最近白髪に悩んでいる三十歳。

「ここで何をしていらっしゃるのです！」

　ジャルヴは完全に怒っているようだった。

　その怒りは、肩の上がり方、目つき、声の大きさから十分に伝わってくる。

「おお。ジャルヴ。よくここがわかったな」

　ザイルはまったく悪びれずにそう言った。

「あなたが城にいない時はテヴァ嬢のところにいるに決まっています！」

「見事な推すい理りだ」

「供ともを誰も連れないで行動するのはおやめくださいと何度も申し上げているじゃないですか！」

「残念ながら僕には二本の健康な脚がある。介かい助じよは不要だ」

「殿下の御おん身みに危険が及ぶと言っているんです！　ただでさえ最近は王城でもきなくさい動きがあるというのに……！」

「ジャルヴ」

　頭に血が上った様子の騎士がそこまで言うと、ザイルが鋭くその名を呼んだ。そこでジャルヴは、自らの失言に気付いてばつが悪そうな顔をする。しかしその『王城のきなくさい動き』について、テヴァは深く追及するつもりはなかった。王城内でのザイルが微妙な立場にあるのは、十分に承知していたからだ。

　今の王クラウシス＝ディ＝ドゥヴネはザイルの叔お父じだ。

　つまり先王の弟である。

　ザイルの父が亡なくなった時彼はまだ幼く身体も弱かったため、王おう弟ていであったクラウシスが王座を継ついだのだ。クラウシスには子供が数人いて、第一位王位継承権も彼の息子むすこに与えられている。先王の息子であるザイルは、第三位だ。

　傍はた目めにも、火ひ種だねはどこにでも転がっていると言えた。

「お久しぶりです。ジャルヴさん」

　テヴァが丁てい寧ねいに頭を下げると、ジャルヴもまた慌てて頭を下げた。

「お元気そうで何よりです、テヴァ嬢。殿下がご迷惑をおかけして申し訳ない」

「ええ。残念ながら迷惑です」

「この冷たい言葉は愛情の裏返しというやつだぞ、ジャルヴ」

「テヴァ嬢はそのような駆かけ引きなどしない素す直なおな女性だと私は理解しております。さぁ、行きますよ。殿下」

　ジャルヴはそう言うと、もう離しませんとばかりにザイルの腕をがしりと摑んだ。

「すまない、テヴァ。これ以上ジャルヴの白髪を増やすのも哀あわれだから僕はもう行くよ」

　騎士に捕まった王子は至し極ごく悲しそうな顔で言った。

　テヴァは晴れ晴れしい笑顔を浮かべて首を傾かしげると、

「ごきげんようザイルミアド殿下。どうぞ来年の春まで城から出られませんよう」

　と言って手を振った。

　騎士に連行されていく王子を晴れやかに見送り、彼らが食堂を出たことを階上から聞き耳をたてて確認してから、テヴァは階段を降りていった。

「あいつら相変わらず騒がしいな。昼飯できたぞ、テヴァ」

　ギーの作る肉野菜ニンニク麵（ニンニク抜き）の香りは階段の途中まで香ってきていた。テヴァは空腹のお腹をおさえ、依頼のための調査に出るのは昼食を食べてからにすると決めた。
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　騎士ガ＝ジャルヴによって否いや応おうなしに馬車に詰つめ込まれたザイルは、背もたれのクッションに体重を預けて腕を組み、目を瞑つむっていた。

「……殿下。にやつかないでください」

　正面に座ったジャルヴが心から気持ち悪そうに言う。

　ザイルは目を瞑ったまま笑った。

「テヴァは今日も可愛らしかったと思わないか？」

　艶つやめく黒髪。紫むらさきがかった双眸。あの娘は、よく変わる表情が可愛らしい。

「船長にミリアナ様の捜索を依頼したのですか？」

　しかしジャルヴは、主人の言葉を無視して言った。ザイルは目を開ける。

　船長とは、食堂『沈没船』の店長ガルタ＝ギーのことだ。あの男は自分が元海賊であることを隠してはいなかった。

　しかし、面と向かってギーのことを『船長』と呼ぶのはジャルヴだけだ。どうやら二人はそこそこ仲がいいらしい。無ぶ頼らい者ものの元海賊であるギーと、生せい来らいの真ま面じ目めな騎士であるジャルヴは、互いに自分にないものを認め合っているようだった。

「まさか、ただテヴァ嬢に会いに行ったわけではないでしょうね？　こんな時に」

　ジャルヴが非ひ難なんがましい口調でこちらを睨んでくる。こんな時に、というのはつまり自分の侍じ女じよが行方不明になっているというのに、ということである。

「もちろん、ギーに情報収集を頼んだ」

　一昨日の夜中、城からいなくなったのはミリアナという名のザイル付きの侍女だった。確か十九になるはずだ。彼女は、王城内に与えられた私室からこつ然と姿を消した。

　ミリアナらしき娘が王城内をふらふらと歩いていたという目撃証言もいくつか得られたが、それらの目撃者も彼女が王城から出たところは捉えていない。もちろん城の門番も、ミリアナの姿は見ていなかった。

　ミリアナがただの侍女であったなら、ザイルはあまり興味を示さなかったかもしれない。

　けれどそうではなかった。だからこそ王子の騎士であるジャルヴは、一昨日からずっと、ミリアナの行方を探すため奔走している。

「それで、お前の方はどうだった」

　ジャルヴは小さく息を吐いて報告を始めた。

「どうも、『トカゲ』は『水すい仙せん』と関係が深いようです」

『トカゲ』も『水仙』も、特定の人物を示す隠いん喩ゆである。たとえザイルとジャルヴの二人しかいない馬車の中でも、こういった注意は怠おこたるべきではなかった。王城は腹の黒い者達の巣そう窟くつなのだ。どこに目や耳をつけているかわかったものではない。

　ザイルはふんと鼻で笑った。

「『水仙』か……。それならミリアナを狙ねらった理由も見え透すいてるな」

「それと、『トカゲ』が名を偽いつわっていることの証言者を確保しました。とりあえず、『トカゲ』を捕らえてミリアナ様の居場所を吐かせますか？」

「『水仙』との関係の証しよう拠こは？」

　ザイルが鋭く問い返すと、ジャルヴは困惑したような顔をした。

「いえ、それはまだ」

「ついでだから『水仙』も排はい除じよする。それまで『トカゲ』は泳がせておけ」

「は。……しかし、ミリアナ様のご無事は確かめられておりません。急がなくては……」

「わかってる。だから急いで『水仙』と『トカゲ』を結びつける証拠を手に入れろ」

　それで話は終わりだ、とばかりにザイルは再び目を瞑った。

　ジャルヴが疑惑の籠った視線でこちらを睨んでいるのは瞼まぶたを閉じていてもわかる。勘のいいこの騎士が、自らの主君にぬぐいようのない違和感を感じながらも忠ちゆう誠せいを誓ちかい続けているのは、まだその違和感の正体を突き止められていないからだ。

　本来であれば、『ザイルミアド王子』が『ミリアナ』に対してこんなに冷静な言葉を吐けるはずがない。

　ジャルヴはそう思っているはずだ。

　けれど確信も証拠もない。だから動けない。

　彼は心の中で意地悪く笑った。堅かた物ぶつ騎士がザイルの一いつ挙きよ手しゆ一いつ投とう足そくに惑わされているのは、哀れな猿さるを見るようで面白かった。

《僕が怒っているのはわかってる？》

　すると、頭の中の【声】が言った。

　たとえ姿が見えなくても、そこに怒ど気きが含まれているのはわかる。

　この【声】は、そう頻ひん繁ぱんに彼に話しかけてくるわけではなかった。けれど一昨日の晩から、ひどくうるさい。

　そう、ミリアナが行方不明になったあの夜からだ。

（わかってる。だが黒幕を放置しておけばまたミリアナが危険になる。それにあの娘は大丈夫だ。お前が考えているよりも強したたかで肝きもが据すわっている）

　彼は心の中でため息をつきながらそう答えたが、【声】は黙らなかった。

《ミリアナは料理が好きで純粋で優しいただの女の子だ。自分の身を護る術すべさえ持たないんだよ》

　彼は【声】のかたくなな意見にいささか辟へき易えきしていた。女が弱いと信じているのは、【声】に人生経験が浅い証拠だ。

（言っただろう、ミリアナには保険がある）

《彼女が危険なのに変わりはない。ねぇ、これでは約束が違う。……この身体の中にいる以上、君は〝僕〟を尊重すると言ったはずだ》

　彼は苦虫を嚙み潰つぶしたような顔をした。

　これまで、彼の行動についてここまで【声】が主張してきたことはあまりなかった。元々【声】は控ひかえめで大人しく、怒りを露わにすることさえなかったのだ。

【声】が平静を失っている理由は明らかにミリアナにあった。

　あのミリアナという名の女性だけは、この【声】の譲ゆずれないものなのだ。

　そう。彼にとってのテヴァ＝レイと同じように。

　顔を上げると、ジャルヴは目を瞑ったまま不ふ愉ゆ快かいげに顔を歪めた主人を、奇妙なものでも見るかのように見ていた。ザイルは冷たく告げた。

「期限は、明日までとする。明日までに証拠を見つけて提出しろ」

「明日？」

　ジャルヴが不敬を忘れて思わず聞き返す。この騎士は、昨晩もろくに寝ていないはずだ。

「明日ですか？」

「使う人選はお前にまかせる」

　話は終わった、とばかりに彼はジャルヴから視線を逸そらせ、閉じられたままの窓を見た。目を瞑らなかったのは、そうすると再び【声】から話しかけられる気がしたからだ。

　そして彼の気持ちを読み取ったように、【声】はそれ以上話しかけてはこなかった。

「ああ、そうだ。それと、ギルハン通りの花屋についても少し調べておけ」

　ザイルは思い出して言った。

「カイエン＝ネツディルという男だ。念のためにな」
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　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタという男は、当初からテヴァにとって不吉な人間であった。

　彼女はその日朝早く、南西方向に何かひどく特別なものの存在を感じ取り、一族の者を向かわせた。そして砂漠のど真ん中で行き倒れていたロウを見つけたのだ。

　医い療りよう用の天てん幕まくに運び込まれた男を見ながらテヴァは困惑していた。彼女が感じ取っていたのはもっと特別な何かで、ろくな準備もせずに砂漠に出て死にかけ、遊ゆう牧ぼく民みんに手当てされているような愚おろかしい男ではなかったはずだからだ。

『どういうことだ』

『新しいオアシスじゃなかったのか』

『星テラの能力が鈍っている』

『まさか、まだ十四だぞ』

　一族の者達は口さがなく噂し、テヴァが掟おきてを破ったのではないかと疑った。冗談じゃない。彼女は憤ふん慨がいし自らに否ひがないと証明するために、積極的に男を看かん病びようし話しかけた。彼に何か特別なものを見いだそうとしたからだ。

　脱水症状により危ない状態だった男は驚異的な回復力によって意識を取り戻し、すぐ起きて話せるようになった。探し物をしながら旅をしていると語った男は、命の恩人であるテヴァに対して感謝を示し同行したいと申し出た。

　もちろん通常であれば、彼らは外部の者を受け入れたりはしない。

　テヴァの一族はラクダや牛を飼って暮らす遊牧民であったが、元々は他集団との争いや略りやく奪だつによって生せい計けいをたてる戦闘民族でもあった。そのせいか他者への警戒心が他の砂漠民族に比べて強いのだ。砂漠に迷い込んだ旅人に、水や食糧を法外な値段で売りつけることはあっても、彼らを客人として一族に加えることは滅めつ多たになかった。

　一族が一時的にしろ外部の男を受け入れたのは、彼が自らの正体を明かしたからだ。

　テヴァの星テラとしての能力に間違いがないことは男の言葉で証明された。

　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタは、とても特別な男だったのだ。







「うう、お腹いっぱい。また太ったかも……」

　砂漠では水、食糧共に貴重で食事を残すことなど考えられなかったので、テヴァは今もギーが作る料理を残さず食べている。そのおかげでどうも最近全体的に肉づきがよくなってきた気がする。

　一族の中では細身の女性が美しいとされるので、今の彼女などは醜みにくいとさえ思われるかもしれない。一族に戻る前にこの余分な脂し肪ぼうだけはどうにかしようと彼女は心に誓った。

　けれどそもそも、自分は故郷に帰ることが出来るのだろうか。と自問する。

　いや、弱気になってはいけない。

　自分には特別な力がある。それでもってあの憎にっくき男を必ずや見つけ出し償つぐなわせるのだ。罪を犯した者には罰ばつが下る。それがジンの教えである。

「そうよ。絶対見つけ出すんだから……」

　ぶつぶつと言いながら歩く。そうやって自分の思考の中に入り込んで周囲に対する注意を怠ってしまうのは、自他共に認めるテヴァの悪い癖くせだった。

　彼女は「わー！」と声を上げながら前から駆けてきた子供にぶつかりそうになり、横に飛び上がるようにしてそれを避けた。「こら！　待ちなさい！」と人ごみの中から母親の声だけが聞こえてくる。

「……あーびっくりした」

　食堂『沈没船』のある裏路地とは違い、昼過ぎの大通りはいつも賑にぎやかだ。

　テヴァがこの時間にあまり外に出ないのは、人ごみが苦手だからだった。一族の人間と家畜達以外どこまでも広がる砂漠と空だけの世界に生きてきた彼女には、こういった街での生活は驚くことの連続だったのだ。

　何より驚かされたのはこの人の多さである。

　最初の頃、テヴァは何度も人に酔よい、吐いて倒れていた。最近では慣れもあって酔うことはなくなったが、苦手なのに変わりはない。

　しかし今日はいつもより人が多い気がする、と思ってすぐ、テヴァは街のいたるところにある赤と白の布飾りに気付いた。街を彩いろどるように、あちらこちらではためいている。

「……もうすぐ月祭りなんだ」

　月祭りとは、この街を代表する行事の一つで、年に一度の皆かい既き月げつ食しよくに合わせて行われる祭りだ。どういった由来を持つものなのかテヴァは知らないが、内外から多くの人が訪れ、普段以上に街が賑やかになることは、去年経験ずみだった。

　テヴァは大通りに出てきたことを後悔したが、今さら引き返すのも億おつ劫くうなので、とりあえず前に進むことにする。もちろん目的地は、今日の依頼人が言っていた花屋である。

「ええと、ギルハン通り」

　道が十字に交差する場所で、角の建物に直接彫ほられた通りの名前を確認する。左右の道を見比べたテヴァは、さして迷うことなる左を選んで歩き出した。

　砂漠で育った彼女はとても目がいいのだ。百メートル先のものでもはっきりとよく見える。ほどなくテヴァは、件くだんの花屋を見つけ出した。

「わかりやすいわね」

　その花屋には女性の人だかりができていた。彼女達は明らかに花ではないものの周囲にまとわりついていて、きゃあきゃあと黄色い声を上げている。

　てこてこと歩いて花屋の前まで来たテヴァは、店先に出ていた紫の花を見るふりをしながらその女性達の中心を盗み見た。

（……なるほど。いい男だわ）

　おそらく女達の好意と興味を一身に受けているあの男がカイエンなのだろう。周囲の人だかりよりも頭一つ分背の高いその男は、男らしく整った容よう貌ぼうでありながら、自分を囲む女性達に惜おしみない笑顔を向けていた。

　依頼人が、『女をたぶらかすために生まれた男』と表現した理由をテヴァは男の言葉を盗み聞いて理解した。

「マナさん髪を切られたんですか？　似合いますよ。ええ。耳がとても可愛らしい。おや。リンさん、お待ちしておりました。今日はあなたの瞳の色にとても合う花が入にゆう荷かしているんです。え？　もちろんです。ティナさんのための花もご用意してございますよ。ああ、お連れの方は初めてですね。お名前を伺ってもよろしいですか？」

　どうやらカイエンというその男は、自分を囲む女達の顔と名前をすべて暗記しているようだった。女達の背や手に触れる様子に嫌らしさはなく、相手を魅み了りようする色気が感じられる。ザイルとはまた違った魅力だと言えるだろう。

（はぁ。これじゃあ若い娘が入れあげるのも仕方がないかも）

　自分も若いが、残念ながらあのような男は好みではない。やはり結婚するなら、砂漠でも生きていけるような生命力と強さに溢れた男であって欲しいものである。

　もちろん見た目も悪くなく、忌き憚たんなく言葉を交わせるような相手であればなおのこといい。

　その時テヴァの脳裏にぱっと思い浮かんだのは、二人の男だった。それをすぐにぶんぶんと否定する。

　いやいや、ロウはありえない。だってあいつは復ふく讐しゆう対象なのだ。あの男を殺さなければ、テヴァはそれまでの生活を取り戻すことはできない。それにやはり、いくら強いといっても限度というものがあるだろう。結婚相手はせめて人間でなければならない。

　ザイルもない。あの男は王子にしては強かだし砂漠でも生きていけそうだし人間でもあるが……ともかくない。……いやいやありえない。

　彼女は手に持った紫の花をぎゅうと握りしめて胸むねに当てた。

　初心を忘れてはいけない。自分の目的は一族に戻ることだ。

　仲間達は今も、星テラの帰き還かんを待っているだろう。それを無視するわけにはいかない。結婚相手だって、きっと最終的には一族の男の誰かで落ち着くはずだ。

　力持ちだけど肉のつきすぎているカザルか、顔は悪くないけど気弱なジグか、はたまた調子がよくて女好きのマイルか……。ああ、なんということだろう。そういえば、一族には碌ろくな男がいなかった。

　ロウ探しと並行して結婚相手探しも砂漠の外でした方がいいかもしれない、と彼女が考え始めたその時、ドン！　と右肩が強く押され、その勢いで地面に転んでしまった。しゃらん、と服の下に入れていた首くび飾かざりが飛び出す。

　それは、テヴァが砂漠から持ち出した数少ない私物の一つだ。折れた細い金属の棒を同じく金属の鎖くさりに溶よう接せつしただけのそれは、砂漠の一族の証あかしでもあった。

「あ、ごめんなさーい」

　人だかりの中の女の一人が、ちらりとこちらを見て簡単に謝あやまると、またすぐ「カイエン、カイエン」と馬鹿みたいに男の名を呼ぶ。

　テヴァは首飾りを服の下に戻し、その女を心の中で百回殴った後で、転んだ拍子に落としてしまった花の茎くきが少し折れてしまっているのに気付いた。

（私が握りしめたからだ）

　と思ったテヴァは、申し訳ない気持ちでそれを拾う。水に差せばまだ大丈夫だろうか、と考えていた彼女の前に、すっと別の手が差し出された。

　気がつけば、女達のうるさい声が止やんでいる。

　顔を上げると花屋のカイエンがそこにいた。いつの間に女達の間を抜けたのかとテヴァは驚く。

「大丈夫ですか？」

　カイエンはにこりと笑った。

「……あ、はい」

　彼女は反射的に男の手を取ろうとしたが、すぐにやめた。彼の背後にいる女達の怨おん念ねんの籠った視線を感じ取ったからだ。この手を取れば確実に呪い殺される、と思ったテヴァは「大丈夫です。あの、この花買います。おいくらですか？」と言いながら自分で立ち上がった。

　心の中で、（私はただの客です。ただの客です）と女達に訴うつたえる。こんなくだらないことで人に恨うらまれたくはない。

「キクゲナの花ですね。あなたの瞳の色によく合いそうだ。お代は結構ですよ。それよりお怪け我がはありませんか？」

　カイエンの言葉で、女達の目が一層つり上がったような気がした。

「ええと、そういうわけにもいかないのでじゃあこれだけ。ありがとうございます。失礼します」

　とテヴァは花が置かれていた台の隅にポケットから出した小こ銭ぜにを置くと、そそくさとその場を立ち去ろうとした。けれどすっと伸びた手に腕を摑まれ、それが阻はばまれる。

「待ってください」

　テヴァはぎょっとした。

　まさか止められるとは思わなかったのだ。金が足りなかったのだろうか。自分に興味を示さない女からはぼったくるつもりか。人でなしめ。そう警戒しつつテヴァが振り向こうとすると、突然視界がぐるりと回った。

　抱き上げられている、と気付くのに少し時間が必要だった。

「膝から血が出ていますよ、痛いでしょう。こちらへどうぞ。手当てさせてください」

　周囲の女性から「きゃー！」という悲鳴が上がる。「カイエン！」「どうしてそんな女！」「やめて！」「何よそいつ！」

「あ、あの、大丈夫ですから降ろしてください」

　テヴァは慌てた。

「いえ、私の店で怪我をされたのですから、私の責任です。申し訳ありませんでした。皆さん、すみませんが今日はこれで閉店にさせていただきますね。また明日いらしてください。お待ちしておりますよ」

　カイエンはそう言うと、テヴァを抱き上げたまま店の奥へ向かった。

「いやー！　カイエン！」

　女性達の悲鳴を背後に聞きながら、

　駄だ目めだ。確実に呪われた。

　とテヴァ＝レイは思ったのだった。
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　しばらく必要以上に大通りを通るのはやめよう。呪い殺されなくても刺し殺されるかもしれない。てきぱきと手当てされる自分の膝小僧を見ながら、テヴァは心の中でそう固く決めた。

「よかった、これならすぐに治るでしょう」

　手当てを終えたカイエンはそう言うと、使用した布や消しよう毒どく液えきを片付けるべく立ち上がる。手当てといっても傷口を水を含んだ布で丁寧に洗い、消毒液を塗と布ふしてガーゼを当てただけだ。けれどその手て際ぎわはとてもよく、慣れていた。女性関係で揉もめることが多いのかもしれない。とテヴァは勝手に想像した。

　店の奥はすぐ居間と食卓を兼かねた部屋になっていて、東側の壁に小さな戸と棚だなが一つだけ置かれていた。窓はなく、さらに店とは反対側の壁に扉が一つあり、西側の扉のない出入り口の向こうが台所のようだ。外から見る限り二階もあるはずだったが、階段は外にあり別の人間が住んでいるのだろう。この通り沿いの建物には一般的な構造だった。

　しかし、それにしても男から連想される印象よりもずっと簡かん素そな住まいだった。余計な飾り一つなく、まるで仮の住まいのようだ。

「ありがとうございました」

　たとえこの後先ほどの女達に待ち伏せされて殺されたとしても、親切には礼を言うべきだ。と思ってテヴァは礼を言った。

「とんでもない。女性の怪我は一大事ですからね」

　救急箱を戸棚に片付けたカイエンは、その戸棚から、今度は一いち輪りん挿ざしを取り出した。白い陶とう器きで出来ていると思われるそれに桶おけから水を汲くんで、テヴァのすぐ後ろのテーブルに置く。

「あなたのような女性にそんなに気に入ってもらえて、その花は幸運だ」

　言われて初めて、テヴァが自分が先ほど買った紫の花をずっと握りしめていたことに気付いた。

　もうずいぶんぐったりとしてしまっている。

「綺き麗れいな水を吸えばまた元気になりますよ」

　男はテヴァの心を読み取ったように言った。

「ありがとうございます」

　テヴァは再度礼を言って、持っていた花をその一輪挿しに挿した。その後彼は一度台所の方へ行き、木のコップを二つ持ってきた。

「自家製のハーブティーです。よろしければどうぞ」

　そう言って、花屋はようやくテヴァの正面の椅子に腰掛ける。

「さて、今さらですが、私の名前はカイエン＝ネツディルです。あなたは？」

　彼はにっこりと笑って言った。

「お店にいらしたのは今日が初めてですよね？」

「テヴァ＝レイと言います。ええと、友達から聞いたんです。人気のお花屋があるって」

「テヴァ。可愛らしい名前ですね」

「カイエンさんのお店は、女性客が多いんですね」

「ええ。花を好きな女性は多いですからね。私は数月前にこの街に来たばかりなのですが、あのように元気な女性達を見ればこの街が豊かだということがすぐにわかります。いい街ですね」

「ええ、私もそう思います」

　笑顔を返して答えながら、テヴァはこの状況をどう利用すべきか考えていた。

　ベラ＝デインについて直球で聞くべきだろうか？

「失礼ですが、ご友人のお名前は？」

　彼の方からそう聞いてきたので、テヴァは思い切って言った。

「ベラです。ベラ＝デイン」

　彼女は注意深く男の表情を観察した。すると男は意外なくらい素直に感情を顔に出した。眉根を寄せ、気き遣づかわしげな表情になる。

「彼女は見つかったのですか？」

「ベラがいなくなったことをご存知なんですか？」

　テヴァは少し驚いて聞いた。

「はい。彼女のお母様が店にいらっしゃいましたから。かなり動どう揺ようされているようでした。当然でしょうね。たった一人のお嬢さんがいなくなったんですから……」

　なるほど、デイン夫人はすでにこの男に直接問いただしていたのだ。娘の行方を。なのに何も言わなかったところを見ると、この男が犯人であるという決定的な証拠は何も摑めなかったのだろう。

「まだ見つかっていません」

「……そうですか」

　カイエンは残念そうに首を振った。

「心配ですね。ベラはとても可愛らしくて気の優しい女性でしたから、家出などではないでしょう」

「保安隊はきちんと調べてくれていないみたいです」

「祭りの準備で忙しくて手が回らないのかもしれませんね。私からも保安隊に話してみますよ」

　なるほど、とテヴァは思った。

　カイエンの言う通り、保安隊がベラの失踪を家出で片付けようとしているのは、月祭りが近いからかもしれない。人の出入りが増える月祭りの期間は、保安隊も街の警備で忙しくなる。事件性の低い訴えは後回しにしているという可能性はある。

　しかし、それではあまりに職しよく務む怠たい慢まんではないか。テヴァは後で保安隊の隊所に行ってみようと思った。

　カイエンが淹いれてくれたハーブティーに手を伸ばす。

　しかし彼女は、なんとなく嫌なものを感じてその手を止めた。

「どうかされましたか？」

　不自然にコップから手を引っ込めたテヴァに、カイエンが問う。

「いえ……」

　彼女は曖あい昧まいに笑った。

　こういう場合、テヴァが感じるものを言葉で表現するのは難しいのだ。頭の中にすべてを見透す目があって、それが警告を発していると言っていいかもしれない。それを飲んではいけないと。

「ハーブティーはお嫌いでしたか？　ミントとレモンバウムを入れたのですが」

　言いながら、男は自分のコップを手に取って口に運んだ。テヴァはあっ、と思ったがすでに遅い。

「……」

　ごくりとそれを一口飲み込んだカイエンが、あからさまに顔をしかめた。まさか毒が入ってるわけではないだろうが、テヴァはカイエンが倒れるのではないかと思ってどきどきした。

「おかしいな」

　しかし彼女の予想に反して、男は飲みかけのコップを持ったまま「失礼しますね」と断って台所に引っ込んでしまう。テヴァが耳を澄ましていると、少しして呟つぶやくような声が聞こえた。

「……ああ、しまったな。リマリーも入ってる」

　リマリー。彼女はその言葉に聞き覚えがあった。

　しかしテヴァがそれが何かを思い出す前に、カイエンはこちらに戻ってくるとテヴァのコップも回収して、

「すみません。別のハーブも混じっていたようです」

　と困ったように笑って言った。

「今他の飲み物を淹れ直しますね」

「あ、なんだかすみません……」

「いえ、とんでもございません。しかし、よくわかりましたね」

　カイエンが首を傾げる。

「香りがしましたか？」

「鼻がきくんです」

　テヴァはごまかした。直感です、とはなかなか言えない。

「なるほど。……では、少しお待ちくださいね。狭い家ですが、好きにしていただいていて結構ですので」

　台所に戻る男の背中を目で追って、見えなくなったところで彼女は息を吐く。テヴァは、カイエン＝ネツディルという人間を計はかりかねていた。

　とりあえず、ひどく危険な感じはしない。

　なんの理由もなく娘を攫さらってどうにかしてしまうような狂きよう気きは男にはない。つまり快楽犯罪者ではないということだ。

　では理由があった場合はどうだろう。たとえば、ベラと痴ち話わ喧嘩をした、あるいは何か秘密を見られてしまったとか……。前者なら二人が恋人関係にあった証拠が必要だし、後者ならカイエンには裏があるということになる。

　答えを探すように室内に視線を巡らせていたテヴァの目に、ある文字が飛び込んできた。

『魔ま人じん概がい論ろん』

　背表紙のすり切れたその本は、戸棚についている作業台の上に無造作に置かれていた。

　魔人。

　神話に近いその存在について書かれた本があるなんて知らなかった。テヴァは思わず立ち上がり、惹ひき付けられるようにそれを手に取る。

　厚紙で表紙を覆おおっただけのその本は、題字さえ手書きで書かれているようで、ひどく貴重なものなのだろうと推測できた。彼女は少し躊ちゆう躇ちよしたが、『好きにしていただいていて結構ですので』というカイエンの言葉を思い出して表紙を捲めくった。




『世界には七人の魔人がいるという』




　最初のページしたためられたたった一文に、テヴァはどきりとする。

　彼女は魔人を知っていた。

　世界にたった七人しかいないと言われる特別なその存在を。

　人間ではない何か。超ちよう越えつ者しや。テヴァだって、ずっとそれはただの神話か伝説だとばかり思っていたのだ。けれどそうではないと、今ではもう嫌というほど理解している。

　あの男と出会ったことによって。

「……ロウ」

　テヴァはその名を口にすることさえ久ひさ方かたぶりだと思った。

　おかしな話だ。自分はあの男を追って砂漠を出たというのに。

「魔人に興味がおありですか？」

　背後から突然声をかけられ、彼女は飛び上がった。

　振り向くと、新しく飲み物を淹れ直したカイエンが立っている。彼は手に持っていたコップをテーブルの上に置きながら言った。

「よろしければ、その本をお貸ししますよ」

「いえ……あの」

「それは知人にいただいた本です」

　男はテヴァの手の中の本をちらりと一いち瞥べつして言った。

「魔人の研究をしている学者はとても少ない。だからそれも非常に貴重なのですよ。……テヴァさんは、魔人についてお詳しいのですか？」
















「……いいえ」

　それは噓うそではない。

　彼女は魔人について、一般的に言われているようなことしか知らなかった。

　まず彼らは現在確認されているだけで七人いるということ。

　そして人にはない異能を持つということ。

　テヴァのそれとは違う異能だ。時に予言と呼ばれる一族の星テラが持つ能力はしかし、あくまで人の域を出ない。

　なぜならそれは、超常的な直感と類希まれなる強運にすぎないからだ。目に見えない存在の声を聞くわけでなければ、未来を予知するわけでもない。

　ただ、砂漠の星テラは選択を間違えない。

　常に最善を選び取る。

　彼女が慣れない街の大通りで迷うことはないし、異物の入った飲み物を手に取ることもない。

　広大な砂漠で死と隣り合わせの生活をする遊牧民にとって、時折生まれる星テラと呼ばれる者達が持っている能力というのは、生き抜くための大きな指針の一つだった。

　夜の星のようなものだ。だから一族は、彼らを『テラ』つまり『星』と呼ぶ。

「……すみません。長居してしまいました」

　テヴァは、一度出直そうと思った。少し頭の中を整理しなくてはならない。

「そろそろ失礼して……ぎゃっ」

　その時、何かが彼女の頭の上にぼとりと落ちてきた。

　テヴァは持っていた本を放り出して飛び上がり、その拍子に、頭の上の何かもぴょんと跳び上がって戸棚の台の上に着地した。

「なに！」

　ばくばくと急速に速まった心拍を落ち着かせようとしながら、テヴァは自らの頭上に落ちてきたものを探した。彼女はこういう心臓に悪いことが好きではない。涙目になりながらも怒りをぶつけようとしたテヴァは、その正体を見て目を丸くした。

　台の上では、拳大の両りよう生せい類るいが、ちょこんと四つ足で座っている。

「……カエル？」

「あ、そんなところにいたのか。すみません」

　カイエンは慌てた様子でそのカエルを摑もうとしたが、テヴァが目を輝かせ、

「……か、かわいい！」

　と叫んだのでその手を止めた。

　もう怒りは忘れてしまっている。彼女は両手を顎の下で組んだ。

「……テヴァさんは、カエルは平気ですか？」

　少し目を丸くしてカイエンが聞く。

　テヴァは身を屈かがめ、カエルの黒い目に視線を合わせた。

　吸い込まれそうな一対の黒い球体がこちらをじいと見ている。呼びかけられたような気になってその横にそっと手のひらを広げると、カエルはぴょんぴょんと跳んでテヴァの手の上に乗ってきた。なんて人慣れしたカエルだろう。綺麗な緑色がつやつやと輝いていて手のひらに冷たい。

「もちろん。カエルは吉きつ兆ちようですから」

　彼女は答えた。

　砂漠において、カエルがいるということは水場が近くにあるということだ。だから大切にされている。しかし砂漠にいるカエルはほとんどが茶色や黄土色で斑はん点てんを持っているため、こんなふうにつるっとした緑色のカエルは初めてだった。

　カイエンが少し怪訝そうな顔をしていることに気付いて、説明を加える。

「あ、ええとつまり、私の故郷はあまり雨の降らないところだったので、カエルは縁えん起ぎがいい生き物だとされていたんです」

「テヴァさんはトアレグの方ではないのですか？」

「はい。その……ちょっと事情があって」

「そうですか。ではよろしければ、その子を連れて帰られますか？」

　その思わぬ提案に、テヴァは「え？」と聞き返した。

「でも、カイエンさんの子じゃないんですか？」

「いえ、私もそのカエルは先日拾ったばかりなんですよ」

　彼は困ったように笑った。

「花の仕し入いれに出た時に見つけまして……。近くに水場がなかったので、馬車か何かにくっついていたのだと思うのですが。せめて水のあるところまでと思ってとりあえず連れ帰った後、いつの間にかいなくなっていたものですから、逃げたとばかり思っていたんですが……どうもそのカエルはあなたに連れ帰って欲しそうだ。私もその方が助かります」

　確かにカエルは、まるでここが自分の居場所であるとでも言わんばかりにテヴァの手の上から動こうとしなかった。

　その様子がまたとても可愛らしい。

　テヴァはすぐに決めた。

「ありがとうございます。ではお言葉に甘えて、この子は連れて帰りますね」

　するとカエルは、喜ぶようにその場で一度ぴょんと跳んだ。

　ちょうどその時、店てん舗ぽの方の扉がどんどんと叩かれた。

「おや」

　とカイエンが眉を上げてそちらへ歩いて行く。

　がちゃりと扉を開けた向こうには、男が立っていた。髪をすべて後ろに撫なで付けた、若い男だ。がっしりとした体たい軀くを黒い服で覆っている。

「おや、どうかされましたか？」

　カイエンは明るく言った。

「いえ……」

　男がしわがれた声を出し、部屋の中のテヴァをちらりと見たので、彼女は慌てて言った。

「あ、じゃあ私、失礼します」

　するとカイエンが振り向いて申し訳なさそうな顔をする。

「もう少しゆっくりしていっていただいて構わないのですが」

「いえ、お客様のようですから」

　テヴァはそう言うと、カエルを手に持ったまま先ほど放り投げた本を台の上に戻した。男とすれ違うようにして部屋を出て、「ありがとうございました」ともう一度礼を言うと、

「また今度、ゆっくりお話ししましょうね。テヴァさん」

　とカイエン＝ネツディルは笑顔で手を振った。
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「なんだそれは」

「可愛いでしょう、リューンと言うの」

　テヴァの肩にちょこんと乗ったそれを見て、ギーはあからさまに怪訝そうな顔をした。

　リューンとは砂漠の古い言葉で緑という意味だ。名付けてみると、それ以上にふさわしい名前はないように思えた。

「私にとても懐なついてるのよ」

　リューンは、まるでテヴァのことを仲間だとでも思っているかのようにぴったりと彼女に寄り添っている。テヴァもすっかりリューンのことを気に入っていた。

「お前、カエル好きだったか？」

「特別好きでもないけど、緑色のカエルなんて初めて見たんだもの。こんなに可愛いカエルもいるのね」

「なんだかよくわかんねぇが、俺はちっと出てくるから留守番頼むぜ」

「今から？」

　もう日は傾いている。

　これからが、食堂に客が来る時間帯なのに。

「ああ。店は閉めておく。夕飯は準備してあるから好きに食べろ。先に寝ていいからな」

　つまり遅くなるということだ。

「ザイルのところ？」

　今夜そんな用事があるとは聞いていなかった。つまり、急に出来た予定なのだ。そして今日急に舞い込んだことと言えば、ザイルがギーに持ち込んだ人探しの依頼しか思い浮かばなかった。

「何か情報があったの？」

「いい子だから後は頼んだぜ」

　ギーは笑顔を浮かべると、乱暴にテヴァの頭を撫でた。そして手ぶらのまま店を出て、外から鍵かぎを閉める。食堂『沈没船』は、鍵が開いていれば開店中、閉まっていれば閉店中なのだ。

「もう」

　テヴァはつまらなく思って息を吐いた。今日は話したいことがたくさんあるというのに。

　ギーがこうやって、日暮れ以降に王城へと出かけていくのはこれで何度目だろう。彼は決してザイルをよく思ってはいないようだが、何かというとザイルからの依頼を受けたり内密の話をしたりしていた。

　やはりザイルは王と確かく執しつがあるのかもしれない、とテヴァは思っていた。

　テヴァのような者から見ても、王城の権けん勢せいが王クラウシスに圧倒的有利なのは明らかだ。もしザイルが王座を前王の息子である自分の元に取り戻そうと考えているなら、水面下で動く必要があるだろうし、その場合ギーのように人脈を持つ人間は重ちよう宝ほうするだろう。

　そしてそうであるなら、やはり自分がザイルと恋こい仲なかになることはありえない、とテヴァは思った。

　野心を持つ人間にとってテヴァの能力は便利すぎる。

　今のところ、テヴァの力はギーしか知らないが、いずれザイルがそれを知ればテヴァを利用しようとするかもしれない。それだけはごめんだった。

　ザイルのことは多少なりとも親しく思っている。彼がテヴァの力を利用しようとすれば、傷つくのは自分だと彼女にはわかりきっていた。

　あるいは彼女の力を利用しなくてもいいほどの異能を持つ者なら、話は違うかもしれないが。

　……たとえば、ロヴィタ＝ロウ＝ビエタ。

　自らを魔人だと名乗った、あの男のように。
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　砂漠の夜は透すき通っている。

　いくつもの星が空を流れ、ため息のような風に砂が囁ささやき、昼間とは違うひんやりとした空気が肺を満たす。

　テヴァはよくこうして砂の上に横たわり夜の空を見上げた。

　こういう時間こそが、自みずからの感覚を研とぎ澄すまし星テラとしての能力も鋭えい敏びんにしていると、信じて疑うたがっていなかった。夜の中に落ちていく。自らもあの輝く星の一つなのだと改めて自覚する。ジンも今ばかりは歌い踊おどるのをやめているはず。そしてただ星の瞬またたきに耳を澄ませるのだ。

　さらり、と頭上から伸びてきた手がテヴァの肩までの髪かみを撫なでた。

　星テラに対して、こんなふうに気安く触れてくる人間は一族にはいない。

「ロウ」

　名を呼ぶと、男は笑った。

「何を見ている？」

「世界を」

　彼女はすぐに答えた。

「砂漠を出たことのないお前が？」

「知らないの？　空は世界に繫つながっているのよ」

　すると、ロヴィタ＝ロウ＝ビエタは至し極ごく楽しそうに目を細める。

　彼の双そう眸ぼうを彩いろどる赤は、通常砂漠にはない色だ。ただ蝕しよくの時だけ、それは空に現れる。

　月げつ蝕しよく。

　赤い月。

　そういえば、今日は月が出ていない、とテヴァは思った。

　そんな彼女の視界を遮さえぎるように、ロウがテヴァを覗のぞき込んでくる。

　二つの赤い月が浮かぶ。強い光を帯びた、赤い月。

「テヴァ」

　ロウはまるで、愛いとしくてたまらない誰かを呼ぶようにその名を口にした。

「キスをしても？」

「駄だ目めに決まっているでしょう」

　言って、テヴァは男の喉のど元もとに短剣を押し付けた。

　これが夢なのだと、ずいぶん前から彼女は気付いていた。自分はもう砂漠を出たのだ。ロウによって掟おきてを破ることとなり、星テラとして一族と共にいることが出来なくなった。

　しかし彼を殺せば戻れる。

　夢の中ではなく現実に、この短剣を横に引けば。

「夢の中でくらい、何も考えず俺の恋人であればいいのに」

　ロウはくすくすと笑う。

　まるで首に押し付けられた刃やいばなど見えていないようだ。テヴァは腹が立った。

「あなた、どこにいるの？」

　砂漠を出てから、ロウがこのように接触してきたのは初めてだった。

「俺はただのお前の夢かもしれない」

「違うわ」

　テヴァはそう確信していた。

　目の前のこの魔人なら、他人の夢に入り込むくらい雑ぞう作さもないことのはずだ。

「やはりあなたはヒルドにいるのね」

　この街に。

　ロウは答える代わりに優しくテヴァの頰ほおを撫でた。

　その手の温かさに、テヴァは少し動どう揺ようする。彼女が喉元に押し付けているはずの刃は、しかし男を傷つける様子はない。なまくらなのだ。血の一筋さえ流れない。自分の夢なのに、とテヴァは思う。

「言ったはずだ。俺は必ずお前を手に入れると」

「間違えないで。私があなたを殺すのよ」

「お前に俺は殺せない」

「殺せるわ」

　まるで決着のつかない言い合いだ。

　しかしテヴァは、この時嫌というほど実感していた。

　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタは特別だ。

　その声も、空気も、対面した時の、肌の粟あわ立だつこの感覚も。すべてが彼を特別な存在なのだと叫んでいる。

　それが魔人という存在に共通したものなのかどうか、テヴァにはわからなかった。他の魔人に会ったことがないからだ。

「テヴァ。もう少し待っていてくれ」

　男はまるで、自らの帰りを待つ恋人に言うかのように告げた。

「近いうちに必ず、……を取り戻すから」

「何ですって？」

　よく聞こえず、テヴァは聞き返した。

　男は囁くように続ける。

「愛してる」
















　そして次の瞬間、魔人は霞かすみのように消えた。
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　目が覚めた彼女は、顔の上に乗っかった何かによって視界が半分遮られていることに気付きぼんやりと腕をあげた。しかし手で払う前に、それはぴょんと跳んで彼女の上から撤てつ退たいする。

「……リューン」

　布ふ団とんの上から、一対の黒い宝ほう玉ぎよくがこちらを見返してきている。

　混じりけのないその黒はとても雄ゆう弁べんだった。『早く起きなさい』とでも叱しかられているようだ。

　実際リューンはとても頭のいいカエルだった。

　テヴァがおいでと言えば彼女の手の上に乗り、寝ねようと言えば布団の中に潜もぐり込んだ。どうやら舌したも普通のカエルとは違うようで、テヴァが与えた羽は虫むしには見向きもせずに、生の野菜をどこか上品に食べた。

　いつでも水浴びができるように桶おけに水を薄うすく張ったものを室内に用意したが、リューンがそこで水を浴びてそのまま室内をぴょんぴょんと跳び回ることはなく、テヴァが用意した乾かわいた布の上で少しじっとして水分を取ってから、ぴょんと床の上に跳んだ。

　とにかく行ぎよう儀ぎがいいのだ。

「お前、もしかして人間なんじゃないの？」

　とテヴァはリューンに聞いた。

　確かそんな童どう話わがあった気がする。カエルに変えられた王子様の童話だ。

　しかしリューンはゲロと一度鳴ないただけで、「はい」とも「いいえ」とも言わなかった。当然だ。この子はただのカエルなのだから。

　砂漠には、こんなに人ひと懐なつこいカエルはいなかった。もしかしたら、カエルという生き物は生せい来らい頭がいいものではないだろうか。そうでなければ、この子が特別なのだ。

　テヴァはなんだか、ジンがこの子を遣つかわしてくれたような気持ちになっていた。

　砂漠を出た星テラのために、〝目に見えず、触れ得ないもの〟達からの贈おくり物だ。

　大事にすべきだろう。

「さて、じゃあ起きるか」

　テヴァは寝しん台だいの上で一度大きく伸びをしてから布団から出た。彼女には窓を開けて寝る習慣があったので、外の明るい光が室内を明るく照てらしている。昨日花屋に手当てされた傷きずにはもうかさぶたができていた。これくらいの傷なら、花屋が言ったようにすぐ治るだろう。

　彼女は窓の前に立った。

　仕事部屋に隣りん接せつするこの部屋からでも、街の中央にある光こう石せきは見える。

　街を彩る月祭りの中心となるのもまた、あの塔とうだ。

　月蝕によって赤く染まった月と、変わらず輝き続ける光石の一対が祭りの目玉となる。

　テヴァは昨年、ヒルドに移り住んだ直後に初めて月祭りを見た。

　空に浮かぶ赤い月と地上に繫がれた銀の月の一対は、確かに一見の価か値ちがあるものだった。

『テヴァ。もう少し待っていてくれ』

　先ほどの夢を思い出す。

　まだあの男の温もりが頰に残っているような錯さつ覚かくを覚えて、テヴァは指先でそこに触れた。

　ロウ。

　彼は、何を取り戻すと言っていたのだろう。

　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタが何かを失うところは想像出来なかった。あんなにも自由で、強く、逸いつ脱だつした力を持っているのに。

　テヴァが思考を巡めぐらせていると、リューイが注意を引くようにぴょんと肩に跳び乗ってきた。

「あ、そうね。下に行こうか」

　ギーは戻ってきているだろうか。

　テヴァが起きているうちには帰ってきた様子はなかった。彼女は食堂に降りる前に、隣のギーの部屋を覗こうかと思ったが、もし寝ているなら寝かせておいた方がいいだろうと思ってやめた。

　リューンを桶の中に置いてから手早く着替える。テヴァの持っている衣装箱はとても小さい。元々私物が少ないのだ。星テラは物に執しゆう着ちやくするなと教えられる。だから彼女は、年頃の他の少女達のように、商人から宝ほう飾しよく品ひんを買ったり好きな柄がらの布地で服を作ったりすることもなかった。

「おいで」

　とテヴァが右手を差し出すと、リューンは一度布の上で手足を拭ふいてからぴょんとその上に跳び乗った。

「今度、あなたの寝ね床どこを作ってあげるからね」

　テヴァの言葉に、リューンは礼を言うようにゲロと鳴いた。

　廊ろう下かに出て階段を降りる。

「テヴァさん。おはようございます」

　そこで彼女はぎょっとした。

「え!?」

　昨日の花屋、カイエン＝ネツディルが食堂の椅い子すに座すわっていたのだ。

　その正面で、眉み間けんに皺しわを寄せたギーが威い圧あつするように立っている。服装を見る限り、帰ってきたばかりというわけではなさそうだ。

「なんで？」

　テヴァは思わず口に出してそう聞いた。

「早朝から失礼かとは思ったのですが……、テヴァさんのご自宅も食堂をやっていらっしゃると聞いたので、開店前がいいかと思いまして」

　食堂『沈ちん没ぼつ船せん』の開店時間は気まぐれなので、朝から開いていることもあれば夜にならないと開かない時もある。けれどもちろん、カイエンはそんなことなど知らないのだろう。

「この本をお忘れだったみたいなので」

　男が取り出したのは、本が一冊入っていそうな紙袋だった。『魔ま人じん概がい論ろん』のことだ、とテヴァはすぐに思った。確かにカイエンは貸してくれると言っていたが、彼女には借りる気がなかったので置いてきたのだ。しかしまさか届けにきてくれるとは。

「あ、ありがとうございます……」

　リューンを肩の上に移動させると、礼れいを言って紙袋を受け取る。しかしその横からにょきりとギーの太い腕が伸びてきて、本を持っていない方のテヴァの腕を摑つかんだ。

「ちょっと来い」

　短くそう言われ、テヴァは食堂の隅すみへと連行されていく。

「あの、女に不自由してなさそうな男はどこの誰だ」

　ガルタ＝ギーは不ふ愉ゆ快かいさを隠そうともせず聞いてきた。

「ええと、花屋のカイエンよ。昨日ちょっといろいろあって……。リューンも彼から譲ゆずってもらったの」

　リューンを乗せたまま肩をすくめてみせると、名を呼ばれたカエルは小さくゲロと鳴いた。

「まさかお前、あの男と付き合ってるんじゃないだろうな」

「は？　まさか！」

　テヴァは大きな声で否ひ定ていした。

「だがあの男、根ね掘ほり葉掘りお前について聞いてきたぞ。趣しゆ味みやら好きな花やら……」

「知らないわよ」

「絶対にいかんぞ」

　ギーはテヴァの言葉を聞かず、脅おどすように低い声で続けた。

「ザイルもいかんがあの男も駄目だ、テヴァ。普通の男じゃない」

　かつて荒あらくれ者の海かい賊ぞく達を束たばねていた男の言葉に、テヴァは眉まゆを寄せる。

「どういう意味？」

「まともに生きてきた男じゃねぇってことだ」

「……」

　そういう人間を見る目に関しては、テヴァは星テラとしての自分の能力以上にギーのことを信用していた。彼はこれまでに、テヴァが考えられないくらい多くの人と会い多くの経験をしてきたのだ。

「テヴァ。お前、今何に首突っ込んでる？」

　彼は気遣わしげにそう聞いてきた。

　そういえば、まだ昨日受けた依い頼らいの話をギーにはしていなかったのだ。

「後で話すわ」

　彼女は、不ふ思し議ぎそうな顔でこちらを見ているカイエンをちらりと一いち瞥べつしてから言った。ギーの意見も聞きたいとは思っていたが、誘ゆう拐かいの容疑者の前では話せない。

　しかし元海賊は簡単に納なつ得とくしなかった。

「テヴァ」

　もう一度彼女の名を呼ぶ。

　その眼めには人の注意を惹ひき付ける力があって、声には無視できない何かが宿っていた。

「俺はお前に、一生かかっても返せないほどの恩おんがある」

「ギーそれは……」

「いいから黙って聞け」

　ガルタ＝ギーはたまにそう言うが、一生は言い過ぎだ、とテヴァは思っていた。

　ただ自分は、砂漠の海岸線に流れ着いていた彼を見つけただけだ。仲間に裏うら切ぎられ、海を漂ひよう流りゆうしていたらしい。

　その後回復したギーは、一度海へ戻り『けじめ』をきっちりつけてから（その詳しい内容は聞いていない）、また砂漠に帰ってきた。そしてちょうどその時ロウによって砂漠を去らなければいけなくなっていたテヴァに、同行することを申し出てくれたのだ。

　テヴァにとっても一族にとっても、それは願ねがってもない申し出だった。

　砂漠しか知らないテヴァと違い、ギーは経験豊富だった。海上でのことはもちろん、陸路の旅の仕方や情報の集め方、または旅の途中で免まぬかれ得ない危険への対たい処しよ方ほう法ほうにおいて、彼以上に頼れる人間はいなかったのだ。

「恩なら十分に返してもらったわ」

　テヴァは何度かそう言った。けれどギーがそれに同意したことは一度もなかった。

「いやまだだ。だからテヴァ。頼むから危険なことは俺の目の届くところでやってくれ」

「……わかった」

　ずるい、とテヴァは思った。そんな懇こん願がんするような顔で言われたら頷くことしかできない。しかしギーは、その答えを聞いてやっと威圧感を解とき乱暴にテヴァの頭を撫でた。

　彼の大きな手に、テヴァは父という存在を感じる。

　彼女が実父と疎そ遠えんになったのは、幼い頃、母が一族を出て行き、テヴァが星テラとなってからだった。しかし彼女は、すぐに父を恨うらめしく思うのをやめた。

　仕方がないのだ。それが星テラという存在だ。そう納得する他なかった。

　ただの娘ではなくなる。

　自分自身はこれまでと変わりないはずなのに、どうしようもなく周囲が変化する。

　だからかもしれない。

　自らを魔人だと名乗ったあの男に興味を持ったのは。

　明らかに自分に執着を抱いだき始めた彼を、拒きよ絶ぜつしきれなかったのは。

　人ではない彼に共感を覚えた。同じ種類の存在だと、そう思ったのだ。

「お父さん」

　と背後から声をかけられた。

　振り向くと、カイエンが立ち上がっている。

「すみません。私が何か余計なことをしましたか？　こんな時間に伺うかがったことならテヴァさんは何もご存知ではなかったんです」

「お父さんだと？」

　ギーの眉がぐいとつり上がる。この場にはカイエンの他にテヴァとギーだけなので、彼が誰を指して『お父さん』と呼んだのかは明らかだ。

「俺がテヴァの父親に見えるのか？　よしんばそうだったとしてもお前にお父さんと呼ばれる覚えはねぇ。気安く呼ぶな！」

　まさか自分もギーに対して父性を感じていたとは言えず、テヴァは口を噤つぐんだ。

「え、違うんですか？　いやてっきり、テヴァさんのお父様だと……。失礼しました。ではなんとお呼びすれば」

　この様子では、ギーの方も名乗らなかったのだろう。元海賊は横おう柄へいに答えた。

「ギーだ」

「ギーさん」

「なんだ」

「テヴァさんの恋人ですか？」

「は!?」

　テヴァはぎょっとした。

「そんなわけないじゃない！」

　すぐに否定したが、

「そんなことがお前になんの関係がある」

　とギーが冷静に聞き返したので彼女の言葉は無視される形となった。

　カイエンはにっこりと人好きする笑みをたたえたまま答える。

「テヴァさんに好意を抱いている一人の男として関係ある話題です」

「え!?」

　彼女は再び声を上げたが、またしても無視された。

「残念ながら間に合ってる」

「それは、テヴァさんにはすでに恋人がいるという意味でしょうか？」

「虫は一匹で十分だ」

　ギーが誰のことを言っているのかテヴァにはすぐわかった。馬ば鹿か王子だ。

「私は虫にはなりませんよ」

　カイエンはそう言うと、鞄かばんから今度は紫むらさき色の花を一輪取り出した。

　テヴァはあっと口に手を当てた。そういえば、あの時買った花もカイエンの家に置いてきたままだった。

　花屋はさりげなくテヴァとの距離を縮めると、淡あわい色の花か弁べんのそれを、そっと彼女に差し出す。よく見ると、どうやらそれはテヴァが購入したものではなさそうだった。花弁の形が違う。

「興味があるのは花の蜜みつではなく、花そのものですから」

　今度の台詞せりふは、まっすぐにテヴァを見つめて紡つむがれた。

「お友達は見つかりましたか？」

　とカイエンが聞く。

「……いいえ、まだ」

　少々気け圧おされながら、テヴァは答えた。

「昨日の花とは違いますが、この花の花言葉は《叶かなう願い》です。どうかあなたのご友人が一刻も早く見つかりますように」

　彼はテヴァが何か言う前に素す早ばやく彼女の頰に唇くちびるを当てた。そしてすぐ身体からだを離し、色気のある笑顔を浮かべると、「それでは、用件は以上ですので、失礼します」と言って踵きびすを返した。

「……」

　ガチャリ、パタン。

　という扉とびらが開いて閉まる音が静かな食堂内に響く。

「……あの男、ザイルに殺されるぞ」

　ギーが心から不愉快そうに言ったその横で、テヴァはすぐに行動を開始した。

　渡された紙袋と花を乱暴にテーブルの上に投げ出し、自分も食堂を出て行こうとする。

「おい、テヴァ！　どこへ行くんだ」

　慌あわててギーがそれを止めた。

「後をつけるのよ！」

　彼女はすぐに答えた。先ほど一人で危険なことはしないとギーと約束していなければ、振り払ってカイエンを追っただろう。

「リマリー。そうよ。どこかで聞いたことがあると思ったのよ」

　テヴァはすぐに思い出せなかった自分を殴なぐってやりたくなった。

「リマリー？」

『……ああ、しまったな。リマリーも入ってる』

　昨日カイエンは小さな声でそう言った。

　リマリーという名をどこかで聞いたことがあると思っていたのだ。

　それはリルオベラという花の隠語だ。主に犯罪者が使う。

「リルオベラは砂漠の花なの。花粉には幻げん覚かく物質が混じってて、葉を煎せんじれば強力な鎮ちん静せい剤ざいになるわ。私達は薬として使うけど、使い方によっては大の男でも一瞬で気絶させられるから砂漠の強盗が利用してることもあるの」

　リルオベラから作った鎮静剤は無味無臭だ。だから犯罪に使われやすい。

　もちろん誘拐にだって有効だ。

　砂漠の一族なら誰もが知っていることだった。

　花粉によって幻覚を見た旅人は、雄お花ばなの花粉を身に纏まとい、雌め花の元まで誘導される。そしてそのまま広大な砂漠で道を失い渇かわき死ぬのだ。

「カイエンはリルオベラを持っていて、それをリマリーと呼んでいたわ。それはえっと、昔砂漠で百人を殺して埋うめた女の名前で……」

　説明をしている時間がもどかしい。

「とにかく！　あの男が私の依頼人の娘を誘拐したのかもしれないの！　ごめんギー！　ついてこないでね！　あなたの体格は尾び行こうに向かないから！」

　テヴァはそう言い捨てると、肩のリューンをポケットに押し込んで食堂から飛び出した。

　勘かんの赴おもむくままに、道を駆かける。

　途中ちらりと背後を窺うかがったが、ギーはついてきていなかった。テヴァの仕事を尊重してくれたのだ。帰ってからいくらでも説教を聞こうと彼女は思った。

　追う相手の背中が見えなくても、行くべき道はわかる。こういう時テヴァは自らの能力に感謝した。もしかしたらこの力は、占い師よりも探たん偵てい向きなのかもしれない。

　入り組んだ裏道を駆けていると、やがて彼女は比較的道幅の広い裏通りに花屋の背中を見つけた。ゆっくりと歩調を落とす。肩で大きく息をして呼吸を整えた。

「……」

　このあたりには少し柄の悪い酒場や、公おおやけには販売できない品物を扱っている商店などがある。テヴァが初めてやってきた時などはいろいろな人間に絡まれたものだが、そのたびギーが男達を撃げき退たいしていると、やがて無む闇やみに彼女に構ってくる者はいなくなった。

　もちろんテヴァも、彼らのことを特に恐ろしいと思ったことはない。砂漠の強盗の方が凶きよう暴ぼうだ。それに好戦的なテヴァの一族には、柄の悪い人間の方が多かった。

　そんな通りを迷いのない足取りで歩いて行くカイエンに、テヴァは疑念を強くした。

　街に来て間もないという男が、こんなに裏道に詳しいのは普通ではない。

『まともに生きてきた男じゃねぇってことだ』

　おそらくギーの言ったことは正しいのだろう。

　カイエンは、リマリーの入ったハーブティーを口にした。それなのに何も異常を露あらわにしなかった。つまり、毒どくにも十分な耐性を持っているということだ。

　ベラはカイエンの犯罪の犠ぎ牲せいになったのかもしれない。昨日、彼はベラの失しつ踪そうに関与しているそぶりをまるで見せなかったが、あれは巧うまい演技だったのだろうか。

　そういえば、テヴァと入れ違いでカイエンを訪ねてきた男。

　妙みように質のいい服を着ていた。少なくとも、中流以上の人間だ。何か関係があるだろうか。

　ぐるぐると頭の中で考えていたテヴァは、やがてカイエンがある建物の中に入ったのでさっと近くの看板の陰に隠れた。カイエンとは入れ違いで、別の男が建物から出てくる。

　その男が帽ぼう子しを被かぶり顔を隠しているようなのは、後ろ暗いところがあるからだろう。当然だ。この裏通りには、看板のない店も多い。テヴァの記憶が確かなら、カイエンが入った建物も、無免許の魔ま技ぎ師しの店だった。

　魔技師とは、魔石を修復出来る技能を協会から認められた職しよく人にんだ。

　魔石は生活のあらゆるところに存在する。料理をする時の火ひ石せきや、暗い場所を照らす光石。中には遠方との通信を可能にする魔石もあるという。

　かつて魔ま術じゆつ師しが存在した時代に普ふ及きゆうしたそれらの魔石は、魔術師がいなくなった今も人々の生活に欠かせないものとして存在している。現在は些さ細さいな不具合を修正する魔技師達がわずかに存在するだけで、新しく魔石を作り出せる者はいないし、完全に破壊された魔石を直せる者もいない。

　だからこそ、この街にあるような巨大な光石はこの上なく貴重なものだった。

　その貴重な魔石を、きちんと教育を受けていない者が扱い破損してしまうことを避さけるため、『協会』と呼ばれる機関が魔技師の免許試験を作り、その試験に合格した者しか魔石の修復には携たずさわれないとした。今では大陸の多くの国々がその決まりを自国の法律に組み込んでいる。

　もちろん、このトアレグでもそうだ。

　しかし無免許魔技師にも需じゆ要ようはあった。

　なぜなら、免許を持つ魔技師の修復料があまりに高額だからだ。

　だから大抵の大きな街には隠れたところに無免許魔技師の店があり、比較的安い値段で魔石の修復を請うけ負おっていた。

「どうしてあんなところに？」

　ただの火石や光石の修復依頼だろうか。彼女がここでカイエンが出てくるのを待っているべきか逡しゆん巡じゆんしていると、

「よお、姉ちゃん。こんな所に隠れてどうした？」

　近くの酒場から出てきた男に声をかけられた。

　一瞥すると、見覚えのない顔がにやにやと笑ってテヴァを見ている。どうやら酔よっぱらっているようだ。この通りの酒場は、日暮れから営業を開始し、昼前に閉まる店がほとんどだった。

「……」

　テヴァは黙って視線をカイエンが入った建物に戻した。こういう輩やからは相手にしないのが一番だ。

「なんだよ。男から逃げてるのか？　俺とこいよ。かくまってやるぜ」

「やめとけよー。ギーに殺されるぞ」

「ぎゃはは」

　近くを通りすがった男達が笑う。

　ああまったく、ここにいる男達は馬鹿ばっかりでうんざりする。外野の言葉に酔っぱらいは目を丸くした。

「ギー？　あの『沈没船』のギーか？　へぇ、あんたギーの女か？」

　この街に来てまだ一年と半年しか経たっていないが、食堂『沈没船』の店長ガルタ＝ギーの強さはこの裏通りに轟とどろいている。しかし彼があまりに強引にその強さを見せつけたため、反発する者も少なくないようだ。

「面おも白しれえこっちへ来いよ。俺と飲もうぜ。奢おごってやるよ」

　男がぐいとテヴァの腕を摑んだので、彼女は眉間に皺を寄せてそれを振り払った。

「汚い手で触さわらないで」

「ああん？　お高くとまってんじゃねぇぞ。どうせお前、毎晩ギーとよろしくやってんだろ？　あ？　あんなじじいでいいなら俺でもいいよな？　俺とこいよ。いい気分にさせてやるからよ」

　酔っぱらいが下げ卑びた笑いを浮かべて言う。

　その時、テヴァの中で何かが静かに切れた。

　立ち上がり、男を見み据すえる。一族の者なら、この時点で青ざめ自らの犯おかした過あやまちを悔くいるだろう。星テラを怒らせていいことなどないのだ。

「ずいぶんご機嫌がいいみたいね」

　そう言いながら、素早く男の全身を観察する。テヴァは笑った。

「……ははぁ、女に振られたのね？」

　男の左手の薬指に指輪の跡を見つけたゆえの直感だったが、どうやらそれは的中したようだ。男が表情を険けわしくする。

「てめぇ……」

「うるさい黙れ」

　テヴァは微笑んだまま一刀両断にした。

「女に振られたくらいで酒飲んでぐだぐだになってる小さい男が偉えらそうな口利きくんじゃない。そんなだから振られるのよ。器が小さいの。わかる？　わかったらとっとと帰って酒抜いて一から出直しなさい。今のあんたみたいな男、相手にする女性がいるわけないでしょう？　当然私だって相手にしないわよ。自分の顔よく見てみたら？　その顔で私を相手にしようなんて、十年早いわ」

　ギーと生活を共にしていて、悪あく態たいだけは一人前になったと彼女は自負していた。口が悪くなった、と言い換えるべきかもしれない。小娘から思わぬ反撃を受けた男は、目を白黒させて返す言葉を探している。

「わかったらとっととどっかへ行って。目め障ざわりだわ」

　テヴァはそう言って追い払うように手を振ったが、矜きよう持じを傷つけられた男が逆上するところまでは考えていなかった。砂漠では星テラに手を上げる人間などいなかったからだ。

「こいつ……！」

　男は酒で赤くなった顔をさらに赤くして拳を振り上げた。テヴァはそのことに驚きしまった、と心の中で呟いたが、反応することはできない。

　しかし星テラとしての強運は彼女を見捨てなかった。

　背後から酔っぱらいの腕を摑み、テヴァに対する暴力を止める手が現れたのだ。

「やめておけ。そのお嬢じようさんに手を出すと一生後悔するぞ」

　テヴァは目を見開いた。

　ふいに現れたその男は、予想だにしない人物だったからだ。

「……ジャルヴさん？」

　裏通りに溶け込む粗そ末まつな服装に、いつもと違う無む造ぞう作さな髪型の騎き士しガ＝ジャルヴは、まるで別人のようだった。酔っぱらいの腕を摑んでいるのと別の手には帽子を持っている。それを見て、先ほどカイエンと入れ違いで建物から出てきたのはこの騎士なのだと気付いた。

　ジャルヴが摑んでいる酔っぱらいの震ふるえる手が、血流を止められみるみるうちに赤黒くなっていく。

「なんだお前……離せ！」

　男はなんとか腕を振り払おうとするが、騎士の腕はびくともしない。

　テヴァは感心した。

　普段ザイルに振り回されるところしか見ていないが、もしかしたら彼は、とても強いのかもしれない。

「っくそ！」

　酔っぱらいは悪あく態たいをつきながら、自由な方の手を振り回してジャルヴに殴り掛かろうとした。しかし騎士がぱっと手を離したので、勢いのままその場に盛大に転がる。

「ち、ちくしょう！　てめぇ！」

　無様な姿をさらした男は、さらにジャルヴに摑み掛かろうと身体を起こしたが、首元にぴたりと当てられた刃に気付いて動きを止めた。土で汚れた額ひたいに汗が流れる。

　しゃがんだ状態で酔っぱらいに短剣を突きつけた騎士は、

「失うせろ」

　と無表情のまま低く告げた。

「……」

　泣く子もぴたりと泣き止やんでしまいそうな迫力である。

　男はすっかり酔いが醒さめた様子で青ざめ、「ひ、ひいい」と叫び、転がるようにしてその場から逃げていった。本気で殺されると思ったのかもしれない。

　短剣を腰におさめて立ち上がったジャルヴは、いつもの雰ふん囲い気きに戻ってテヴァに聞いた。

「こちらで何をされているんですか？　テヴァ嬢。いくらあなたでも、年若い娘が一人でうろついていい場所ではありませんよ」

　テヴァは、自分の中のガ＝ジャルヴに対する印象を変更せざるをえない、と思った。騎士の中でも弱い方なのではないかと疑っていたが、王子の近この衛えとなる騎士が弱いわけがなかったのだ。むしろ、あの自分勝手なザイルミアド王子の近衛という仕事をこなせるのは、彼の度量がなせるわざなのかもしれない。

「ちょっと仕事です。それよりありがとうございました。……あの、ジャルヴさんの方こそここで何をやってたんですか？」

　王族を護まもる近衛騎士は皆みな貴族のはずだ。だから粗末な服装で裏通りにいるのは私用ではないだろう、とテヴァは思ったが、案の定騎士は「私も仕事ですよ」と答えた。

　つまり、ザイルの命令ということだ。

　彼女は、ジャルヴがカイエンと同じ店に用があったことが気になったが、詳しく聞くべきか逡巡した。ザイルの命令で動いているということは王族関係の面倒ごとだろうし、なるべくなら巻き込まれたくはなかったからだ。

「……あの、テヴァ嬢。ポケットで何か動いてますが」

　テヴァが質問する前に、ジャルヴが不ふ審しんそうな顔で指摘した。彼女は「あ」と声を上げる。リューンをポケットに入れていたことをすっかり忘れていたのだ。

　慌ててポケットに手を突っ込み、しがみついてきたものを取り出す。

「ごめんリューン。大丈夫だった？」

　緑のカエルはそのくりくりとした目をテヴァに向け、不満を口にするようにゲロゲロゲロと鳴いた。

「ひっ」

　聞こえてきた声に顔を上げると、ジャルヴが顔を引きつらせてのけぞっている。

「ててててテヴァ嬢、それは」

　先ほど酔っぱらいをすごい迫力で追い払った騎士は、だらだらと汗を流して青ざめた。

「カエルのリューンですよ」

　テヴァがそう答えた直後、手のひらの上のリューンがぴょーんと跳んだ。

　そして今度は、騎士の頭の上に着地する。

「リューン！」

　騎士は完全に硬直していた。顔色は、青を通り越して白くなってきている。

「とととと取ってください！　今すぐ！　はやく！」

　テヴァは背伸びをしてジャルヴの頭の上からリューンを捕まえようとしたが、カエルはその手から逃れるようにさらにジャルヴの頭からぴょんと跳び、今度は彼の肩に四つ足をついた。
















「ああああああ」

　顔の真横にカエルがやってきた騎士はもう錯さく乱らん寸前である。テヴァは慌てて跳びつくようにしてリューンを捕まえると、暴あばれるそれを再びポケットの中に入れた。

　すると騎士は、脱力してその場に膝ひざから崩くずれ落ちる。こんな様子のジャルヴは初めてだった。

「だ、大丈夫ですか？」

　テヴァはおそるおそる聞いた。

「す、すみません……。カエルだけは駄目なんです。カエルだけは……」

　なんと、可か愛わいらしい一面があるものだ。テヴァは笑うのをこらえて手を口に当てた。

「……あの、殿下には内緒にしておいていただけませんか？」

　顔を上げた騎士は、困り果てた様子で言う。

　なるほど、ただでさえザイルには振り回されているのに、この上弱みまで握られてしまえば彼の苦労は倍に増えてしまうだろう。騎士の懸け念ねんは十分に理解出来るものだった。

「わかりました。絶対に言いません」

　テヴァは頷うなずいて、ジャルヴに手を差し出す。すっかり憔しよう悴すいした様子の彼を見て、彼女は笑うのをこらえきれず、ぷっと小さく噴き出した。

「お恥ずかしいです……」

　立ち上がったジャルヴはそう言ってうな垂だれたが、彼女は騎士に好感を抱いた。これまではザイルのお目付役としか思っていなかったが、もっとちゃんと話してみると面白いかもしれない。

　たとえばザイルに関する困りごとも、彼に相談すればきちんと対処してくれそうだ。そこまで考えて、テヴァはふと思いついて聞いた。

「あの、近衛騎士っていうのは偉えらいんですよね？　保安隊よりも？」

　昨日保安隊に文句をつけに行こうと思っていて行かなかったのを思い出したのだ。カイエンも保安隊に話してみるとは言っていたが、あの男が犯人なら本当にそうしているとは考えにくい。

「管かん轄かつは違いますが、私は彼らよりは上の立場ですね」

　ジャルヴは丁てい寧ねいに答えた。

　庶しよ民みんの小娘にもこういう口調で話してくれるのは、彼の人柄がいいせいだろう。

「あの、それならジャルヴさんから注意しておいてもらえませんか？　家出だって決めつける前にもっと調べてくれって。祭りが近いからって職しよく務む怠たい慢まんだと思うんです」

「家出？」

　ジャルヴは首を傾かしげた。

　なんの話かわからないようだ。

「ザイルから聞いていませんか？　昨日、ベラ＝デインという女の子の母親が私のところに依頼を持ってきたんです。誘拐された娘を探して欲しいって」

　ベラ＝デインという名前を聞いて、ジャルヴはやっと理解したように頷いた。

「ああ、それなら犯人はもうわかってますよ」

「は？」

　テヴァは耳を疑った。思わず乱暴に聞き返す。

　犯人がわかってる？

「どういうことですか？」

　すると、ジャルヴはしまったとばかりに顔をしかめ、「ええとですね……」と言葉を濁にごした。どうもこの騎士は失言が多いようだ。目を泳がせるジャルヴに、テヴァは詰つめ寄った。

「犯人を突き止めたんですか？　どうやって？　まさかそれって……」

　テヴァははっとした。

　だからジャルヴはここにいたのだろうか。彼もまた、カイエンを尾行していた？

「やっぱり、カイエン＝ネツディルが犯人なの？」

「カイエン？　いえ、ええと、すみませんテヴァ嬢。これ以上はお話し出来ません」

　騎士は両手を上げた。

　テヴァはポケットに手を入れる。

「リューン……カエルを出しますよ」

「やめてください！」

　ジャルヴが悲ひ鳴めいを上げる。

「話してください」

「無理です！」

「どうしてですか」

「お察さつしください！」

　ザイルが口止めしているのか。

　テヴァはそう思った。それしかないだろう。

「ザイルに会わせて」

　彼女は目をつり上げて、騎士に短く命じたのだった。
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　ザイルミアド＝オ＝ドゥヴネの世界は、二年ほどまえに一変した。

　現在、第一位と第二位の王位継けい承しよう権けんは、現王クラウシスの長男と次男のものである。クラウシスには五人の子供がいるが、男児は二人だけで、あとの三人は王女だ。だから第三位は前王の息子むすこであるザイルミアドに与えられた。

　しかしかつて、王城内の誰も、それを実際にザイル王子が継つぐことはないだろうと考えていた。彼は幼い頃から病弱で寝しん台だいから離れられず、とても王としての執しつ務むがこなせるような身体からだではなかったからだ。

　それが二年ほど前、ザイル王子が商人から買った妙みよう薬やくを口にしてから、すべてが変わった。

　まず顔色がよくなった。寝台に臥ふせることなく、体つきもがっしりとしてきた。発言は明めい朗ろう快かい活かつで、時に鋭するどい刃やいばさえ含んでいる。目には強い光が宿り、従い兄と弟こであるクラウシス王の息子達をやり込める場面も少なくはなかった。

　つまり、病弱でなくなったザイル王子が、その従兄弟達よりも王座にふさわしいのは誰の目にも明らかだったのだ。

　野望溢あふれる貴族の中にはザイルに取り入ろうとする人間もいたが、彼は決してその甘かん言げんに耳を貸さなかった。自分の周囲には自みずからが信を置いたものだけを配はい置ちし、何者の傀かい儡らいにもならないということを暗あん黙もくの内に内ない外がいに知らしめた。

　しかし人々が予感していたような、叔お父じと甥おいによる血で血を洗うような惨さん状じようになっていないのは、ひとえに彼らが互いに互いを尊重するような態度を見せているからだと言えるだろう。

　クラウシス王は、時に自分の息子よりも親しくザイルに接した。だからその日、王が気に入りの商人を連れてザイルの元を訪れた時も、誰も不ふ思し議ぎには思わなかった。

「いや、噂うわさのザイルミアド王子とこうしてゆっくりとお話しできでよかったです。今度ぜひ、王子が口にされたというその妙薬を見せていただきたいものですな」

　潰つぶれた爬は虫ちゆう類るいのような顔の中年の商人が、次から次へと吹き出る汗あせをハンカチで拭ふきながら言った。招かざる客人を見送るために立ち上がったザイルは、作り物の笑顔を浮かべて答える。

「残念ながら、僕の手元にももうないのですよ。僕も今ではあれは夢だったのではないかと疑うたがっております」

　すると王が笑った。

「諦あきらめろジンデル。ザイルはその薬については何も教えてはくれん。儂わしも何度か聞いたが、のらりくらりとかわされてばかりだ」

「人聞きが悪いですね。僕は陛へい下かには何も噓うそを申し上げておりませんよ」

　王は今年で四十八になる。髪かみには白いものが交じり始め、皺しわも増えた。クラウシスは凡ぼん庸ような外見を裏切らず無難な執しつ政せいをする男であり、国にとって毒どくにも薬にもならない王だというのが大方の評価である。しかしそれは、民が求めていた王でもあった。

　前王、つまりザイルの父であるウィンドル王が苛か烈れつすぎたからだ。

　ウィンドル王は次男だったが、王座を継ぐはずだった長ちよう兄けいを殺して王となった。自らの意に添そわない臣しん下かは排はい除じよし、慣例を破って多くの貴族から領地を剝はく奪だつした。彼の政策は革新的すぎて、どこか穏おだやかな国民性を持っているトアレグの民は戸と惑まどいを隠せなかった。声を上げて処刑されるのを恐れ、王に諫かん言げんする者が現れないのをいいことに、ウィンドル王はすべてを自分の思うままにした。

　しかし誰も止める者のいなかった苛烈な王は、その死によってあっけなく治ち世せいを終える。領内視察中の事故で亡なくなったのだ。十年前のことである。

　後に即位したのが、弟のクラウシスだった。国はこの王を歓かん迎げいした。穏やかな新しい国王の誕生に、民はほっとしたのだ。

　そのため病床から離れ、めきめきとその有能さを発はつ揮きし始めたザイルミアドを見て、不安の声を上げる者もいる。

　ウィンドル王の再来になるのではないかと。

　変化に怯おびえ強さを恐れるその者達を、ザイルは軽けい蔑べつせずにおれなかった。

　強者を恐れ陰で非ひ難なんすることしかできない人間には何も生み出すことはできない。創造と進化こそが、人間に与えられたもっとも美しい能力であるはずだ。

　たとえばテヴァ＝レイのように。

　ザイルは時折、こうしてあの美しい黒髪を持つ女のことを想った。

　彼女は、前に進むことを恐れない。

　彼はテヴァが砂漠の星テラと呼ばれる娘だということを知っていた。テヴァが知られていないと思っているから、知らないふりをしているだけだ。

　なるほど彼女にいささか警戒心が薄うすく向こう見ずなところがあるのは、星テラとしての能力のせいかもしれない。しかし常に前進を求める強きよう靭じんさは、類たぐい希まれな直感と強運のせいだけではないとザイルは理解していた。

　テヴァ＝レイは、その魂たましいが美しいのだ。無二だと言える。

　ザイルはこれまで、テヴァ以外の星テラにも会ったことはあるが、彼女ほど美しい存在は知らなかった。だから心を奪うばわれたのだ。何をおいても手に入れたいと思った。

　生まれて初めてだ。彼女はあまりに特別だった。あの娘を振り向かせるその過程でさえ心こころ弾はずむ。彼は今、人生でもっとも楽しい時間を過ごしていると言っても過言ではなかった。

「ははは。夢で美女に奇き跡せきの水でももらいましたか。いやいやしかし、私にも商人としての意地があります。このジンデル、いつかきっとその妙薬を手に入れて、陛下の元へお持ちいたしますよ。そうすれば今後百年、陛下の治世が続くでしょう」

　あからさまな媚こびを含んだ商人の言葉に、クラウシス王が穏やかに笑う。

「ほほお。お前の伝説を目まの当たりに出来るというわけか。楽しみではあるが、あと百年も働くのは勘かん弁べんしてもらいたいものだな」

　この爬虫類顔の男……商人ジンデルはその筋では有名だった。

　依い頼らいを受けたものをなんでも手に入れることが出来るらしい。幼い頃失くしたぬいぐるみ、恋人に奪われた宝石。なんでもだ。その仕事に犯罪の痕こん跡せきはなく、ほとんど顔さえ知られていない。

　半月ほど前から王城に出入りしているジンデルを、王が気に入り側そばに置いているのもそのためだ。

「いえ、ジンデルの言う通り、陛下には元気でいていただかなくては。まだ僕の陛下へのご恩おん返がえしは始まったばかりですからね」

「恩返しだと？　ザイル。殊しゆ勝しようなことを言うものだ」

　クラウシス王は眉まゆを上げてからかうような顔でザイルを見た。

「陛下には感謝申し上げております。父が亡くなった後も、僕のことを本当の息子のように気にかけてくださった」

「それは当然のことだ。前王陛下は私には優しい兄でいらっしゃった。もちろんお前にとっても優しい父であっただろう。ザイル、噂は噂だ。お前は記憶の中にある陛下だけを覚えていればいい」

　クラウシスがザイルに対してウィンドル王を擁よう護ごするようなことを言うのは、これが初めてではなかった。

　ザイルは笑う。

「ありがとうございます、陛下」

　すると商人ジンデルが、感かん服ぷくしたように声を上げた。この男は、声もひどく耳みみ障ざわりだ。

「いやいや、美しい兄弟愛そして家族愛ですな。陛下の治世は平和に違いない。このようにお優しい方を王に戴いただけて、トアレグの民は幸福です」

「褒ほめても何も出んぞ。さて、ジンデル、お前、この後予定があると言っていたな」

「は。ウルズラ様に新しく入荷した宝石をお見せする予定でございます」

　ウルズラとはクラウシス王の妻の一人で、末の王女アレクシアの母だ。

「そういえば、ウルズラがこの間新しいブローチを身につけていたが、お前が献けん上じようした石らしいな。あれはああいう赤い石をずっと探していた。おかげで我が妃きさきのご機き嫌げんはすこぶるいいぞ」

「月祭りに間に合ってようございました」

　ジンデルが頭を下げる。王は鷹おう揚ように頷うなずくと、ザイルを見て言った。

「ザイル。時間を取らせたな」

「いえ、こちらこそ陛下と久しぶりにゆっくりとお話しが出来て光栄でした」

　王と商人が部屋を出て行くと、ザイルは大きく息を吐はいた。

　もう二時間近くが経たっている。王の訪問は突然だった。喋しやべっていたのはほとんどがあの商人で、その八割が王とザイルに対する媚びであり、二割が底の浅い商売談義だった。あのような男を側に置いて、王はよく平気なものだ。ザイルならすぐにでもあの分厚い唇くちびるを縫ぬい付けてしまうだろう。

　ようやく訪れた静せい寂じやくを少しそのまま応接室で楽しみたいところだったが、ザイルはすぐに、続き部屋の自らの執務室に戻った。そして執務机の上に広げたままにしていた紙を、今一度手に取る。

　びっしりと文字が書き込まれたそれは、失しつ踪そうした侍じ女じよミリアナの直近の行動を可能な限り調べ書き出したものだった。

　ザイルはそれを持ったまま、どさりと椅い子すに座すわった。

　ミリアナがいなくなって三日が経ったが、彼女はまだ見つかっていない。そのことで、彼の一部の動どう揺ようは激しくなっている。しかし、昨日までのように強く彼をせっついてくることはなくなっていた。【声】が馬ば鹿かではないという証しよう拠こである。

　出来ることはすべてやっている。

　ミリアナという娘は箱入りの令れい嬢じようだ。世間知らずで、反骨精神というものを持たず、自らの意志で城を出て行くということはまずありえない。だから彼は、すぐに誘ゆう拐かいの可能性を調べだした。

『トカゲ』が犯人ではないかという疑ぎ惑わくの裏付けとなったのは、ミリアナが失踪した時間帯、『トカゲ』の馬車が城門を通ったという証言があったからだ。『水すい仙せん』がその黒幕であるということについての証拠は、今日中に摑つかめるようジャルヴが手配しているはずだ。彼は、王子の騎き士しの有能さを疑ってはいなかった。

　近この衛え騎士である彼の本来の仕事は王族であるザイルの警護なのだが、日頃からいろいろと便利に使われているせいか、騎士の職分以上のことを命令されてもあまり文句を言わなくなってきた。なかなか順応性のある男である。

　いや、ザイルを街に出すよりはましだと思っているのかもしれない。本来王族は、ザイルのように頻ひん繁ぱんに街に行ったりはしないものなのだ。

　失踪したミリアナについての情報を集めるよう依頼したガルタ＝ギーは、昨夜、早速情報を手に城を訪れていた。

　あの元海かい賊ぞくはなかなかに使える人間だ。それによると、三日前の夜中に不ふ審しんな馬車が街の大通りを疾しつ走そうしていたらしい。目撃したのは酒場帰りの老人だ。

　ジャルヴは朝早くから、その老人に直接証言の確認をしに行っている。

　もし本当に、その馬車にミリアナが乗っていたのなら、彼女はすでに遠くに連れ去られている可能性が高くなる。だが命は無事のはずだ。昨日【声】にも告げたように、あの娘には『保険』がある。

　ザイルは意識して最悪の可能性は思考から排除していた。それを考えてしまったら、自分の内側の【声】が半はん狂きよう乱らんで表に出てこようとすることが目に見えていたからだ。

　二年間で彼は、自分がこの身体との上手な付き合い方を会え得とくしてきたことを改めて自覚した。いや、もう一人の男との付き合い方と言った方がいいかもしれない。

　それは自分とは間逆の男だ。

　求めている存在も、考え方も、生き方も、すべてが違う。

　けれど彼は、この奇妙な同居を決して嫌きらってはいなかった。

「安心しろ。お前の女は必ず取り戻してやる」

　ザイルは自分の中の男に言った。

　それに彼の内側の【声】が答える前に、部屋の扉とびらが叩たたかれた。

「殿でん下か。ジャルヴです」

「入れ」

　ザイルはすぐにそう答えた。そろそろ戻ってくる頃だと思っていた。

「失礼いたします」

　入室した騎士は、どこか疲れているように見えた。当然だ。ここ数日は、ろくに睡眠時間も取れていないだろう。それでもこの男が文句を言わないのは、ザイルミアド王子に心から忠ちゆう誠せいを誓ちかっているからだ。

「あの……殿下」

　いつもならどんなに疲労を蓄ちく積せきしていても明確な物言いをするこの男が、開口一番で困ったように言葉を濁にごすのは珍めずらしかった。

「なんだ」

「……いえ。まず、報告からいたします」

　ジャルヴは姿勢を正し、いつものように歯切れのいい物言いに戻った。

「例の老人に直接会って話して参りました。暗かったため、馬車の特徴はわからないそうです。ただ中から『ぎゃあ』という悲ひ鳴めいが聞こえた後、馬車は急停車しました。そして窓から男が何かを探すように顔を出しましたが、老人が見ていることに気付き再び馬車を出発させたと」

「『ぎゃあ』という悲鳴？」

「はい。まだあります。ちゃっかりした爺じいさんでしたよ。追加の情報に金きん貨か二枚取られました。……馬車がいなくなったすぐ後、別の物陰から男が現れたそうです」

　ジャルヴは何かメモを見ながら話しているわけではない。聞いたことをすべて記憶しているのだ。ザイルは、この騎士のこういう部分も重ちよう宝ほうしていた。

「第二の目撃者というわけか」

「その男は、馬車が停まっていたあたりから何かを拾ひろい上げて持ち去ったそうです」

「男の身元は？」

「若い男だったということしかわかりませんでした」

「ふん……若い男か」

　ザイルは椅子の背もたれに身体を預けた。

「老人から得られた情報は以上です。時間があったのでついでに『トカゲ』の目撃情報のあった魔ま技ぎ師しのところに寄ってきたのですが……」

　そのジャルヴの言葉を遮さえぎるように、執務室の扉がバン！　と乱暴に開かれた。

「困ります！」

　続き部屋にいた補ほ佐さ官かんが止めているのが見えたが、闖ちん入にゆう者しやは「うるさいわね！　十分待ったじゃない！」と怒ど鳴なってそれを振り払う。

　ザイルは目を丸くした。

　テヴァ＝レイ。

　彼女がこの執務室にやってくるのは初めてだった。心こころ躍おどると同時にいったいどうして、と疑問に思う。しかしザイルが脳のう裏りに浮かべた甘やかな想像とは相あい反はんして、彼女の口から飛び出したのは怒ど号ごうだった。

「ザイル！」

　黒髪の少女は、つかつかつか、と王子の前にやってきて書類の載った机を叩いた。

「どういうことよ！」

　目がつり上がり、頰は紅こう潮ちようしている。誰がどう見ても彼女は怒っていた。しかしザイルはにっこりと笑うと、

「君は怒った顔さえ可か愛わいらしいな」

　と彼女を褒めた。
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　テヴァはザイルのこういうところに本当に腹が立った。

　彼は自分の言うことをまともに聞いていないのではないかとさえ思う。こういう時は、ザイルが本当に自分を愛しているのかどうかも疑わしかった。相手を尊重できないのが愛情であるはずがないからだ。

「私は怒ってるのよ」

「もちろん。だから可愛らしいと言ったんだ」

「ベラを誘拐した犯人がわかってるってどういうこと？」

　そう問いつめると、ザイルはおやとばかりに眉を上げて、テヴァの背後の騎士を見た。

「ジャルヴさんを叱しかるのはお門かど違ちがいよ。あなたが私にそのことを黙っていたことこそ責せめられるべきだわ」

　テヴァはすぐに言う。するとザイルは再び笑顔を浮かべて目の前の娘に視線を戻した。

「君は優しい」

「私の話を聞いてるの？」

「別に、君に黙っていたわけではない」

　とザイルは言った。

「まだ可能性の域いきを出ないから、話さなかった」

「私にきた依頼なのよ」

「そうだ。そして僕は君のために調査をしたわけではない。こちらにも必要性があったからだ」

　テヴァは眉み間けんに皺を寄せた。

「どういう意味？」

「君に話す義務はない」

　その時、彼女にはぴんときた。

「ミリアナという女性に関係がある？」

　するとザイルが珍しく驚おどろいたように目を丸くする。テヴァは自分の勘が外れていないことを確信した。

「やっぱり、関係あるのね。なんなの？　ザイル。話してちょうだい」

「どうしてその名を？」

「私はとても目がいいのよ」

　テヴァはただ、昨日ザイルがギーに渡した紙片の内容を盗み見ただけだ。

　そこにはミリアナという女性の名と、彼女の特徴らしきものが箇か条じよう書がきにされていた。

「話して」

　テヴァが再度そう言うと、ザイルは仕方がなさそうに息を吐いて、

「君には叶かなわないな」

　と言った。

　そして眉を上げ、この上なく楽しそうに彼女を見る。

　ザイルは時々、こういう好奇心と好意がないまぜになったようなまなざしでテヴァを見た。どこかで覚えのある視線だ。決して好ましくはない。

「いいだろう。テヴァ、こちらへおいで」

　彼はにっこりと笑うと立ち上がり、彼女を続き部屋へ誘いざなった。内密の話ということだろうか。

「ザイル殿下」

　ジャルヴが咎とがめるように王子の名を呼ぶ。

　一瞬、テヴァは躊ちゆう躇ちよした。世の中には聞かない方がいいこともある。もしかしたらこれはその類の情報なのではないだろうか。たとえば国の根こん幹かんに関わるような。聞いたら後戻りできなくなるような。

「どうした、臆おくしたのか？」

　ザイルがからかうように言う。

「馬鹿にしないで」

　彼女はむっとした。王子はにこやかに続き部屋の扉を開けている。テヴァはゆっくりと歩くと、その中に入った。

　室内は薄暗く、何があるのかよく見えない。

　彼女が灯あかりを求めて振り向く直前、ばたりと扉が閉まり、ぐいと身体が引っ張られた。しまったと思う間もなく、どんと背中が壁に押し付けられ、他人の体温をすぐ近くで感じる。

「とても不用心だね、テヴァ＝レイ」

　優しい声が頰ほおを撫なでた。

「ザイル！」

　その声を合図のようにして、室内の燭しよく台だいに火が灯ともる。誰の手も触れていないのに、とテヴァは頭の隅すみで疑問を浮かべたが、そこに思考を及およばせるような余裕はなかった。

　彼女を囲うようにして壁に押し付けたザイルは、とろけるような甘い顔で彼女を見つめている。

　そこは寝室のようだった。部屋の中央には一人で寝ねるには広すぎる寝台が置かれて、壁の棚たなには酒瓶が並んでいた。おそらく仮眠室のようなものなのだろう。それでも食堂の二階にあるテヴァの個室よりもずっと広い。

「僕が君に求愛していることを忘れたのかい？」

「ザイル、怒るわよ」

　テヴァは目をつり上げた。
















「ああ、その顔。本当に可愛らしいな、お前は」

　くすくすと笑いながら、ザイルは彼女の髪に顔をうずめる。

「小こ賢ざかしくて、とても無防備だ。テヴァ＝レイ。自覚はあるのか？」

「……ザイル？」

　テヴァはにわかに不安になった。ひどい違和感を覚える。

　この男は誰だ？

　と彼女は自問した。

　ザイルはテヴァのことを『お前』だなんて呼んだことはないのに。

　テヴァをからかうような顔。彼女を馬鹿にしながらも、さも愛いとおしげに名を呼ぶ声。

　彼女はまるで、あの男に抱きしめられているような錯さつ覚かくに陥おちいった。

　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタ。

　人ではない男。まさか。

　しかしザイルはすぐにテヴァから離れたので、彼女は男を問いつめる機会を失った。

「いけないいけない。こんなことをしていたら君に嫌われてしまう」

　彼はにっこり笑ってテヴァの頰を撫でた。

「ほんの悪戯いたずらだよ、僕の可愛い小鳥。だからそんな目で誘さそわないでくれ。思わず唇を奪いたくなってしまう」

　テヴァはかっとなった。

「べ、別に誘ってない！」

　そう言うと、そそくさと彼の腕の間から抜け出して距離を取る。まったく、男というのは本当に油断ならない。彼女はザイルを睨にらみつけた。

「話してくれるんでしょう？　ベラを誘拐したのは誰なの？」

「もちろんすべて話すよ。僕の可愛いテヴァ」

　ザイルはそう言って続けた。

「まずギーへの依頼についてだが……僕が探しているのはミリアナ＝ネネ＝ドゥヴネ」

　その時テヴァは、違和感を覚えた。『ミリアナ』と、その名を口にした瞬間だけ、ザイルの雰ふん囲い気きが変わったのだ。まるでコインをひっくりかえしたかのように。黒が白に、赤が青に変わるように。

「クラウシス王の四人目の娘だ」

　しかし次の瞬間の彼は、もとのザイルに戻っていた。気のせいだろうか、とテヴァは思った。

「……ええと、四人目？」

　トアレグ国の王クラウシス＝ディ＝ドゥヴネには三人の娘がいる。

　他国へ嫁よめに行った長女がフィアレシア。

　国内の貴族に嫁とついだのが次女のシルビア。

　そして離宮に暮らし、国の行事にほとんど顔を出さない三女がアレクシアだ。

　一年半前にこの国に来たばかりのテヴァは王女達の顔など見たこともなかったが、王に四人目の娘がいないことは知っていた。だからザイルの言っていることの意味がよくわからなかった。

「王女は三人だけのはずでしょう？」

　母親が違うから数に入っていなかった、というわけではないだろう。王の後宮には何人かの妻がいるはずだし、フィアレシア、シルビア、アレクシアもそれぞれ母が違うはずだ。

「もちろん、王ご自身もミリアナのことはご存知ではない。だから普段彼女はミリアナ＝デッセルを名乗っている。彼女の母の名はローザ＝デッセル。僕の母の侍女だった女性だ」

　テヴァは少し混乱した。

「あなたのお母様の侍女？」

「そう。テヴァ、君は一般的な王族の愚おろかしい常識を知らないと思うが、普通王の妻の侍女というのは、王の女も同然なんだ。だからクラウシス王が、その兄嫁の侍女を孕はらませたことは大変まずい事態だと言える」

「……つまり、兄王の後宮に手を出したということになるの？」

「そうだ」

　それはいかにもまずそうである。

「だからローザは、こっそりと子供を産み落とすことに決めた。ただもちろん、主人であった僕の母には事情を話した。母は僕を連れて、何度かローザと娘……つまりミリアナに会いに行った。ローザはミリアナをそれは大切に育てていた。本来であれば王女となるべき娘だからね」

『我が国にとって重要な女性だ』

　昨日ザイルはそう言った。

　なるほど、それはそういう意味だったのだ。

　隠された王の娘。

「しかし二年前、ローザが病やまいで亡くなった」

　ザイルはゆっくりと両腕を組み、背後の壁に背を預けた。

「ローザの両親は、父親のわからない孫を可愛がってはいなかった。味方のいないデッセル家に置いておくわけにもいかず、僕はミリアナを王城に呼んだ。侍女としてね。そして三日前だ。彼女が突然いなくなった」

　テヴァは眉間に軽く皺を寄せた。

「ベラ＝デインを誘拐したのと同じ犯人が、彼女を攫さらった。僕はそう考えている」

「どうして？」

「状況が同じだったからだ。ミリアナもまた、一晩でこつ然と姿を消した。身の回りのものはすべて部屋に残されている。ミリアナがいなくなったのは三日前で、ベラは六日前。この短期間で、同じ年頃の娘が似たような状況で失踪した。関連していると考える方が自然だろう？」

「犯人は誰なの？」

　それを聞くためにここまで来たのだ。しかしザイルは言った。

「テヴァ。僕がミリアナのことを君に話したのは、この件から手を引いて欲しいからだ。悪い病は根元から絶たなければならない」

「すべて話すと言ったはずよ」

　テヴァは眉を上げた。遅れてザイルの言葉の意味を理解する。

「……黒幕を突き止めるために犯人を泳がせておきたいのね」

「君の察さつしのよさも僕は好きだよ」

「でもあなたは私のことがわかっていないのね」

　テヴァは言った。

　彼の言い様では、ベラの安全はまったく保ほ障しようされていない。もし彼女が生きているなら、今この瞬間にも怯えて泣いているかもしれないというのに、ザイルは王家のためにそれに目を瞑つむれと言っているのだ。

　ありえない。

「私は私で調べるわ。偉えらい人が何をごちゃごちゃとやっているかなんか関係ないもの」

　彼女はまっすぐにザイルの双そう眸ぼうを見返した。

「そのミリアナって人もあなたにすぐ助けて欲しいと願っているはずよ」

　ザイルの説明では、彼とミリアナは幼なじみのようなものだったのだろう。

　それなのに、その無事がわからない状況で冷静に行動できるザイルをテヴァは理解出来なかった。

「ミリアナは僕にとって大切な女性だ」

　しかしザイルはきっぱりと言った。

「だから、必ず無事に取り戻す」

　そう答えた彼には有う無むを言わせぬ迫力があり、テヴァは返す言葉を飲み込んだ。そしてそれがまるで澱おりのように彼女の中に留とどまり、重くテヴァの気持ちを沈めるのだった。
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　テヴァは馬車で送らせようというザイルの申し出を断った。

　なんだか一人で外の空気を吸って歩きたい気分だったのだ。

　これまで彼女はザイルのことを有能な馬鹿王子だと思っていたが、今日のことで一気に彼という人間が摑めなくなった。

　いったいザイルミアド＝オ＝ドゥヴネという男はどういう人間なのだろう。

　二年前までその身体は病に侵おかされていた。しかし奇跡的に回復したのだという。奇跡？　今となっては彼が病弱であったことさえ疑わしいとテヴァは思った。

　ザイルはずっと、身体が弱いふりをしていたのではないだろうか。

　けれどなんのために。そうする理由などない。ザイルミアド王子は身体が弱かったせいで、誰よりも近かったはずの王座から離れてしまったのだから。

　いや、はっきりと認めよう。

　先ほどのザイルは、あまりにもある男を想そう起きさせた。

　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタ。

　赤い眼めの魔人。

　あの男は、片方の手で幼子を救いながら、もう一方では悪あつ漢かんを殺せるような男だった。残ざん酷こくなまでに合理的な面があるのだ。感情がないわけではない。けれどただどこまでも、冷静にそして綿密に、悪と善の境界を、そして得るものと失うものの境界を測り、最大限の利益を得る。

　だから、手に負えない。

『ミリアナは僕にとって大切な女性だ』

　ザイルがそう言った時、テヴァが心臓に重くのしかかるような感情を抱いだいたのは、まるでロウがそう言ったかのように感じたからだ。

　自分以外に大切な女性がいると。

　わかってる。

　ザイルはロウではないし、そもそもロウが他に大切な女性ができたと告げたとしても、悲しむのは間違っている。

　なぜなら自分にとって、あの男は殺すべき相手なのだ。復ふく讐しゆうを果たすべき対象。

　そうだ。今も昔も、一瞬だってあの男に心こころ惹ひかれたことなどない。

　自分は星テラなのだから、一族を導みちびかなければならない。

　永遠に一人で。

「……はぁ」

　けれど気分が沈み込んでしまうのはどうしようもなかった。

　わけもなく気持ちが浮き沈みするのこそ十代の女子の特筆すべき性質である。王城の広場を城門に向かってとぼとぼと歩きながら、彼女は自己嫌けん悪おした。

　城じよう郭かくのもっとも外側にあたるこのあたりは、一般にも開放されているため人通りが多い。特に馬車の行き来が多く、テヴァは真横を乱暴に駆かけていった馬車のせいで砂すな埃ぼこりを浴びて咳せき込んだ。

「なによ、もう！」

　彼女が怒鳴りつけたその馬車は、何を急いでいるのか安全性を無視して広場を駆け抜けていて、案の定他の馬車とぶつかりそうになり急停止した。馬の嘶いななきが広場に響く。

「何をしている！　早く行け！」

　と暴走馬車から男が顔を出して御ぎよ者しやを急せかした。

　ぶつかりそうになった馬車の方からも怒りの声が上がったが、暴走馬車はそれを無視して再び走りだす。そして今にも人を轢ひいてしまいそうな勢いで城門から出て行った。

「なんなのあれ」

　テヴァは呆あきれると同時に、首を傾かしげた。

　どうにもあの馬車の男に見覚えがあるような気がしたからだ。遠目ではあるが、顔はしっかりと見えた。テヴァは記憶を探ったが、なかなか思い出せない。

「なんだあれ」

　近くの通行人が、テヴァとほとんど同じ台詞せりふを不ふ愉ゆ快かいそうに吐き出した。

「ああ、ありゃ最近陛下に気に入られてる商人だよ。確かジンデルっていったかな」

「ジンデル？　あの商人ジンデルか？　客の求めるものはなんでも手に入れるっていう」

「そうそう、そのジンデルだ」

「しかしジンデルってのは滅めつ多たに人前に顔を出さないんじゃないのか。俺はそう聞いたぞ」

「知らねぇよ。王族には特別なんだろう。まったく、陛下に気に入られてるからって偉そうにしやがって」

　背中に麻あさ袋ぶくろを背負った男達はぶつぶつ言いながらも城に向かって歩いて行く。

　テヴァは眉を寄せた。ジンデルという名に聞き覚えはない。気のせいだろうか。

　いや、確かに見覚えはあるのだ。あの潰れた爬虫類のような……

　とそこまで考えたところで、テヴァは「あ!!」と声を上げた。「リューン！」

　またポケットのリューンのことをすっかり忘れていたのだ。今度はまったく暴れている様子がない。彼女は慌あわててポケットからカエルを取り出した。

「リューン！」

　カエルはひどくぐったりとしていた。潰れて死んでしまっているのではないかと確認したが、大丈夫そうだ。彼女は急いで城門まで駆けて行って、そこにいた兵士に「水をください！」と頼んだ。

　死にかけのカエルを持った娘に兵士は怪け訝げんそうな顔をしたが、それでも城門の中の詰つめ所に戻って水の入った桶おけを持ってきてくれた。

　テヴァはその中にリューンを入れる。

「ごめんねごめんね」

　彼女がひたすら謝あやまりリューンの無事を祈いのったおかげか、はたまた水を浴びて多少は回復したのか、リューンはすぐにゲロと小さく鳴ないた。

　テヴァはほっと息を吐く。

　リューンはテヴァを見て、ぴょんぴょんと跳び上がりゲロゲロゲロゲロと抗こう議ぎする。心なしか目もつり上がっているような気がする。

「ごめんってば……。もうポケットには入れないから。ね？」

　そう言って彼女が手を差し出すと、リューンはしばし警戒するようにその手を睨んでいたが、やがてぴょんと跳び上がってテヴァの手のひらの上に着地した。

　手足を拭かないでテヴァの上にやってきたことが、リューンなりの小さな反抗なのだろう。彼女はそのまま、リューンを肩に乗せてやった。

「……さて」

　先ほどまでの落ち込んだ気分は多少軽くなっている。こういう回復の早さが自分のいいところだ、とテヴァは自負していた。そうだ。ザイルやロウのことで悩んでいても仕方がないではないか。

「とりあえず……ベラの家に行くか！」

　彼女は自らを鼓こ舞ぶするように声に出して言った。すると肩に乗ったリューンが、同意するようにゲロと一度だけ喉のどを鳴らした。
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　ベラの家はパン屋だった。看板には美お味いしそうなバゲットが描かれている。

　しかし残念ながら今日は休みらしく、外から見える店内の陳ちん列れつ棚だなは空になっていて薄暗かった。テヴァは店の扉を開けた。鍵かぎはかかっておらず、代わりに扉につけられた小さな鐘かねがちりんちりんと来客を知らせる。

　店内にはほのかな小麦の匂いが染しみ付いていた。食欲がそそられる。そういえば、朝食を食べていなかったことをテヴァは思い出した。

「デインさん。占い屋です」

　彼女は奥に聞こえるように言った。

　するとほどなくして、店の奥から昨日食堂を訪れたベラの母親が現れた。

「お待ちしておりました」

　彼女は相変わらず疲れた顔をしていて、元気がない。ベラの行方ゆくえについて進しん展てんがないようなのは明らかだった。

「お嬢さんのお部屋を見せていただきに伺うかがいました」

　丁てい寧ねいに頭を下げてから顔を上げたテヴァは、依頼人が怪訝そうにこちらを見ていることに気付いた。

「あの、肩に乗せていらっしゃるそれは……」

「あ、ええと。カエルはお嫌いですか？」

　城からここまでは途中乗り合い馬車を捕まえてやってきたのだが、馬車の中でも好奇の目で見られた。自分だって、街中に肩にカエルを乗せた人間がいたら思わず見てしまうに違いない。

「いえ。けれどその……、うちは食べ物を販売しておりますので……」

　女性のその言葉に、リューンはまるで「自分は汚くない」とでも言いたげにゲロと小さく鳴いた。

「ご安心ください。勝手にその辺を跳び回ったりしませんから」

　もうポケットには入れないという約束をしたのでそう言うと、彼女は困ったような顔をしながらも「はぁ……それでしたら……」と答えた。

　リューンを入れておく籠かごか何かを作らなければならない、とテヴァは思った。

「では奥へどうぞ。主人もおりますので」

　案内されて店の奥へ行くと、小さなパン工房があった。工房と言っても大きな作業台が一つに窯かまがあるだけで、パン作りは夫婦でやっているのだろうと想像できる。そしてその作業台の前では、男が一人で生き地じをこねていた。

「あなた。占い屋さんです。ベラを捜してくださるって」

　ベラの母親はそう話しかけたが、男は黙もく々もくと生地をこねるだけで答えない。いかにも職人らしい無ぶ愛あい想そうな顔で、ちらりともこちらを見ようとはしなかった。

「すみません……。主人は無口な人ですので。どうぞこちらへ。部屋は二階です」

　工房の奥に二階へ上がる階段があった。

「失礼します」

　テヴァは一応頭を下げて挨あい拶さつをすると、ベラの母親と一緒に男の前を横切り階段に向かう。

「ふん。詐さ欺ぎ師しが……」

　男が小さな声で言うのが聞こえたが、テヴァは気にせず二階に上がった。

　この国で占い屋を始めてから、そういった罵ば倒とうを受けたことは一度や二度ではない。やはり占い、というのが怪あやしいのだろう。

　けれどテヴァは、よくよく考えた上でこの仕事をすることにしたのだ。

　直感と運によって最善を選ぶテヴァの能力は理屈ではない。彼女の導き出す答えに目に見える根こん拠きよなどない場合が多いのだ。

　大たい概がいの人間はそういった答えを疑問視するが、占いという形を取れば、人はそれを信じることができる。それはおそらく、彼らにとって占いが最後の手段だからだ。

　他に方法がないから、不確実なものでも頼りたくなる。なんでもいいからどうにかしてほしいと願っている。

　そしてテヴァは、そういった人達の役に立てることが嬉うれしかった。

　砂漠の一族の中にいた時とは違う感覚だ。砂漠で彼女は人ではなかった。だから彼女の答えが正解であることは当然だったのだ。

　けれどここでは違う。

　依頼人達は時に涙を流してテヴァにありがとうと言ってくれる。

　だからテヴァは、占い師という仕事を選んだことを間違いだとは思っていなかった。

「すみません」

　階段を上りきったところで、夫人が申し訳なさそうに頭を下げた。

「いいえ。気になさらないでください。ご主人様が信用出来ないのも当然だと思います。でもどうかご安心ください。昨日も申し上げたかと思いますが、報ほう酬しゆうは成功した場合……つまり、ベラさんが見つかった場合しかいただきませんから」

「はい……。あの、こちらです」

　階段を上がった先には扉が二つあって、依頼人はその左側の扉を開けた。

　それはいかにも女の子らしいこぢんまりと落ち着いた部屋だった。幼い頃から使っているのだろう少し汚よごれた人形が棚の上に飾かざられ、髪飾りや可愛らしい小物が置いてある。

　部屋を見ただけで、ベラ＝デインというのがどのような娘なのか想像できた。

　どちらかというと大人しく、控ひかえめな子なのだろう。家出などするはずがないと母親が言うのも理解出来る。

　換かん気きのためか、部屋の正面の窓が開け放たれていた。テヴァはその窓の前まで歩いて行った。外を見ると、光こう石せきの塔とうが見える。

「あの子は月祭りを楽しみにしていました」

　後ろで依頼人が言った。

「この部屋から、よく見えるんです。二つの月が」

「そうですか……」

　テヴァはその後部屋の中を簡単に調べたが、特にぴんとくるものは見つからなかった。ベラの行方を探す手がかりはここにはないらしい。

「ありがとうございました」

「あの……何かわかりましたか？」

「いいえ……すみません。もう少し調べさせてください」

　テヴァがそう答えると、依頼人はあからさまにがっかりした様子を見せた。それを見てひどく申し訳ない気持ちになる。

　彼女はやはり、ザイルを問いつめた方が早いのではないかと思った。

　どんな手段を使ってもいい。犯人を聞き出して、ベラを助けるのだ。

　彼女は本気でその手段を検けん討とうしながら、夫人について階段を降りた。そこにはまだベラの父親がいて、生地をこねていた。パン生地というのはあんなにこねてしまってもいいものだろうか。もしかしたら彼も、何かしないではいられないのかもしれない。

「もう一度伺いますが、いなくなる前のお嬢様について、何かお気づきのことはございませんか？」

　テヴァの質問に、依頼人が記憶をたぐるように視線を泳がせて答える。

「いいえ……特に。その日、あの子は午前中店の手伝いで届け物をした後、午後は出かけておりました。多分例の花屋のところです。花を買って帰ってきましたから……。その後はうちでいつも通り夕飯を食べて、部屋に戻りました。変わったところは何も……」

「首飾りだ」

　突然、低い声が言った。

　テヴァは声の主を見たが、男はパンをこねる手を止めないで続ける。

「配達から帰ってきた時、おかしな首飾りを持っていた」

「おかしな首飾り？」

　テヴァは聞き返した。男の妻が眉を寄せる。

「あのカエルの首飾りですか？　配達先でもらったんだって言っていましたよ。商品が余ったからって……」

　その時リューンがゲロゲロと鳴いた。

　テヴァは肩に摑まっているリューンを右手に移動させ、静かにと言う代わりに左手で覆おおった。

「具体的に、どういった首飾りですか？」

「カエルの形をした首飾りです。親指の爪つめくらいの大きさの……。最近流は行やってるんですか？　その……カエルって」

　彼女はちらりとテヴァの手の中のカエルを見て言った。

「あの、その首飾りは今どこにありますか？」

「いえ……そういえば、その首飾りだけはなくなっていました。ベラと一緒に」

　その時、テヴァは頭の中が弾はじけるような感覚を覚えた。記憶と記憶が一本の糸で繫つながってゆく。

「お嬢さんが首飾りをもらった配達先を教えていただいてもよろしいですか？」

「え？　ええ。でもどのお客様からいただいたかはわからないので、全員分の連絡先でよろしいですか？」

「お願いします」

　結局その後ベラの父は一言も話さず生地をこね続け、母親が数軒の配達先を書いた紙を渡してくれた。テヴァは礼を言うと、すぐにパン屋を後にした。

　パン屋の前は街の主要な通りではなかったが、それでも月祭りが近いというだけあって人はいつもより多かった。テヴァはリューンを肩に戻して、通行人の間を縫ぬうように歩く。

　目指す店はこのすぐ近くのはずだ。

　やがてたどり着いたのは、『貴婦人の歌』という看板を掲かかげた衣い装しよう屋やだった。

「リゲット！」

　テヴァは乱暴に店の扉を開けた。

　店の中に出来上がった服はなく、色とりどりの布地が整然と並べられている。この店では生地からの購入ももちろんできるが、受注生産も請うけ負おっている。ある程度金を持っている中流階級以上の女性達には、質しつとデザインのいいドレスを作ってもらえると評判の店だった。

「リゲット！　出てきなさい！」

　テヴァの大声に、店の奥から首に巻まき尺じやくを下げた男がのっそりと出てきた。

「なんだぁテヴァちゃんじゃねぇか。どうしたぁ？　ついに王子様の嫁として城に上がるんかぁ？」

　テヴァは勢い込んでリゲットに詰め寄ると、首の巻き尺をぐいと摑んで問うた。

「私のところに失うせ物探しで来た潰れた爬虫類みたいな顔をした男、あんたの紹介だったわよね？」

　そう、あの男だ。テヴァは完全に思い出していた。

　さっき城門の前で見た馬車の男。あれは昨日、テヴァの所に失うせ物探しを依頼しにきた客だった。

　だから見覚えがあったのだ。昨日はフードの下に顔を隠していたが、間違いない。

『おい、いきなり何をするんだ。誰かに見られたらどうする』

　突然窓を開けたテヴァに、そう言った下品な顔を思い出す。

　男が、これを探して欲しいとテヴァに見せた紙に描かれていたのは首飾りだった。

　そう、カエルの首飾り。

　砂漠ではカエルは吉兆だ。だから幸運のお守りなのかと聞いたのだ。

『ベラ＝デインの失踪は王族の問題に繫がっている。犯人を捕まえて、それで終わりというわけにはいかないんだ』

『ああ、ありゃ最近陛下に気に入られてる商人だよ。確かジンデルって言ったかな』

　そうだ。これですべてが繫がる。

　ベラと同じ条件でいなくなった王女ミリアナ。

　王の気に入りの商人ジンデル。

　カエルの首飾り。

「ああ……あいつなぁ。はは。テヴァちゃんうまいこと言うねぇ。潰れた爬虫類たぁその通りじゃねぇか。いやあいつ、ずーっとでかいことやってやるとか言ってクダ巻くだけの男だったんだけどよぉ、最近いい顧こ客きやく見つけたみてぇでよぉ、俺んところにすっげぇ高い衣装の注文入れてくれるんだよ。おかげで俺もがっぽがぽで大おお忙いそがしよ。だから最近『沈ちん没ぼつ船せん』行けてねぇけど、今の仕事が落ち着いたらまた行くからなぁ。待っててくれよ」

　この様子ではどうやらリゲットは、ギーにしばらく出入り禁止とされていることをまだ知らないらしい。

　テヴァは言った。

「いいからあの男が住んでるところ教えて！　今すぐ！」
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　その階段は、人の住む世界ではないどこかへ繫つながっているのではないかと思うほど、暗くそして長かった。

　もともとは地下水をためておく貯ちよ水すい池ちだったらしいが、水道設備が整ととのえられ、城と街の各所へ配管が繫げられてからは使われなくなった。昔は、城内で水を必要とするたびにここへ汲くみに来ていたのだ。今がその時代でなくてよかった、とザイルは心から思った。

　彼は定期的にこの地下に降りてきていたが、誰もそれを知らない。ジャルヴもだ。

　あれはいい騎き士しだ。

　ずっと病びよう床しようを離れられなかったザイルミアドを決してないがしろにすることなく王子として扱い続けた。あの男の忠ちゆう誠せいは本物だ。真実の騎士。

　しかしだからこそ、この事実を明かすわけにはいかなかった。

　ザイルは階段を降りて行く。闇やみの方へ。

　かつてここに水がたたえられていた頃は、亡霊がいる、聞こえるはずのない歌声が聞こえる、などという噂うわさがあったらしいが、今は亡霊さえも逃げ出してしまいそうな重い空気が満ちている。

　地下に凝っているのは、水と黴かびの匂いだけではない。

　香るはずのない血の匂い。しかしそれは、ザイルにとって嗅ぎ慣れた香りでもあった。

　二年が経たっている。

　けれどまだ時間は必要だ。

　それがもどかしい。

　彼女は待っていてくれるだろうか。

　いや、待っていてもらう必要はない。

　もし彼女が他の誰かのものになってしまっても、事が成れば奪うばいにいく。当然だ。

　誰にも渡すことはない。

　あの星ほしは、自分だけのものなのだから。
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『ジンデル？　いいや、あいつはエルモ＝ランドって名前だぜ』

　リゲットは潰つぶれた爬は虫ちゆう類るい顔の男のことをそう言ったが、テヴァはさして疑問に思わなかった。犯罪者がいくつか名前を持っているのは珍めずらしくない。どちらが偽名か知らないが、リゲットの言うエルモと、今日城で馬車に乗っていたジンデルが同一人物であるのは間違いないのだ。

　そしてリゲットから聞き出した、ジンデル……エルモ＝ランドの住む建物が、ベラ＝デインのパン屋の配達先の一つと一致したことについて、テヴァは驚おどろかなかった。

　ベラはエルモからカエルの首くび飾かざりをもらったのだろう。両生類を模もした首飾りなど、そういくつもあるものではない。

　しかしベラを攫さらったのもあの男なのだろうか。目的は？　手段は？　今はまだわからないことの方が多い。けれど、いなくなった二人の娘、つまりベラ＝デインと王女ミリアナが、エルモという男で繫がっているのは確かだった。

　ならば、その糸を手た繰ぐり寄せるまでだ。

　エルモの家は、ベラの家から二つ北側に行った路地にあった。少し傾かたむいている集合住宅で、通りから見えるいくつかの木窓は枠わくごとなくなって吹きさらしだった。

　男が王に気に入られている商人としての顔を持っていることを考えると、ありえないほど粗そ末まつな建物である。

　リゲットによると、エルモはもともと卸おろし業ぎようをやっていたそうだ。

　しかし商売がうまくいかず持っていた倉そう庫こを手放すことになり、それまで付き合いのあった店と個人の客を繫ぐ仲ちゆう介かいのような仕事をやって日ひ銭ぜにを稼かせいでいたらしい。

『犯罪まがいのこともやってたみてぇだけどなぁ。詳しくは知らねぇんだ。俺んとこに大口仕事を持ってくるようになった最近まで、俺も顔見知りって程度だったからよぉ』

　とリゲットは言った。

　そんな男がどうして王族の気に入りの商人となったのだろう。

　テヴァは次から次へと浮かぶ疑問を頭の中で整理しながら、建物に入ってすぐのところにある階段を上った。足を踏ふみ出すたびにぎしぎしと音がする。エルモの住む部屋は、この集合住宅の二階の西側だという。

　外から見た建物の大きさと扉とびらの数とを考え合わせると、一部屋の広さはさほどないだろう。なんとか階段を踏み抜くことなく二階までたどり着いたテヴァは、二階の西側の部屋の前に立った。

　木で出来た扉はそこら辺から拾ってきたただの木板にしか見えなかった。もちろん鍵かぎもかかりそうにない。テヴァは肩に乗ったリューンと目を合わせた。その丸く大きな目が、彼女の行動を咎とがめているように見える。

「大丈夫よ。もともとうちの依い頼らい人にんなんだもの。いなかったらすぐに帰るし」

　彼女は小声で言ってから、意を決して腕を上げた。

　しかしテヴァが来訪を告げるため扉を叩たたく前に、がちゃりと向こうからそれが開いた。

「あ、あのジンデ……じゃなくてエルモさん。伺うかがいたいことがあって参りました」

　彼女は一瞬動どう揺ようしたがすぐに言った。すると中から伸びてきた腕ががしりと彼女の手を摑み、中に引きずり込んだ。

「きゃ」

　勢いのまま、テヴァは室内に投げ出される。すぐにバタン！　と扉の閉まる音がした。

「おや」

　と誰かが言う。

　何が起きたのか理解できないテヴァは、

「いきなり何すんのよ！」

　と怒ど鳴なりながら自分を引きずり込んだ犯人を睨にらみつけた。

　そして次に出てくる言葉を失う。

　男は二人いた。おそらくテヴァを引きずり込んだ黒服の方は、髪かみの毛をすべて後ろに撫なで付けていて筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうとしている。そしてその一歩後ろに立っている男は、女性が一目で心を奪われてしまいそうな容よう姿しをしていた。

　どちらにも見覚えはある。

　後ろにいた男がテヴァを助け起こそうと手を差し出した。

「これは驚いたな。失礼したね。まさかあなたがやってくるとは。テヴァさん」

「……カイエン……！」

　にこにこと笑顔を崩くずさない花屋の顔を、テヴァ＝レイは睨みつけた。
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　そういえば、朝から何も食べていない。

　テヴァは今さらながらにそのことを思い出していた。この緊張した場面で、お腹なかの虫が鳴なくことだけは避さけなければならない。

　部屋の前に立った時には肩にいたはずのリューンは、気がついたらどこにもいなかった。中に引きずり込まれた時に放り出されたのかもしれない。テヴァは室内に目を走らせたが、あの綺き麗れいな緑色はどこにも見当たらなかった。どんな乱暴をされるかもわからないこの場に、あの小さくて可か愛わいらしい生き物がいないのならもちろんその方がよい。

　予想していた通り、部屋の中は人一人がやっと暮らせるくらいの狭せまさだった。

　寝しん台だい一つ、テーブル一つでいっぱいだ。

　テヴァは黴かび臭い布ふ団とんが敷しかれた寝台の上に座すわらされ、カイエンはテーブルの前の椅い子すに座った。まるで用心棒のような黒服の男は一言も喋しやべらず扉の前に立っている。

　部屋の窓は閉められていた。

　おかげで生ゴミのような匂いが籠こもっていて、少し気分が悪い。

　この狭い部屋で、二人の男を押しのけて逃げ出すのは到とう底てい不可能に思えた。特に奥の男など片手でテヴァをはじき飛ばしてしまいそうだ。

　ああ、ギーの怒鳴り声が聞こえる。

『一人で危険なことをするなと言っただろう！』

　けれどこんな状況になるとどうして予想できただろう？　テヴァの勘かんは、ここに危険はないと告げていたのだ。

「さて、困ったな」

　とカイエン＝ネツディルは少しも困っていない様子で言った。

　テーブルに頰ほお杖づえをつき、面白そうにテヴァを見ている。

「一応、ここにやってきた理由を聞こうか？」

　どうして。

　答える代わりにテヴァは思考する。

　どうしてカイエンが爬虫類男の家にいる？　今け朝さ、この男が魔ま技ぎ師しの店に入っていったのと関係あるのだろうか。

「答えるつもりがないという顔だな。どうしようか。あなたに聞きたいことはたくさんあるんだが」

　花屋が言って立ち上がった。この男はこんなに背が高かっただろうか、と心の中で思う。

「テヴァさん。私はあなたに好意を持っている。だからあなたを傷つけたくはない」

　テヴァはできる限り男から距離を取りたかったが、寝台の上に完全に上ってしまうのもまずいと思った。だから上半身をぴんと伸ばして、ただ男を睨む。

「強いひとだ」

　カイエンは笑った。

　恐怖心はもちろんあったが、腹が立っているのも本当だった。テヴァは縛しばられてさえいないのだ。男達が、彼女には何も出来まいと思っているのは明らかだった。

「……ベラ＝デインを攫ったのはあなたなの？」

　テヴァはなるべく声が震ふるえないように、大きく深呼吸をしてから問うた。

「さぁ？」

　その時、テヴァの中の苛いら立だちが完全に恐怖心を凌りよう駕がした。

　彼女はすくりと立ち上がり、カイエンに対たい峙じする。残念ながら対等の視線上にいくには身長が足りなかったが、それでも彼女はまっすぐ男を見み据すえた。

「エルモ……いえ、商人ジンデルとあなたの関係は何？　あなたは何者なの？　正直に答えなさい。さもないと……」

　テヴァは逡しゆん巡じゆんした上で続く言葉を告げた。

「呪のろうわよ」

　そして同時にがっかりする。

　ああ、これでは自分が呪い屋と呼ばれているのを肯こう定ていするようなものではないか。

人を呪うなど、彼女に出来るはずもないのに。

　そう思ったテヴァの心を呼んだかのように、カイエンが言う。

「あなたに人を呪うことなど出来ない」

　同時に、男は一歩足を前に進めた。テヴァはぎょっとして後ずさろうとしたが、すぐに寝台にぶつかり逃げ道がないことを知る。

　カイエン＝ネツディルの真っ黒な双そう眸ぼうがこちらをじっと見ていた。

　大きなその手がこちらに伸ばされ、指先が鎖さ骨こつに触れる。

　テヴァはいざとなったら男を殴なぐり飛ばそうと拳こぶしを握り込んだが、その実力が確かめられる前に、しゃらりと音を立ててカイエンの指先が肌から離れた。テヴァは瞬まばたきをする。

「砂漠の一族の星テラは、最善の道を選択するだけ。人を呪う術すべなど知らない。そうだね？」

「……どうして」

　カイエンがこちらに手を伸ばしてきたのは、テヴァが服の下に入れている鎖くさりを引き出すためだった。砂漠の一族の証あかし。

「その首飾りを見た時から、あなたが砂漠の人間だと気付いていた」

　確かに、テヴァは昨日この首飾りをカイエンに見せていた。取り巻きの女に突き飛ばされた時だ。

「星テラではないかと思ったのは、あなたがリマリー……リルオベラを飲まなかったからだ。リルオベラは無味無臭。人間離れした直感がない限り、飲んではいけないものだとは気付かない。ああもちろんリルオベラを飲ませようとしたのはわざとではないよ。本当に間違えたんだ。リルオベラとミントの葉は似ているからね」

　男は微笑んで続けた。リルオベラを持っていること自体がおかしいだろう、とテヴァは思ったがわざわざ指摘するのをやめた。

「それに噂うわさは聞いていたからね。〝星ほしは落ちた〟と」

　その言葉は彼女を青ざめさせるのに十分な効力を持っていた。

〝星は落ちた〟

　それは、砂漠の星テラが掟おきてを破り、資格を剝はく奪だつされた際に使われる慣かん用よう句くだ。

「まだ、落ちていないわ」

　通常掟を破った星テラは〝落ちて〟永遠に砂漠を追放されるが、テヴァはすぐに宣せん誓せいをした。再び一族に戻ってくると。そのような星テラは、〝惑まどい星ぼし〟と呼ばれる。

　迷子になった星。

「ははぁ。ではあなたは〝惑い星〟というわけだ」

「どうして……」

「私は砂漠に浅からぬ縁えんがある。だから知っているんだ。砂漠に生きる者達を束たばねる一族のことも。その掟も」

　カイエンの指先が、テヴァの素肌に触れるか触れないかというところで鎖を撫でる。一方で、吸い込まれるような黒い一対がじいとこちらを見ていた。

「類たぐい希まれなる運と第六感を持つ砂漠の星テラ。テヴァ＝レイ。私はとてもあなたに興味がある」

「そこまで知っているならわかっているはずよ。星は何者かの所有物にはならない」

　星はただ空で輝き続けるだけだ。そして指針を示す。

「気付いていないのか？　あなたは一族の所有物だ」

　テヴァはかっとなった。

　鎖に触れていたカイエンの指を振り払う。彼の背後にいる黒服の男が少し身構えたが、カイエンが一いち瞥べつしてそれを止めた。

「知ったふうなことを言わないで」

　テヴァは怒りを我慢しながら言った。もし視線で人を傷きずつけることができたなら、カイエン＝ネツディルは無事ではいないだろう。

　それを、言われたのは初めてではない。

『お前は一族に飼われているだけだ』と。

　あの男もそう言った。

　ロヴィタ＝ロウ＝ビエタ。

　そしてテヴァは、はっきりと反論することができなかった。

　本当は、その時からずっと考えている。

　星テラとはなんなのか、と。

　一族のために道を示し、その生を終える。

〝落ちた星〟は侮ぶ蔑べつの対象だ。もう二度と砂漠には戻れない。テヴァが掟を破ったと知った時の一族の者達のあの目。まるで穢けがらわしいものでも見ているかのようだった。

　あれを思い出すたびに、宣誓に意味はあるのだろうかと思わずにはおれない。〝惑い星〟が砂漠に戻った前例はないのだ。

　それは、〝惑い星〟が砂漠の外で、一族においての自みずからの価か値ちを考えてしまうからではないだろうか。あそこに戻れば、一人の人間として生きることは出来ない。

　知らなければそれでもよかった。

　けれど、もう知ってしまった。一人の人間として、誰かと接せつする楽しさを。占い師として依頼を果たし、「ありがとう」と礼を言われる喜びを。誰かと食卓を囲む幸せを。何者にも縛られない自由を。

　だが一方で、一族を切り捨てることは出来ないこともわかっていた。

　彼らがどんなにか、星テラを必要としているかわかるからだ。

　テヴァの一族はもう長いこと砂漠にいる数多あまたの民族を束ねている。そしてそれが可能である理由の一つに星テラが挙あげられた。星テラはテヴァの一族……ウィッカ族にのみ生まれる。だからウィッカ族は砂漠の民の尊敬を集めることができる。

　そしてただ、〝砂漠の一族〟と呼ばれるのだ。砂漠の王の一族であるかのように。

「では話題を変えよう」

　カイエンは射い殺ころさんばかりのテヴァの視線に臆おくした様子もなく笑うとそう言った。

「ベラ＝デイン。あの娘を見つけたいかい？」

　テヴァは眉み間けんに皺しわを寄せる。

「やっぱりあんたが……」

「おっと。それは違う」

　男はすぐに否ひ定ていした。

「残念ながら、私は人身売買はやらないんだ。彼女を見つけたいのなら、これを持っているといい」

　そう言って、カイエンは服のポケットをまさぐった。

　取り出されたものを見てテヴァは目を丸くする。

「カエルの首飾り……」

　それは昨日、爬虫類顔の男がテヴァに見つけて欲しいと紙に描いて持ってきたものそのままだった。カエルの形に彫ほられた石が、細身の鎖の先で揺ゆれている。

「それは魔石だ」

　とカイエンは言った。

「今朝、魔技師の元へ行って確認したから間違いない」

　思いがけないところで、カイエンが魔技師の店を訪ねた理由が判明し、テヴァは少し驚いた。

　魔石？　これが？

「……なんの魔石なの？」

「さぁ、それは自分で確かめたらどうだい？」

　カイエンがからかうように笑ったので、テヴァは男を睨みつけた。

「そういえば、あなたが連れ帰ったカエルは元気かな？」

　先ほどまで肩に乗せていました、とは答えない。

「あのカエルを仕入れ先で拾ひろったと言ったが、あれは噓うそだ。カエルは、その首飾りと一緒にとある馬車から投げ出された。私はそれを拾っただけだ」

「とある馬車？」

「エルモ＝ランド。この部屋の住人が乗っていた馬車だよ。そして彼は商人ジンデルを騙かたっている」

「……騙っている？　どういうこと？」

　ジンデルというのは、エルモのもう一つの名ではないのか。

「偽にせ物もの、ということだよ。知らないのかい？　ジンデルは伝説の商人だ。あんな愚ぐ鈍どんな男ではない」

　テヴァは、自分が一般的な常識に疎うとい自覚はあった。ずっと砂漠で、一族の者達に囲われるようにして暮らしてきたのだ。

　男は笑う。テヴァにはどうしてもその真意を読み取ることが出来なかった。

「なぜそれを私に話すの？」

「どうしてだろうね。あなたの前では何もかも話してしまいたくなる」

　あの取り巻きの女達なら、その台詞せりふに顔を赤らめただろう。しかしテヴァは、警戒を深くしただけだった。

「その首飾りを持っていたら、ベラが見つかると言うのね」

「絶対にそうだと保証はしないがね。あなたにならわかるんじゃないかな？　正しい道がどれか」

　カイエンに言われるまでもなく、彼女は首飾りを受け取るべきだとわかっていた。けれどすぐに手を伸ばすこともしない。

「どうしてこれを私に渡すの？」

　目的がわからないではないか。カイエン＝ネツディルが、この首飾りをテヴァに渡す理由だ。

「もちろん、疑うたがいを晴らすためだ。私はベラ＝デインを攫っていない。あなたに疑われたままなのは大変遺い憾かんだ」

　カイエンはそう言うと、冗じよう談だんめかした仕草で腕を挙げた。その右手で、カエルの魔石が揺れる。決して趣しゆ味みが良いとは言えない首飾りでも、カイエンが持っているとまるで洒しや落れたもののように見えるのが不ふ思し議ぎだった。

「……あなたは、誰なの？」

　最初から、それが疑問だった。今となってはもう、目の前のこの男がただの花屋でないことはわかっている。では何者だというのだろう。彼の言う愚鈍な男になんの用があってこの部屋にいるというのだろうか。

「もちろん、私は花屋だ。あなたも知っているだろう？」

　カイエンは平然と噓をついた。テヴァは質問を変える。ああ、自分は先ほどから質問してばかりだ。まるで馬ば鹿かのように。そう思ったが、引き出せる情報は引き出しておくべきだった。

「ここで何をやっているの？」

「人の名を騙る男には、それなりの制せい裁さいがあってしかるべきだ」

　その声が、ひどく冷たく聞こえて彼女はぞっとした。そして同時に、カイエンがこの部屋にいる理由を理解する。この男がエルモ＝ランドの馬車から投げ出されたものを拾ったのも、おそらくは偶然ではないのだろう。

「もちろん今のところ、あなたに対して無理矢理どうこうするつもりはない。私があなたに興味を持っている理由は、あなたが星テラだからというだけではないんだ」

　テヴァは眉を寄せる。

「……『ロウ』」

　男は、ひどくゆっくりとその名を口にした。

「テヴァ＝レイ。あなたがその名を知っていたからだ。それは魔人ロウのことだね？　あなたは彼を知っているのか？」

　やはりあの時、彼女が呟いた言葉を聞いていたのだ。

　テヴァは咄とつ嗟さになんと答えるべきかわからなかった。

　魔人ロウが、一時期とはいえ一族に同行していたことは、長おさ達しか知らないことだ。当然テヴァが星としての掟を破ったいきさつも、ほとんどの者は知らない。

「ロウを知るあなたがこの国にいるのは偶然とは思えない。あなたも知っているんだろう？」

　カイエン＝ネツディルは自信ありげに続けた。

「魔人ロウの屍しかばねが、トアレグ王国の城の地下に隠されていると」





[image: ]






　目の前が食堂『沈ちん没ぼつ船せん』の裏口であると気付いた時、テヴァは自分がどうやってここまで戻ってきたのかわからなかった。手にはカイエンに渡されたカエルの首飾りを持っていて、カエルのリューンは再びテヴァの肩の上にいた。やはりエルモの家の中に引きずり込まれた時に投げ出されたらしく、扉の外にいたのだ。

　リューンはテヴァが持っているカエルの首飾りを仲間とでも思ったのか、激しく跳んで何かを訴うつたえていたが、テヴァが呆ぼう然ぜんとした様子なのを見て大人しくなった。

　いつの間にか日は傾き、空を暁あかつき色に染め上げている。

　朝から何も口にしていない。彼女は空腹と疲労で限界だった。ふらふらと裏口に通じる階段を上がり、扉を開ける。そこはもう食堂の二階だ。

　テヴァは、そういえば今朝は心配するギーを置いて出てきたのだと思い出したが、今はまだギーの説教を聞く気にはなれなかった。まっすぐに自分の部屋に入り、寝台に身体からだを投げ出す。リューンがぴょんと跳んで、寝台の横の台の上に着地した。

　魔人ロウは死んだ。

　カイエン＝ネツディルはそう言った。

　その言葉はテヴァの精神を麻ま痺ひさせるのに十分な効力を持っていて、彼女は生まれて初めて、思考が千ち々ぢに引き裂かれて何も考えられない状態に陥おちいっていた。進むべき道も見えない。まるで迷子になった幼子のように。

　テヴァは寝台の上で仰あお向むけになり、両手で顔を覆おおった。

　涙は出ない。

　ならばこれは、悲しいという感情ではないのだろうか。けれどひどい喪そう失しつ感かんがある。

　……ロウが死んだ。

　それならば、自分はもう砂漠に戻れる。

　掟を破った星テラが砂漠に帰るには、その掟を破る原因となった相手を殺す必要があるからだ。それとも自分の手で殺すということが大事なのだろうか。だとすれば、自分は完全に〝落ちた〟ということになる。砂漠に帰る術を永遠に失い、もう一族の星テラには戻れない。

　ああだから、こんなにも苦しいのか。

　息をすることさえままならない。

　大だい嫌きらいな暗闇に閉じ込められたようだ。

　しかし、テヴァの中でほんのわずかに冷静さを残していた部分が叫ぶ。

　あの正体さえわからない男の言うことなど信用できない。ロウが死んだという証しよう拠こがどこにある？

『魔人ロウの屍が、トアレグ王国の城の地下に隠されている』

　城の地下に。

　テヴァはふいに身体を起こした。

　ならば、地下に行けば真偽がわかるのではないだろうか。ザイルに頼めば、きっと地下を見せてくれるだろう。

　その時テヴァは唐とう突とつに、ひどくザイルに会いたいと思った。

　彼が王子で、城の地下に隠されているものについて何か知っているかもしれないと考えたからではない。

　ただザイルに会いたかった。

　彼ならば、この喪失感を埋うめられるような気がしたからだ。

　他でもない彼なら。

　しかしテヴァの頭の中に、今日ザイルに告げられた言葉が蘇よみがえった。

『ミリアナは僕にとって大切な女性だ』

　彼女は再び、気分が地にめり込むような心地ここちになった。

　ザイルは悪くない。最低なのは自分だ。他の男を失ったかもしれない喪失感を、ザイルで埋めようとした。彼がこんなずるい女を見限って、他の女性を大切に思っても仕方がないことではないか。

　その時リューンが、こちらを気き遣づかうように小さく「ゲロ」と鳴いた。

　寝台の上で膝ひざを抱えて、緑色の新しい相棒を見たテヴァは笑顔を作る。

「ごめんね心配かけて」

　そう口にすると、リューンの顔は本当にテヴァのことを心配しているように見えた。テヴァはその時、リューンが乗っている紙袋が、今朝カイエンが持ってきたものだと気付いた。

　おそらくギーが部屋まで運んできてくれたのだろう。

「ちょっとごめんね」

　ちょいちょいとリューンを指でどかし、その下に敷かれていた紙袋を取る。

　やはり中身は、『魔ま人じん概がい論ろん』だった。空になった紙袋を横に置いたテヴァは、カイエンがわざわざこの本を渡しにきた理由を考えようとしたが、まだ思考はまとまらない。

　とりあえず表紙を捲めくる。昨日読んだ前書きには続きがあった。




『世界には七人の魔人がいるという。

　一人は自在に炎を操り、

　一人は瞬きで人を殺す。

　一人は海の底で眠り、

　一人は人の世界に溶け込んでいる。

　一人は狂くるい、

　一人は傍ぼう観かんしている。

　そしていま一人の魔人は、特別な魔人。

　その血で魂たましいを導く。

　何ものにも縛られず鬱うつ屈くつを知らない。

　最後の一人にして最初の一人。

　彼は世界で遊んでいる。

　そう。

　この世界は彼の手の中にあるのだ。』




　テヴァは唐突に、この特別な魔人というのはロウのことではないかと思った。

『最後の一人にして最初の一人』という部分は意味がよくわからないが、ロウは確かに、魔人というものに対してテヴァが持っていた印象とはかけ離れて明るく、傲ごう慢まんで自由だった。

　そして彼にとって『血』は特別なもののようだった。

　空を飛んだり火を熾おこしたり、ロウはあらゆる不思議を道具もなしにやってのけたが、その儀式には常に彼の『血』が必要だったのだ。

　テヴァは興味を引かれ、さらにページを捲った。

　それは、エン＝ドガという人物が書いたもので、その一章節分が、彼が出会った魔人ロウについての記述についやされていた。

　エンはそれまで三人の魔人に会ったが、たった一人ロウだけが理性を持ち、まともに会話が出来た相手なのだという。

　エンはロウとの会話を細かく書き出していた。




　───『あなたはどれだけの時を生きているのですか？』

　───『お前が想像もできないほどの長い時間だ』

　───『たった一人で？』

　───『誰かがいた時もあった。そうでない時も。それは人間も同じだろう？』

　───『なぜ狂わないでいられるのですか？』

　───『求めるものがあるからだ』




　そこに書かれているロウは、テヴァの記憶の中の魔人とは少し違うように感じた。彼女が知っているロヴィタ＝ロウ＝ビエタは、もっと人間らしい口調で話した。意地悪なくせに人ひと懐なつこく笑い、テヴァ、と優しく彼女の名を呼んだ。

「『求めるもの』……」

　テヴァはその言葉を繰り返した。

　彼女と出会った時も、ロウはそう言っていた。探し物があるのだと。けれどテヴァといる間、彼はそれを探すそぶりさえ見せなかった。それはいったい、なんだったのだろう。

『テヴァ。もう少し待っていてくれ』

『近いうちに必ず、……を取り戻すから』

　彼女は今朝見た夢のことを思い出した。夢を見た時は、本物のロウが自分の夢に介かい入にゆうしてきたのだと確信していたが、今となってはその確信も揺らいでいる。こんなことは今までにないことだった。

　けれど今この時の彼女は、自らの能力にさえわずかな疑問を抱いだかずにはおれなかった。

　これまで帰ってきた〝惑い星〟がいないということは、砂漠を出た星テラがどうなったか誰も知らないということだ。つまりジンの息づく砂の地を離れたことが、星としての能力にどういった影響を及およぼすのか、知る者は誰もいない。ジンのいない土地ではそれが徐々に失われていく可能性もある。

　テヴァは恐ろしかった。

　これまで自分の選択に疑いを持ったことなどないが、それが間違っていたのかもしれないと思う時が来るのだろうか。

　星テラであれと育ってきたのに、そうではなくなる時が。

　想像などできない。

　自分は星テラだ。

　たとえ〝落ちて〟も、〝惑い〟を得ても。

　星テラであることに変わりはない。

　だからかもしれない。

　人が多く雑ざつ多たなこの街にテヴァがそれでも近しい気持ちを抱くのは。

　テヴァはなんとなく、窓の外に目を向けた。開け放たれた窓の向こう側は、もうすっかり夜の海に沈んでいた。

　そこからは、二つの月が見える。そして星が、それらを取り巻くようにまたたいていた。

「……あれ？」

　テヴァは、窓の外の月に異変があることに気付いた。空に浮かぶ、本物の月だ。欠けている。おかしい。昨夜まで、それは綺麗な円えんを見せていたのに。

　そう思うと同時に、頭の中が突然霞かすみがかったようになるのを感じた。

　───月を盗とれ。

　そう、誰かが頭の中で囁ささやく。

　テヴァはこめかみを押さえた。

　───月を盗れ。

　急速に朦もう朧ろうとしていく意識の中で、テヴァは声の主ぬしを探した。そして右手が、カイエンが持ってきた紙袋の下に隠れていた、カエルの首飾りに触れる。寝台に寝転がった時に投げ出したままだったのだ。

　声は、明らかに石で出来たカエルの口から語られていた。

　───月を盗れ。

　月を盗る？

　そんなことは不可能だ。あの空の月には手は届かない。

　しかし、この街には一つだけ、手を触れられる月があった。

　塔に行かなければ。そして盗るのだ。あの月を。そう、不自然なほど強く思う。

　一方で、テヴァのかろうじて正気を保っていた部分が、なんとかギーに手がかりを残そうと試みた。手近にペンがないので、指先に歯を立てる。痛みでわずかに意識がはっきりとしたので、彼女は急いで手近にあった本の上に文字を書いた。

　リューンがゲロゲロと鳴いている。

　窓から見える月は欠けている。

　ああ、月祭りは今日だったのだ、とテヴァ＝レイは唐突に理解した。

　このまま待てば、空に赤い月が浮かぶだろう。




　……月げつ蝕しよくだ。
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　ガルタ＝ギーが乗り込んできた時、ザイルはジャルヴの持ってきた報告を聞いていた。

「テヴァがいなくなった」

　そう言われて彼が動どう揺ようを表に出さなかったのは、自分よりも早くテヴァの方が真実に近づくだろうと予想していたからだ。どんなに多くの情じよう報ほう網もうを持っていたとしても、直感で動く星テラに速さで敵かなうわけがない。

　しかし苛いら立だちを感じないというわけではなかったので、ザイルは小さく舌した打うちをした。

　無言のまま立ち上がり、ジャルヴに目配せだけしてギーの横を通り過ぎ、執しつ務む室しつを出て行こうとする。

「おい待て」

　しかし当然ながら、元海かい賊ぞくはそれを許さなかった。

　がしりとザイルの腕うでを摑つかんで彼の足を止める。

　テヴァの保護者を自じ負ふするこの男が平静でないのはその力の強さでわかった。彼はまるでザイルの腕をちぎり取ろうとでもするように、ぎりぎりとザイルの腕を締め付けている。

「船長、その手を離せ」

　鋭するどく言ったのはジャルヴだった。騎き士しは腰の剣に手を添そえていた。しばし二人が睨にらみ合う。ザイルは時間が惜おしかった。

「ジャルヴ。外せ」

　だから騎士に言った。

「殿でん下か」

　ジャルヴが非ひ難なんがましい目つきでこちらを見てくる。

　けれどこの場合、元海賊をのけ者にすれば余計な時間をくうだけだというのは明らかだった。男の求める答えを与えなければ、前には進ませてもらえない。普段はただの食堂の店主に収まっているこの男が、昔はひどく強引な手法で自みずからの欲しいものを手にしてきた残ざん虐ぎやくな海賊だったことを、ザイルは知っていた。

　有う無むを言わせぬ主人の顔を見て、ジャルヴが眉み間けんの皺しわを深くする。

　しかし最後には、「かしこまりました」と言って先に部屋を出た。

　室内には、ザイルとギーの二人だけになる。すると元海賊は、ぐいとザイルの胸むな倉ぐらを摑み、恐ろしいほどの威い圧あつ感かんで王子を睨みつけた。

「てめぇ、テヴァは巻き込まないって言ったよな？」

　かつて海賊達を震ふるえ上がらせてきた低い声が、執務室に響く。

　しかしザイルはそれを少しも恐れていなかった。

「俺は手を引けと言った。首を突っ込んできたのはテヴァだ」

　言いながら、彼は口元に笑みを浮かべる。

　そう。

『でもあなたは私のことがわかっていないのね』

　彼女はそう言ったが、ザイルには、テヴァが決してこの件から手を引かないだろうことはわかっていた。彼女はそういう女なのだ。暗くら闇やみから誰かが助けを求めている時、怯おびえて躊ちゆう躇ちよすることなどない。必要とあらば自ら暗闇に飛び込むだろう。

　その強い意志で。

　前を向く力で。

　その時、ザイルはギーが腕を振りかぶったのに気付いたが避よけなかった。元海賊の大おお柄がらな身体からだからは想像できない速さの拳こぶしがザイルの頰ほおに打ち付けられ、バキリとひどく耳みみ障ざわりな音がした。

　胸倉を摑まれたままなので、倒れることもできない。衝しよう撃げきで視界が揺ゆれ、口の中に血の味が広がる。ザイルはその血をぺっとその場に吐はき出した。

「クソ野郎が」

　ギーは怒りを抑おさえきれない様子で言った。

　その顔を、ザイルは無表情のまま見返す。

「これが二回目だ。ギー。一年半前に言ったな。二発だけ、お前に甘あまんじて殴なぐられてやると。次はない。その手を離せ」

　ずきずきと頰が痛む。この馬ば鹿か力の元海賊は、手加減というものを知らないのだ。ただでさえこの大男に時間を割いてやっているというのに。ザイルは苛々した。

「黙れ。やっぱりお前にテヴァは任せられねぇ」

　ギーがさらにザイルの首を締め付ける。

　もしこの場にジャルヴがいたら、腰の剣を抜いていただろう。いや、先ほどザイルを殴りつけた時点で斬きりつけていたかもしれない。たとえ相手が友人であっても、あの堅かた物ぶつ騎士は職務に忠実だ。

　しかしギーは、まるで見えない力に強制されているように、ぷるぷると血管の浮かんだ腕を震わせながらザイルから手を離した。

「……！」

　驚きよう愕がくに顔を歪ゆがめるギーの目の前で、ザイルは自由になった襟えり元もとを正す。

「てめぇ！」

　元海賊は嚙かみつかんばかりに咆ほう哮こうしたが、もう先ほどのようにザイルに摑み掛かることはできなかった。

　まるで透明の鎖くさりに繫つながれた猛獣のような男を、ザイルが鋭い双そう眸ぼうで見返す。
















　鍵かぎがかかった扉とびらを開け、手が届かないところに火を灯ともし、凶きよう暴ぼうな大男を拘こう束そくする。今出来るのはその程度のことだった。かつてからは考えられない不便さだ。けれどまったく力が揮ふるえなかった頃に比べればましだとも言える。

「二年前のことは俺も誤算だった。だからお前が、砂漠を出たテヴァについていたのは感謝している。だがあまり調子に乗るなよ。お前が俺に殺されないでいられるのは、テヴァがお前を信頼しているからだ」

　……『彼』は、この元海賊のことを三年前から知っていた。

　テヴァが最初に海岸線に流れ着いたガルタ＝ギーを拾ひろった時、彼女と一緒にいたからだ。その時の『彼』のことを覚えていたギーは、一年半前このトアレグ国で再会し、テヴァのいないところで自ら名乗った『彼』を前にした時、まず最初に殴り掛かってきた。

　その時はまだ、今ほど力を取り戻していなかったので『彼』は抵抗しなかった。そしてもう一度だけ殴られてやると告げた。それだけ、ガルタ＝ギーに感謝していたからだ。

　本来であれば、砂漠を出たテヴァ＝レイは『彼』が護まもるはずだった。

　それが予定外の出来事によって不可能になったのだ。あの時の苛立ちと焦しよう燥そうはもう二度と味わいたくない。砂漠の外の世界を知らない彼女がどんな目にあうか。

　その直感と強運で常に最善の道を選ぶ星テラであっても、必ず死を回避できるわけではない。危険だとわかっていても他の道を選択できない状況はあるし、死を選ぶことが最善である場合もあり得るのだから。

　だからかつて砂漠に漂ひよう流りゆうしてきた海賊が彼女を護っているとわかって安あん堵どした。あの海賊なら、テヴァに恩おんがある。死んでも彼女を護るだろう。

　けれどもちろん、自分以外の男が彼女のすぐ側そばにいることにはいい気分がしなかった。だからギーにだけ自分の正体を告げたのだ。

　くだらない独占欲。わかっている。しかしその愚おろかさが、『彼』には楽しかった。

　これこそがそれまで生きてきた長い時の中で求めていたものだ。

　どこまでも感情をかき乱される。

　自分が思いも寄らない行動をする。

　恋というものは。

　ひどく理り不ふ尽じんで、非合理で、だからこそ輝いている。

《そうだね》

【声】が同意した。

　この男も、恋をしている。

　幼い頃から見守り続けてきた、決して恵まれていない生い立ちを持ちながらも純粋さを失わない娘に。

「ガルタ＝ギー。勘かん違ちがいをするな。俺はテヴァを愛している。そして必要とあらば、他の何よりもあの女を優先する」

　そこに躊ちゆう躇ちよなどない。

　護るべきは一つだ。

　求め続けてきたものは。

「……」

　ギーはなおもぎりぎりとザイルを睨みつけていたが、やがて引き絞しぼるように言葉を吐いた。

「……部屋に残されていた本の表紙に血文字で『光こう石せき』と書かれていた。おそらくテヴァだ。俺はすぐ塔とうへ向かったが……塔の中にも人混みにもテヴァはいなかった」

　今夜は月祭りだ。

　光石の塔には大勢の人が集まっているはず。

「わかった」

　答えると同時に、ギーががくりと片かた膝ひざを折った。拘束が解とけたのだ。

　元海賊は、「くそっ」と悪あく態たいをついて自由になった腕を回す。

「お前はジャルヴと共に待て。俺は行くところがある」

　ザイルはそう言い捨てると、今度こそギーを置いて部屋を出た。

「殿下！」

　すると、すぐ外で待機していたジャルヴが駆かけ寄ってくる。

「その顔はどうされたんですか！」

　明らかに殴られた様子の王子を見て騎士は声を上げたが、ザイルはそれを無視して命令した。

「ジャルヴ。ギーを連れて馬の準備をしておけ。すぐに出る」

「は？　しかし殿下はどちらへ……」

　ザイルは短く答えた。

「王のところへ行く」
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　深い水の底からすくい上げられるようにして、テヴァは目を覚ました。

　何か固いものの上に横たわっている。視界は暗く、ガタガタと揺れていた。テヴァは両手をついて身体を起こそうとした。すると首の後ろがずきりと痛む。他にも怪け我がをしているのではないかと思ったが、両腕を動かし、脚あしを触さわっても痛みはなかった。

　次ついで自分が置かれている状況を確認する。

　染しみ付いた酒の匂いがする。耳を澄すませば、ガタガタという車輪の音に混じり、馬の蹄ひづめの音が聞こえた。馬が引いている荷車だ、とテヴァは結論付けた。おそらく本来は、酒さか樽だるを運ぶためのものなのだろう。

　灯あかりはなく、薄うす暗ぐらい。床を撫なでて感触を確かめる限り、剝むき出しの木板で出来ているようだ。こういった簡かん素そな荷車であれば、木板の隙すき間まから月明かりでも漏もれ入ってきそうなものだが、今夜は月げつ蝕しよくだ。月明かりは望めない。

　けれどそれでも、完全な暗闇ではないことに彼女は安堵した。まったく視界のきかない闇は苦手だ。テヴァは幼い頃、枯かれ井戸に落ちたことがあった。それ以来、まったく光の届かない場所では正常な判断ができなくなってしまう。

　彼女は目が慣れてきてもう少し視界がきくまで、靄もやがかかったようになっている記憶を掘り起こすことにした。




　───月を盗とれ。




　そう告げるカエルの首くび飾かざりに導みちびかれるようにして、テヴァは裏口から出た。抵抗は出来ない。催さい眠みん状じよう態たいと言うのだろうか。テヴァは、ぼんやりとした頭の片かた隅すみで、リルオベラに迷わされる人間はこんな感覚なのだろうかと思った。

　街は月祭りで賑にぎわっている。

　テヴァは途中何度も人にぶつかりながらも、なんとか光石の塔にたどり着いた。

　意外だったのは、塔の施せ錠じようがされていないことだった。

　定期点検の時以外、物見塔は施錠される。以前、数人の若者が塔の中で暴あばれて事件を起こしたことがあるからだ。それなのに中に入るための扉はすんなり開いて、テヴァは塔に踏ふみ入れた。

　───月を盗れ。

　カエルの首飾りは彼女の右手の中でずっとそう語り続けている。その言葉の通りに、テヴァは塔の中の階段を上ろうとした。光石はこの塔の一番上にある。

　階段の途中で、テヴァは物置のような小さな部屋の扉が開いていることに気付いた。ぼうっとしながらも、その室内を視界に入れる。中は独房のように狭かったが、物置にしては置かれているのは古びた毛布と配管に繫がれた鎖だけだった。鼻につくじめっとした異臭に、にわかに意識が覚かく醒せいに近づく。まるで人が閉じ込められていたような部屋だ、と彼女が思った瞬間、テヴァは背後に衝撃を感じて昏こん倒とうした。

　そして今、目が覚めたのだ。

　手を伸ばして周囲を探るが、首飾りはどこにもない。当然ながら取られたのだろう。しかし代わりに、何か冷たいものがぺたりとテヴァの手の甲こうに乗ってきた。

　彼女はぎょっとして手を引っ込めたが、すぐにゲロと小さな鳴なき声が聞こえたので顔を輝かせた。

「リューン」

　手を伸ばすと、カエルは再び彼女の腕を上ってきた。

　その黒い目が見えるように、リューンが乗った腕を顔の正面まで上げる。この薄暗がりではリューンの綺き麗れいな緑色はわからなかったが、そのきらきらと輝く一対はよく見えた。

「ついてきてたのね」

　リューンは、「うん」とでも答えるかのようにゲロと鳴いた。

　テヴァは思わず笑みを漏らす。こんな小さな生き物でも、親しんだ相手がいると幾いくばくかの安堵が生まれるものである。

「ありがとう」

　とテヴァは礼を言った。

　すると、意外なことに人間の声が返ってきた。

「……誰と喋しやべってるの？」

　テヴァははっとして目を凝こらした。大分この暗がりに慣れてきた。もう自分の足先まで見える。彼女は声が聞こえた方向をじっと見つめ、そこに髪かみの長い女性が座すわっていることに気付いた。

「……ベラ？」

　テヴァは半なかば確信を込めて聞いた。

　すると娘がはっと身体をこわばらせる。

「……あなた、誰？」

「よかった！」

　テヴァは心の中で快かい哉さいをあげた。最悪の状況も考えていたのだ。でも間違いなく、ベラ＝デインは生きていた。

　揺れる馬車の中を、テヴァは転ばないように四つん這ばいになってベラに近寄った。どうやら彼女はもうずいぶん長いことこの馬車の中で起きていたらしく、テヴァが近づいてくるのに気付いて少し後ずさった。

「誰なの？」

「怖がらないで。大丈夫。あなたを助けにきたの。私はテヴァ＝レイよ。ご両親が、とてもあなたのことを心配しているわ」

「パパとママが……？」

　近づくと、テヴァの目にもベラの顔が見えた。

　彼女の母親が描写した通り、目が小さく額ひたいが広い。いかにも大人しげな優しい顔立ちである。しかし髪は乱れていて、ひどく疲れているように見えた。

「あなた誰？　知らないわ」

「あなたのお母様に依い頼らいされたの。娘の居場所を捜さがしてって。占い師だから本当は助けるところまでは私の仕事じゃないんだけど……、今回は特別よ。ベラ。どこにも怪我はない？」

　テヴァは安心させるように彼女の手を取った。

　ベラはなおも怯えているように見えたが、テヴァが辛しん抱ぼう強づよく彼女の手を握っていると、だんだんと力が抜けていくのがわかった。

「……怪我はないわ。本当に？　私を助けにきてくれたの？」

「ええ、そうよ。もう大丈夫。あなたは美お味いしいパンの匂いのする家に帰れるわ」

　そうはっきりと答えると、ベラはくしゃりと顔を歪めてテヴァに抱きついた。汗や汚れの匂いがする。攫さらわれてからずっと、身体を拭ふかせてさえもらえなかったのだろう。ベラは肩を震わせて泣いていて、テヴァは彼女が落ち着くまでその背中を優しく撫でた。

　やがてベラは、しゃくり上げながらもテヴァから身体を離した。

「……あなた、さっき誰と喋っていたの？」

「ああ」

　とテヴァは笑った。自分が呼ばれたとわかっているのか、それまで床で大人しくしていたリューンがぴょんぴょんとテヴァの身体を上ってくる。

「カエルのリューンよ。私の友達なの」

　そう言ってベラに紹介すると、彼女はきゃっと小さな悲ひ鳴めいを上げて驚おどろいた。

「カエルが友達？　冗じよう談だんでしょう？」

　どうやらベラ＝デインはカエルが嫌きらいなようだ。

　テヴァはがっかりした。確かに、カエルが好きな女性の方が珍めずらしいかもしれない。テヴァにしても、特別カエルが好きというわけではなく、苦手ではないだけだ。

　ベラの反応に対して、リューンは抗こう議ぎするように鳴いた後、ぴょんぴょんとテヴァの腕を跳んでその肩に落ち着いた。ここがリューンの定位置なのだ。

　その時テヴァは、ベラが強こわばった表情でテヴァから距離を取ろうとしていることに気付いた。

「どうしたの？」

　そこまでカエルが嫌いなのだろうか？　そう思ったが、ベラは不ふ審しん感かんも露あらわに言った。

「……あなた、本当に私を助けにきたの？」

「どうして？」

　突然疑うたがわれる理由がわからず、テヴァは戸と惑まどった。

「だって、カエルの首飾り……」

　その言葉に、テヴァははっとする。ベラもカエルの首飾りを持っていたのだから、テヴァと同じ方法で誘ゆう拐かいされたに違いなかった。

「ベラ。あなたが持っていたカエルの首飾りは誰にもらったの？」

「……あなた、仲間なんじゃないの？」

「違うわ。私もそのカエルの首飾りで攫われたんだもの」

　テヴァがはっきりとそう言うと、ベラの瞳の中の不審がわずかに和やわらいだ。

「いつもパンの配達をしているおじさんよ。商品が余あまったからあげるって言われて、最初は断ったんだけど、幸運のお守りだからって押し付けられて……。だからもらって帰ったの」

「そのおじさんの名前は？」

「エルモ……エルモ＝ランドさん」

『彼は商人ジンデルを騙かたっている』

　そう言ったカイエンの言葉を信じるなら、やはりエルモというのがあの男の本当の名なのだろう。

「でもその日の夜、そのカエルの首飾りが突然喋り始めたの。『月を盗れ』って。それで私……よくわからないんだけど、身体が勝手に動いちゃって……。パパとママはもう寝ねてたから気付かなかったのね。光石の塔に着いたら、誰かに殴られて……目が覚めたら、見たこともない部屋にいたわ。とても怖かった」

「ベラ、あなたを攫った人間を見た？　何人くらいいたの？」

「部屋に来たのは多分二人よ」

「そのエルモさんは？」

　ベラは首を振った。

「あ、でも……エルモさんっぽい声は聞いたかもしれない。部屋の中には窓もなくてとても狭かった。私は部屋の隅の配管に鎖で繫がれてて、何度も大声を出したけど誰も来てくれなかったの。何日経たったかもわからないし、食べ物ももらえたのは水と堅いパンくらいよ。パパの作ったふかふかのパンが恋しかった。それで私、きっとこのままあの部屋で死ぬんだって思ったの。それなら寝ている間に死にたいって思ったわ。だからほとんど眠ってた。でも寝ている間に何か袋に入れられたみたいで、目が覚めたら身動きが取れなくなってた。暴れたけどどうにもできなくて、その後この荷車の中に放り込まれたの。ああついに殺されるんだって思った。気が狂くるいそうだったわ。でもしばらくしたら気を失ったあなたがやっぱり中に放り込まれて、それから馬車が動きだしたの。私、もう、」

「ベラ。わかった。わかったわ」

　テヴァは慌あわてた。彼女の声が次し第だいに大きくなっていったからだ。

　ベラはひっひっと息をしている。過か呼こ吸きゆうだ。

「大丈夫よ。落ち着いて。あなたは殺されたりなんかしない。私が助けてあげる。絶対よ。だからゆっくり息をして。私の呼吸と合わせて。ゆっくり息をするの」

　なんとか呼吸を整えようとする娘を抱きしめながら、テヴァは自分の中の怒りがごうごうと燃え上がっていることに気付いていた。

　この娘は、どんなに恐ろしい思いをしたんだろう。

　死を覚悟したのだ。絶望を経験した。それは人ひとりの人生を歪ゆがめるのに十分な出来事だ。身体は無事でも、心的外傷はずっと残る。

「……は……は」

　ベラの呼吸が落ち着いてきてから、テヴァはゆっくりと彼女から身体を離した。ベラの顔を両手で包み、まっすぐに視線を合わせる。

「大丈夫よ、ベラ。あなたは助かる。私を信じて」

　テヴァは右手の人差し指と中指で、ベラの額をついた。

「ジンのご加か護ごがありますように」

　ここは砂漠じゃない。きっとジンの加護は届かない。

　けれどこういった祈りには、何か意味があるはずだ。言葉に表せない何かが。

　星テラだけが感じる、この確信のように。

「このままではすまさないわ」

　その直後である。

　ドガン！　バキ！

　という音と衝撃と共に、馬車が停まった。

「んだよ！」「でけぇ石だ」「くそ。車輪がいかれてやがる」

　男二人の声が聞こえた。草を踏む足音もする。

「馬はどうだ？」

「おい、後ろ見てこい。商品に傷がついてたら値段が下がる」

　テヴァは黙ったままベラを促うながし、荷車の扉の側に移動する。

「何をしたの？」

　背後のベラが、小声で聞いてきた。

「何も」

　肩越しに振り向き、テヴァはにっこりと笑う。

　そう。テヴァは何もする必要はない。

　矢が降れば、彼女を避けていくだろう。

　前触れのない砂嵐は彼女を襲おそわない。

　直感だけではない。超常的な強運。

　それが星テラの星テラたる所以ゆえんなのだ。

　ガコン

　と扉の心張り棒を外す音がした。

「いい？　月がある方へ走るのよ」

　テヴァはベラに言った。

　ぎぎ、と錆さびた蝶ちよう番つがいの音をさせて扉が開く。

「おい、お前ら怪我してねぇだろうな？」

「走って！」

　テヴァのその声を合図に、二人と一匹は夜の中に飛び出した。
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　クラウシス王は外の椅子に腰掛け、赤い葡ぶ萄どう酒しゆの入った杯さかずきを傾けていた。

　夜の風は少し肌寒くなってきている。しかし大気はまだ夏の香りを帯おびていて、このひと時しか交われない精霊達が手に手を取って踊おどっている。

「お休みのところを申し訳ございません」

　ザイルは王の背後から声をかけた。するとクラウシスは、振り返らないまま笑う。

「はは、寝ていたわけではない。月を見ながら酒を飲んでいたのだ」

　なるほど、ここは二階なので、欠かけていく月がよく見えた。決して欠けることのない光石の月もだ。

　遠くで人々の騒ぐ声が聞こえる。月祭りは、街の祭りだ。王族は関わらない。だから毎年こうして静かに二つの月を見物することができた。

「まるで夜よ闇やみに食くわれていくようだ。そう思わんか？」

　王はそう言ってザイルを振り向いた。

　その顔色は、普段と変わらない。クラウシスが酒に酔よって赤くなるところなどザイルは見たことがなかった。酔わない体質なのだ。クラウシスは決して我われを忘れない。

「しかし消えてなくなることはありません」

　ザイルは答えて王のすぐ後ろに立った。

　空に浮かぶ月はもう猫の引ひっ搔かき傷きずほどしか残っていない。地面に繫がれたもう一つの月は、天上の月の様子を窺うかがっているようにも見えた。

「確かに。完全に食われても、月はその存在を赤く主張する。厄やつ介かいなことだ」

　王は酒を口に含んだ。

「陛へい下か」

　ザイルは言う。

「ウルズラ様はお元気でしょうか？」

　ウルズラは王の妃きさきの一人だ。自己愛と自惚うぬぼれが強い、末の王女を産んだ女。まさに『水すい仙せん』の花言葉通りだ。

「ああ。元気だとも。離宮に籠こもった娘を心配している」

「どうやらあの方の懸け念ねんはそれだけではないようです」

　彼はそう言うと、手に持っていた書類を王の前に差し出した。先ほどジャルヴが持ってきた報告書だ。

　眉まゆを上げた王は杯を置き、書類を受け取る。

「陛下が目にかけていらっしゃる商人ジンデル……。あの男は、ジンデルではありません。伝説を騙っているだけのようです。本当の名はエルモ＝ランド。ただの仲ちゆう介かい屋やです」

　それは最初からわかっていたことだった。

　ジンデルが王に近づいてすぐ、ザイルはあの男について調べたのだ。そして偽にせ物ものだとわかっても放っておいた。何かの時に使えるかもしれないと思ったからだ。

　けれどミリアナがいなくなった時、ザイルはすぐに動くべきだったと後こう悔かいした。

　彼女が失しつ踪そうした三日前の夜中、商人ジンデルが乗った馬車が城門を出たという門番の証言があったからだ。ジンデルは王のお気に入りなので、彼の顔さえ見えれば馬車の中は確認されない。つまりミリアナが城奥にある自分の部屋から出さえすれば、簡単に城から連れ出すことができたというわけだ。

「あの男の飼い主はウルズラ様です。しかもその証言記録を見る限り、二人はただならぬ関係のようだ」

　ジャルヴは優秀だ。

　ザイルが求めるものを的てき確かくに持ってくることが出来る。

　そもそもジンデルを騙るあの男が最初に城に踏み入れたのは、ウルズラ妃ひへの贈おくり物を持ってのことだった。

　透明性の高い希き少しような赤い石。

　アルマンディン。別名『月』だ。

『そういえば、ウルズラがこの間新しいブローチを身につけていたが、お前が献上した石らしいな。あれはああいう赤い石をずっと探していた。おかげで我が妃のご機き嫌げんはすこぶるいいぞ』

『月祭りに間に合ってようございました』

　今け朝さの王と商人の会話を思い出す。

　クラウシス王はどこまでわかっているのだろう。

「なるほど……それは残念なことだな」

　王は言いながら、報告書を捲めくった。熟読はしていない。クラウシスは簡単に目を通したそれをぱさりと横のテーブルに置くと、再び杯を取って続けた。

「よくわかった。ではウルズラは離宮に移し、ジンデルを騙った男は処刑する。手配してくれ」

　そのひどく無感情な命令に、ザイルはしかし驚かなかった。

「事実の確認はされないので？」

　王は笑う。

「お前の調査以上に信用できるものはない」

　赤い液体が、王の口に流れ込み喉のどがごくりと上下に動いた。ザイルは目を眇すがめる。

　クラウシス＝ディ＝ドゥヴネは、一般的に評価されているような平へい凡ぼんな王では決してない。

　ほんの一握りの者だけが気付いている事実だ。クラウシスは冷静で権けん謀ぼう術じゆつ数すうに長たけた策さく略りやく家かだった。平凡な王を演じているのも、時勢がそれを求めているからにすぎない。

　彼が王になった時、兄であるウィンドル王の死に不審を抱いだく者がいなかったのも同じだ。常に兄の陰に隠れていた凡ぼん庸ような弟が、あの激しい兄王を手にかけるなどと誰が想像するだろう。

　そうしてクラウシスは、皆みなに求められる王になったのだ。

「……エルモ＝ランドには、私の侍じ女じよを誘拐した嫌けん疑ぎもございます」

　ザイルは王の反応を窺うように言った。

　クラウシスは眉を上げ、ちらりと斜め後ろに立つ甥おいを見る。

「お前の侍女を？　なぜだ」

「私の恋人です」

「……ほお」

　その時になって初めて、王は興味を抱いたように言った。口の端はに笑みを浮かべる。

「なるほどな。ウルズラは自分の地位を確立するためにアレクシアをお前と結婚させたがっていた。お前の恋人を邪じや魔まに思うのは道理だ」

　そう言ってから、王は再び頭上の月に視線を戻した。その顔はもう、この話題への興味を失っていた。

「ならばなおさらのこと、処分はお前に任せよう。それより見ろ、ザイル。すぐ月が赤く染まるぞ。懐なつかしいものだ。数年前は娘達と共にあの月を見上げたというのに、今は誰一人として手元に残っておらぬ。娘というのはつまらないものだな」

　この時ザイルは確信した。

　王は知っている。

　ミリアナという名の侍女が王城の中からこつ然と消えたことも、……彼女が自分の娘であるという事実も。すべて知っているのだ。

「血というものになんの意味があろう。血を分けた兄弟とて、目に映るものは違う。生きる術すべもよりどころもすべてが違うなら、他人と同じではないか。そう思わぬか？」

　王は月から目を離さない。けれどその全身が、自分を見ているとザイルは感じた。

「実の息子むすこよりもザイル……お前の方が私に近しい。そのことも、血に意味はないということの証明だ」

　言ってから、王は杯を置く。そしてひどくゆっくりと立ち上がった。目線はザイルの方が上だ。けれどクラウシスには、得体の知れない闇があった。その青い双眸は、がらんどうのようでありながら吸い込まれそうな力を持っている。

「十年前のお前が今のお前であったなら、私は王座に座っていなかっただろう。運命とはおかしなものだ。二年前……お前に何があった？　ザイル」

　そのことを、直接問われたのはこの時が初めてだった。

　クラウシスが顔色を変えることはない。何ものにも酔わず、我を忘れない。民たみが本当に恐れるべきは、亡なきウィンドル王ではない。目の前のこの男だ。

　男は国が焼け野原になろうが眉ひとつ動かさず王座に座っているだろう。国も血族も、男には興味がないのだ。

　ザイルは笑みを浮かべる。

　面白い、と彼は思った。

　彼は闇を持たないが、知らないわけではなかった。むしろ、心地ここちいいとさえ思える。常に、限りなく近くにあったものだ。手に触れてさえいた。けれど決して、自らのものとはしなかった。

　信じていたからだ。

　探すものは必ず見つかると。

　そして見つけた。

　だから手放すわけにはいかない。

「赤い妙みよう薬やくを口にしたのですよ」

　彼は答えた。

　それだけでよかった。

「夜分に失礼いたしました」

　そう言って、踵きびすを返す。ザイルをからめとろうとした闇は彼に触れることさえ叶かなわず、失意の声が聞こえてきそうだった。

　彼が扉に手をかけたところで、後ろから王が声をかけた。

「ザイル」

　ザイルは振り向いた。そこには凡庸な仮面を被かぶった王が立っている。

「よい夜を」

「……ええ、よい夜を」

　彼は答えて、部屋を出た。

　パタリと、扉を閉めてすぐ意識を切り替える。

　これでもう、偽ジンデル……エルモ＝ランドを護る者はいない。ザイルは足早に城の外へ向かった。

　足を進めながら、頭の中を整理する。

　そもそも一介の商売人であったエルモ＝ランドがどうして商人ジンデルを名乗りウルズラ妃の駒こまとなることとなったのか。

　その疑問の答えもすでに得ていた。おそらくエルモ＝ランドは手に入れたのだ。

　魔石を。

　それにより、人生を変えた。

「ザイルミアド殿下でいらっしゃいますね」

　ちょうど城の外庭にさしかかったところで、彼は足を止めた。

　空は夜の中に落ちている。城の周囲を煌こう々こうと照らす火の灯りは陰となった場所の闇を濃こくしながらも、夜の静けさにささやかな意い趣しゆ返がえしをしようとしているようだった。

　声は、その火の届かない場所から聞こえた。

「お話がございます」

「何者だ」

　その声に聞き覚えはなかった。けれど若い男であろう、ということは見当がつく。それもそれなりの人生経験を積んでいるようだ。王城に忍び込み、暗闇から王族に声をかけているというのに、その声からは気き負おいや警けい戒かい心しんというものがまったく感じられなかった。まるで昼間の街で、知人に話しかけているかのような気安さである。

「殿下と取引をお願いしたい者です。エルモ＝ランドの処しよ分ぶんは私に任せていただけませんか？」

　男は名乗らなかった。エルモ＝ランドの名に関係しうる人物の中で、このような行動を起こせる者を、ザイルは頭の中で検索する。声は続けた。

「その代わり、エルモから得た情報をお渡しします」

　ザイルは嘲ちよう笑しようした。

「すでにエルモ＝ランドはお前の手の内だということか」

「残念ながらその通りです」

「成立するような取引じゃないな。こちらがエルモを手に入れて自分達で情報を聞き出せばいい話だ」

「殿下があくまでエルモを捕らえようとするならば、そうなる前に、エルモは死んでいるでしょう。あなたは何も得ることはできない。……私は、誰かに追われることなく、ゆっくりとあの男に罪を償つぐなわせたいだけです」

　つまり、他人に捕えられるくらいなら殺すということだ。

「……なぜ僕を交渉相手に選んだ」

「あの男の周囲を探っていたのがあなたの騎士だからです」

　ジャルヴだ。一応ジャルヴも正体は伏ふせて調査をしていたはずだが、責めることはできない。生まれながらの貴族である男は、どんなにぼろを纏まとってもその所作を隠すことはできないのだ。

「それともう一つ」

　と男は言った。

「……あなたはテヴァ＝レイと親したしいようだ」

　ザイルはかろうじて、すぐに動くのをこらえた。もう少し情報を得なければ、と自分に言い聞かせる。

「テヴァに何をした」

　問いながら、ザイルはベルトの金具に触れた。その一部だけ、特別な加工がしてあった。指を当てて横に撫でるだけで皮ひ膚ふが切れる鋭い刃やいばである。

「カエルの首飾りを渡しました」

「カエルの首飾り？」

　カエル、という言葉に銀色の髪の娘を連想する。

「そうです。もとの持ち主こそエルモ＝ランド……ご存知のように、商人ジンデルを騙った男です」

　ザイルは男のいるあたりに目を凝らした。わずかだが、暗がりに目が慣れて男の姿形が露わになる。男は全身を、夜に溶けるような黒い上下で覆おおっていた。武器らしきものは持っていないようだ。ただ無防備に、そこに立っている。

「首飾りには、催さい眠みん誘ゆう導どう効こう果かのある魔石が使われています」

　ザイルは瞬まばたきをした。それはまさに、今日ジャルヴから報告を得たことだ。

　エルモ＝ランドが、特別な魔石を持っていたと。

「その魔石は、かつてエルモに宝石商から『月』を盗ませ、そして少女達を『月』に誘導し誘拐した」

「……」

　今日ジャルヴが、目撃者の老人に情報を確認した後裏うら通どおりの魔ま技ぎ師しに寄ったのは、エルモ＝ランドが最近そこを訪れていたという証言があったからだ。その報告をテヴァの乱入によって遮さえぎられた騎士は、彼女が城を出た後に続きを報告した。

『どうやらエルモは、とても珍しい魔石を持ち込んできたようです』

　ガ＝ジャルヴはそう言った。

『なんというか、人の意識の中に入り込む魔石で、ある言葉を繰り返すことによって催眠誘導効果を生むと……。ただエルモはその魔石がどういうものか知らなかったようで、どういった効果のある魔石なのだと魔技師のところに聞きにきたそうです』

　世の中に出回っている魔石は火ひ石せきや光石がほとんどだ。それは火を熾おこしたり、暗い場所で灯りを求めた時に、人の生活を通常より便利にしている。だから催眠誘導効果のある魔石など、一般的に流通しているもののはずがなかった。

『エルモはどういう経けい緯いでそれを手に入れたんだ』

『魔技師が聞いたところによると、酒場で見知らぬ男にもらったとか……』

『その魔石には、具体的にどういう誘導効果がある？』

『それが……《月を盗れ》と』

　ジャルヴは困惑しているようだったが、ザイルはそれを聞いて、理解した。

　月。

　その言葉が示すのは、あの天空に浮かぶ月だけではない。

　赤い宝石。

「半月前、旅の宝石商がヒルドに持ち込んだ宝石を盗まれた事件があったな……。透明性の高い赤い宝石。アルマンディンを」

　ザイルは男に言った。男が笑ったような気配がした。

「さすが殿下、話が早い。……そう。エルモは、たまたま知り合った宝石商が、入手した赤い宝石でウルズラ妃に取り入ろうとしている話を聞いて、それを羨うらやんだのです。彼の稼かせぎは日に一杯の酒代で精一杯でしたからね。しかし盗もうとまでは思っていなかった。ところが魔石を手に入れ、気付いたら『月』と呼ばれる赤い石が手元にあった」

　男は、朦もう朧ろうとした意識下でも自分が『月』を盗んだことは覚えていたはずだ。意識のない人間を操る魔石は存在しない。

「エルモは、自分にそんな大だい胆たんなことが出来るのかと驚いたようです。そのまま『月』をウルズラ妃のところへ持っていき、さらに彼女の信頼と寵ちよう愛あいを得るために、商人ジンデルを名乗った……。愚かなことにね」

　男の誤算は、ウルズラ妃が、〝なんでも手に入れられる商人ジンデル〟に、ある娘の誘拐を依頼したことだ。

〝商人ジンデル〟はそれを拒否できなかった。

　しかし、自分がやったという証しよう拠こを残すわけにもいかない。

　そのため、手元にあった魔石を利用することにした。

「ベラ＝デインの誘拐は試験的なものだったそうです。エルモは本番で失敗するわけにはいかなかった。彼は、ウルズラ妃に命じられたのだそうですよ。殿下の侍女を誘拐しろと」

　ミリアナのことだ。

「しかしベラ＝デインの誘拐に成功したエルモは、よりによって本番で失敗した。彼は途中で娘を取り逃がし、同時に首飾りも失くしてしまった」

　ここで、話が繫がった、とザイルは思った。

　元海賊の報告にあったではないか。ミリアナを乗せたと思われる馬車から落ちたものを、拾った男がいると。

「その首飾りを拾ったのが、お前というわけか」

「そうです。残念ながら、逃げた侍女の行方まではわかりませんでしたけどね」

「なぜ首飾りをテヴァに渡した」

「あの娘が、ベラ＝デインの居場所を知りたがっていたからです」

　男は続けた。

「でも心配する必要はないと思いますよ。……なにせ、彼女は星テラだ」

　十分だ、とザイルは思った。指を引き、皮膚を浅く切る。流れるのは血だ。それが糧かてになる。ザイルはその血で、目ま映ばゆい閃せん光こうを作った。

「なっ」

　怯ひるんだ男に対して、彼は正確に動いた。素す早ばやく距離を詰つめ、首を摑み、地面に引き倒す。目映い閃光はやがて穏おだやかな光に収しゆう束そくしていき、ザイルの手元をよく照てらした。

「……ぐ」

「見覚えのある顔だな」

　首を押さえつけられ、苦く悶もんの表情を浮かべる男は想像していたよりも若かった。そう。この身体と同じくらいだ。彼はすぐに、その顔をどこで見たか思い出した。

「そうか……貴様が」

　ジャルヴの報告書の中だ。

　有能な騎士は、ザイルに命じられたことを漏らすことなくこなした。

　ついでのように命じたギルハン通りの花屋についての調査も、だ。それも姿絵付きで。

「なるほどな。お前にはいくつか名前があるというわけだ。カイエン＝ネツディル……いや、ジンデル」

　ザイルは確信と共にそう言った。

　エルモ＝ランドはただの小物だ。

　その身柄を、わざわざ王族に取引を持ちかけてまで確実に自分のものにしようとする男など一人しかいない。

　本物の商人ジンデルだ。

　自分の名を騙られた男。

「自分の偽者を捕まえるためにこの国に来たのか？　暇ひまなことだな」

「……それはたまたまですよ。私の目的は別にある」

　ザイルは殺気を感じて男から飛び退いた。

　その手に見たことがないほど細く小さな刃が握られている。見えないように手元で隠していたのだ。うかつだった。

　素早く身体を起こして膝立ちになった男は、先ほどの閃光はなんだったのかとばかりに周囲を窺った。しかし騎士や兵士が現れたのではないとわかると、じいとザイルを見てから、それまでで一番緊張した口調で言った。

「……取引成立です。殿下。またいずれお会いしましょう」







　ジャルヴは一番城に近い城門の側で待っていた。もちろんギーも一緒である。連れている馬は三頭。どれも駿しゆん馬めだ。

「遅かったじゃねぇか。何してやがったんだ」

　開口一番ギーが苛立ちも露わに悪態をつく。

「鼠ねずみにまとわりつかれてた」

　とザイルは短く答えた。

「お前、馬には乗れるのか？」

　ジャルヴから外がい套とうを受け取ったザイルは、ふと不安になって元海賊に聞いた。

「馬鹿にすんなよ」

　ギーは不ふ愉ゆ快かいそうに答えると、その大柄な身体からは想像出来ないほど軽かろやかに馬に跨またがった。馬の手た綱づなを引いて、うまく操る。どうやら海の上の生活ばかりというわけではなかったらしい。

「いいだろう」

　ザイルは言って、自分もまた馬に跨がった。同じく騎乗したジャルヴに命令する。

「お前は兵士を連れてカイエン＝ネツディルの家へ行け」

　ジャルヴは困こん惑わくした顔を見せた。

「は？　あの花屋のですか？　しかし殿下は……」

「いいから行け」

　ザイルは再び鋭く命じた。ジャルヴはまだ不審そうな顔をしていたが、「かしこまりました」と答えて馬の手綱を引いた。

「おい。どういうことだ。俺達はどうすんだ？」

　ギーが聞いてくる。

「俺達は直接テヴァのところへ行く」

　ザイルは、この男の前でだけ一人称が『俺』となることを自覚していた。ギーは自分の正体を知っている。だからつい口調も戻ってしまうのだ。『僕』は彼の中の男の一人称だ。彼の中の【声】の。

　ザイルはずっと、その男を演じている。この身体は、その男のものだからだ。

「だがどうやって……」

「知っているだろう、ギー。俺が誰か」

『彼』は言った。

　空を見上げる。

　すでに月はその様よう相そうを変へん貌ぼうさせていた。丸く浮かぶ赤い月。

　赤は、血の色だ。だから、血を操る『彼』にはあの赤い月さえ自由に異能の糧とできた。

　しかしそれは、二年前までの話だ。

　この身体に入ってからは、あまり大きな力を使えていない。感覚が違うからだろう。けれど、出来ないなどと言ってはいられなかった。

　テヴァを。

　あの星ほしを探さなくては。

　彼女は血を流している。

　あの赤い月はすべてを見ているだろう。

　空から一本の糸をたぐるようにして痕こん跡せきを見つけ出す。血を辿たどるのだ。

　赤い糸。

　捕まえてみせる。

　彼女へと、繫がる糸を。
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　テヴァは駆けていた。

「ベラ！　こっちよ、早く！」

　誰もいない森の茂みに大声で声をかけながら走るのは思っていたよりもずっと体力を消しよう耗もうした。しかしこうすれば、男達は荷車から逃げた娘が二人ともそこにいると信じるだろう。

　がさがさと、わざと物音を立てながら走る。これも、男達をおびき寄せるためだ。

「待ちやがれ！」

　テヴァは時とき折おり背後を窺ったが、その努力の甲か斐いあって、確かに男が二人追いかけてきていた。馬車の中から聞こえた声は二人分だけだったので、ベラの方には誰も行っていないはず。あとは無口な三人目がいなかったことを祈るのみだ。

　背の高い針しん葉よう樹じゆの間を、落ちている枝や突き出ている石に足を取られないよう大おお股またで駆けていく。体力に自信はある。砂漠の民なのだ。そうでなくては生き延びられない。

「おい、埒らちがあかねぇ！」

　テヴァはもう後ろを窺うのをやめて、前を向いて走ることに専念することにした。

　心の片隅で、自分は何をやっているのかと自問する。

　この時テヴァは、生まれて初めて直感に逆らって行動していたのだ。先ほどからずっと、こちらは危険だと早はや鐘がねを打つ心臓が警告を放っている。けれど自分が危険な方に行けば行くほど、ベラが無事でいられる可能性は高くなるはずだ。だからこうして走っている。

　誰かを助けるために自らの身を呈ていするのは生まれて初めてのことだった。

　常に護られる側であった彼女の中に、誰かを護るということはわずかな恐怖と罪悪感、それに不ふ思し議ぎな高こう揚よう感かんをもたらしていた。これまで知らなかった感覚だ。

　四し肢しの隅々まで神経が研とぎ澄すまされるのを感じる。もし砂漠の一族の者が見れば悲鳴を上げるだろう。やめてくれ！　と叫ぶかもしれない。星テラに傷がつけば、ジンが怒ると言われているのだ。けれどテヴァはそれは噓うそだと知っていた。その証拠に、彼女が魔人に穢けがされてもジンは何もしなかったのだから。

　大丈夫だ。

　死ぬつもりなどない。

　自分は星テラなのだ。強力な運を持っている。

　必ず事態は好転する。

　自分の部屋で抱いた星テラとしての能力への猜さい疑ぎは頭の中から閉め出していた。

　今は信じるべきだ。道は開けると。

　そうでなくては、足を前に出すことなど出来ない。前を見ることなど出来ない。

「っきゃ！」

　突然、横からの衝撃で地面に投げ出された。

「へっ！　観念しな！」

　幸い身体が打ち付けられたのは柔らかい土の上だったが、気付けば男が馬乗りになっていた。テヴァは唇くちびるを嚙む。一人が横から回り込んでいたことに気付かなかった。後ろから追いかけていた男もすぐ追いついてくる。二人は肩で息をしているが、それはテヴァも同じだった。

　男の向こうに赤い月が昇っている。

　男達の持っていたランタンの灯りが、夜に慣れたテヴァの視界を眩まぶしく照らした。

「くそ、もう一人はどうした」

「逃げたんだろうよ。こいつ、生意気にも囮おとりになりやがった」

　男達が言う。

「おい、ただですむと思うなよ」

　ぐい、と馬乗りになっている男がテヴァの胸倉を摑んだ。

「こっちの台詞せりふよ」

　テヴァは嘲笑した。

　直後、顔に衝撃が走る。殴られたのだと遅れて気付いた。ガンガンと頭の中で鐘が打ち鳴らされているようだ。走るのをやめたのに心臓は収まらない。指先が震える。

「どうする」

「どうしようもねぇよ。こいつだけでも売っちまおう。どうせエルモはもう頼りにならねぇんだ。俺達の好きにすればいい」

「なぁ、エルモの奴やつ、本当に保安隊に捕まったのか？」

「俺が家に様子を見に行った時にゃ、家ん中はしっちゃかめっちゃか。ドアなんて歪んでたんだぜ。保安隊に捕まったんじゃなきゃ、やべぇ奴怒らせて連れて行かれたんだ。ともかくあいつが誰かに捕まった以上、俺達も早く逃げなきゃやべぇだろ。この女だけでも売れば、まぁ元は取れる」

　エルモ。

　やはり、この男達はエルモ＝ランドの手先だった。しかし男達の様子を見る限り、この行動は彼らの独断のようだ。誰かに捕まった？　テヴァには、その理由に思い当たるところがあった。

　カイエン＝ネツディル。

　今日エルモの家に行った際、あの男が待ち伏せしていたではないか。

　きっとエルモ＝ランドはあの男に何かされたのだ。人の名を騙ったから？　自分が何か被害を受けたわけでもないのに、たったそれだけの理由で制せい裁さいを加えようなんて、カイエンは狂っているとしか思えない。いや……被害を受けたのだろうか。彼が。

「ああ、くそ。むしゃくしゃするな。顔殴っちまったじゃねぇか」

「そうだよ、お前。商品に傷つけんなってあれほど言ってたのによ」

「おい、もうこいつここでやっちまうか？　どうせ値段が下がるんならいいだろ」

　男の手が上じよう衣いの裾すそから侵入して腹を撫でたので、テヴァは思考を中断せざるをえなくなった。

　血の気が引く。

　何を考えているのだ、この馬鹿どもは。

『とても不用心だね、テヴァ＝レイ』

　今日、ザイルに言われた言葉が蘇よみがえる。

　ああ、その通りだ。なんてことだろう。

　この男達の考えていることをされれば、星テラは完全に〝落ちる〟。二度と戻ることは出来ない。純じゆん潔けつこそが、星テラの条件なのだから。

「おいやめとけよ。こんなとこで」

「うるせぇ。大金がパァになったんだぜ。これくらいの役得いいだろ」

「……ったく。俺にも回せよ」

　そう言いながら、もう一人の男もこちらに近づいてくる。

　テヴァは息を吸った。

　もう運は尽きてしまったのだろうか。自分は星の直感に逆らった。その結果がこれなのだから、文句は言えないだろう。もう星の力は及およばない。

　ああ、ならば。

　残っているのは、この意志と身体だけだ。

　男が腿ももの上に座り込んでいるから脚は使えない。けれど腕は動く。彼女はそっと土を握り込んだ。男の目を潰つぶせば、隙はできる。武器となるものはいくらでもあるだろう。鋭い木の枝。固い石。ランタンの火。

　諦あきらめるという選択は、彼女の中にはありえなかった。

　常に、進む。前へ。死ぬその瞬間まで、生きてみせる。輝き続ける星ほしのように。

　しかし反撃する前に、テヴァはそれに気付いた。

「おい、誰か来るぞ」

　遅れて男達が気付く。地面に響く、馬の蹄が土を蹴ける音。

　立っている方の男がランタンをかざすが、森の深い暗闇の中に音の正体は見つからない。

　そしてその時唐とう突とつに、蹄の音が止まった。

「死ね」

　男の背後から声が聞こえた瞬間、まずテヴァに馬乗りになっていた男の頭が蹴り飛ばされた。返すその身体で、もう一人の男の腹にも一撃が入り、吹っ飛ぶ。

　きっと彼らには、何が起きたかもわからなかっただろう。

　あっという間にテヴァの周りから二人の男が消え、後に一人だけが残った。

　立っていた男の持っていたランタンが突然現れた第三者の足元に転がり、その背を浮かび上がらせる。

　ああ、来たのだ。

　彼女はすぐにそう思った。目頭が熱くなる。どうしてこんなにも安堵するのか。この男は自分からすべてを奪うばったのに。

　しかし振り向いた男の顔には、彼女が思い描いていた一対は存在しなかった。

「……ザイル？」

「だから不用心だって言ったんだ！　この馬鹿が！」

　この国の馬鹿王子は、これまでテヴァに向けたことのない乱暴な罵ば倒とうを口にすると、側に来て膝をついた。そしてぐいと彼女を抱き寄せると、その額に口付けをする。

　テヴァは今度こそ混乱した。

　どん、とザイルを突き飛ばし、飛びずさるようにして立ち上がる。

　先ほどとは違う意味で血の気が引いた。

　なんてことだろう。

　一度ならず二度までも、掟を破ってしまった。それも違う男によって。

　テヴァ達一族にとって、眉間はとても神聖な場所だ。そして普通、妻や夫にしかそこへの口付けは許されない。

　当然ながら純潔が条件の星テラにおいては、口付けされること自体が禁きん忌きだった。

　砂漠を追い出されるほどの。

「な、なんてことを……」

　これでは、ザイルのことも殺さなくてはならない。

　砂漠に戻るためには、口付けをした相手を抹まつ殺さつすることが絶対条件なのだ。だからテヴァは、ロウを殺すために砂漠を出た。

　あの時、ロウがテヴァの眉間に口付けをしたから。

「安心しろよ。お前に掟を破らせたのは俺一人だ」

　男は言いながら立ち上がった。

「ザイル？　なんだか口調が……」

「ああ、テヴァ＝レイ。お前はあまりに不用心で無警戒で鈍どん感かんだ。危険だと事前にわかったとしても、お前にそれを回避するつもりがないなら意味はない。首の上についてるのはただの飾りか？　ずいぶん可愛くて俺好みの飾りじゃないか。いいから大人しくちょっとこっちへ来い。息が止まるまでその飾りの唇を塞ふさいでやる」

「……」

　テヴァは口元を引きつらせて後ずさった。

　ちょっと状況が理解できない。

　目の前の男はザイルではないのだろうか？

　だって、この傲ごう慢まんで理解不能な話し様には覚えがある。

「それとも俺が怖いのか？　愚かで可愛いテヴァ＝レイ」

　言って、男は笑った。

　そして一歩、足を前に出す。

　さらに後ろに下がろうとして、テヴァはとん、と追いつめられたことを知った。背中に樹が当たっている。ああ、なんてことだ。身体がもう動かない。

「その顔……。殴られたのか？」

　すぐ側に近づいてきた男が不愉快そうに眉を寄せる。

「ちっ。百歩譲ゆずって生かしておいてやろうと思ったが、やっぱり殺すか」

　男が背後で昏倒している悪あつ漢かん達をひと睨みして踵を返したので、テヴァは慌てて止めた。

「ま、待って。殺す必要なんてないじゃない」

　自分のせいで人が殺されるなんて寝覚めが悪すぎる。しかし彼は冷れい酷こくだった。

「どっちが殴った？　お前に馬乗りになってた方か？」

「殺さなくていいってば！」

　彼女は必死になって男の腕にしがみつき引っ張った。しかし残念ながらびくともしない。

「やめてよ！」

「……」

　やがてテヴァは、自分から顔をそむけている男が笑いを堪こらえるように肩を震わせていることに気付いた。嫌いやな予感を覚えてすぐ男から離れようとしたが、もう遅い。

　次の瞬間には、テヴァは男の腕の中に抱きすくめられていた。

　息遣いさえも聞こえるほどの至近距離に、男の顔がある。彼は、テヴァをからかうのが楽しくてたまらないといったふうに笑みを浮かべていた。

　王子ではない。

　その笑い方。

　老ろう獪かいで、狡こう猾かつな。

　赤い眼めの魔人。

　まさか。

　だって。

「……ロウ」

　その名を呟つぶやいた唇を、柔らかいものが塞いだ。

　ああ。

　そうか。

　彼だったのだ。

　すとん、と何かが胸の中に落ちていくような感覚だった。

　ザイルは、ずっと、ロウだった。

　側にいたのだ。自分の側に。

　そう理解すると、頭の中の混乱が噓のように収まった。
















　そしてテヴァは、躊躇なく拳をふるった。

　バキ！　と鈍い音がする。

　さすがに彼女の腕力では男を吹っ飛ばすだけの衝撃は与えられなかったが、不ふ埒らちな唇から逃れることは出来た。

「説明して。その後で殺すから」

　テヴァは短く言った。ああ、右手が痛い。誰かを殴ったのは初めてだ。しかも、男には効きいていないようなのが腹立たしい。魔人は殴られた頰をさすりながら、にやにやと笑っていた。

「くく……。相変わらず、可愛いなぁテヴァ。嬉うれしいんだろ。俺に再会できて」

「嬉しくない！」

　彼女は思わず言い返していた。

「いや……嬉しいわよ！　やっとあんたを殺して砂漠に帰れると思うとね！」

　ああ、どうして自分は短剣を持ってきていないのだろう。今のこの男になら勝てる気がするのに。

「どういうことなの？　あんた魔人なんでしょう？　どうして王子なんてやってるのよ？　本物のザイルミアド王子は？　この二年間何をやっていたの？」

　矢や継つぎ早ばやの質問に、男は両手を上げて言う。

「まぁ、落ち着けよテヴァ」

　そして王子の外見をした魔人は、自らの心臓のあたりを指差した。

「ザイルミアド王子はここにいる」

　テヴァは眉間の皺を深くした。意味がわからない。

「どういうこと？」

　ロウは実は王子でもあったということだろうか？　しかしまず、外見が似ても似つかない。顔立ちはもとより、髪の色も、眼の色も二年前の彼と違うではないか。

「事情があって、俺がザイルミアドの身体に間借りしてるんだ。まぁつまり、魂たましいだけこの身体に入り込んでるってことだな。そして家賃代わりに、こいつの身体の病やまいを抑おさえ込んでる。ああ、わかってる。最低だ。どうせ間借りするなら美女の身体がよかったに決まってるじゃないか」

「は？　待って」

　テヴァは手を上げた。

「間借り？」

　家賃だと？　何を言っているのだこの魔人は。まるで人の身体を家か何かのように。

　ありえない。世の中にはいろいろな考え方があれど、この身体の中に魂と呼ぶに値するものが宿っているというのは、どの宗派や科学にも一致した見解だ。そしてそれは、身体と密接に関係していて、死以外で引き離すことなどできない。普通は。

　しかしその時、テヴァの頭の中に、ある文章が蘇った。

《そしていま一人の魔人は、特別な魔人。》

《その血で魂を導く。》

「……」

　ロウが、その異能を発はつ揮きする際に血液を核かくとして利用しているのは知っていた。彼の血を混ぜた蠟ろう燭そくには手を触れずとも火を灯せるし、その血で印をされた場所なら一瞬で移動できる。

　でもまさか。

「なんでそんなことに……」

「色々と事情があるんだよ。ああ？　うるせぇな。おい、王子がお前に『ご苦労お察さつしします、テヴァさん』だとよ。ああ、勘違いするなよ。俺が王子を抑え込んでるんじゃない。仕方ないんだ。こいつの魂より俺の魂の方が強い。だからどうしても、俺の方が表に出てきちまう。まぁたまに、王子が俺を押しのけて前に出ることもあるがな。……たとえば、ミリアナに関する時なんかがそうだ」

　その言葉に、テヴァはひっかかった。なぜここで隠された王女が出てくるのか。

「どういう意味？」

「ミリアナは、王子の幼い頃からの恋人なんだ」

　テヴァは目を丸くした。

『ミリアナは僕にとって大切な女性だ』

　ザイルは確かにそう言った。つまりあの台詞は、ザイルミアド王子にとって、ということだったのだろうか。

「お前とは違う意味で、勘のいい女だ。俺がザイルミアドではないとすぐに見破った」

　隠された王女であるミリアナと、病弱だったザイルミアド王子。

　二人が恋に落ちる理由は十分にあったのだろう。

「そしてその上で、変わらずザイルミアドを愛している。俺がどういう立場かわかるか？　最低だぞ。恋人同士の会話を否いや応おうなしに聞かされた上、代だい弁べんさせられるんだからな」

「そのミリアナさんは見つかったの？」

　少なくとも、あの荷車の中にはいなかった。別の場所に捕らえられているのだろうか。テヴァは光石の塔の中の、ベラが捕まっていたのだろう小部屋を思い出していた。もしかしたらあの塔の中には、ああいう部屋がいくつかあるのかもしれない。

　彼女がそう思考を巡めぐらした時、背後から自分を呼ぶ声が聞こえた気がして振り向いた。

「……ギー？」

　背の高い針葉樹の間で、揺れるランタンの灯りが見える。彼女には、馬を引きながらこちらに歩いてきているのが、元海賊の船長だとすぐにわかった。ギーはテヴァと目が合うとほっと安堵した表情を見せた。彼も目がいいのだ。

　ギーが引く馬の背に座っているのはおそらくベラだろう。しかし先ほどテヴァの名を呼んだのは、その元海賊でも攫われたパン屋の娘でもないようだった。

　なぜなら彼らの手前を、見覚えのない女性がこちらに駆けてきているからだ。女性はもう一度「テヴァ！」と彼女の名を呼んだ。

　きらきらとした銀色の髪をなびかせ、男物の外套を羽は織おった彼女は、今にも転びそうな足取りでこちらに駆けてくる。テヴァはわけもなくハラハラとして両腕を伸ばした。するとその女性は、満面の笑顔でそこに飛び込んできた。

「テヴァ！」

「……ええと」

　近くで見れば見るほど、とても可愛らしい女性である。目は零こぼれ落ちそうに大きく、肌は透すき通るように白い。銀色の髪はふわふわで、輝きに満ちた双眸はランタンの灯りでもわかるほど綺麗な碧へき眼がんだ。まるで童話の中のお姫様がそのまま抜け出てきたような人だった。年の頃はテヴァと同じか、少し上だろう。

　しかし間違いなく、初対面である。

「ああ、よかった。なんて無茶をするの？　あなたってば、信じられないお転てん婆ばなのね」

　それなのに彼女が、まるで数年来の友人であるかのようにぎゅうとテヴァを抱きしめ、その青い瞳でこちらを覗のぞき込んできて自己紹介もせずに言葉を続けたので、テヴァ＝レイは完全に困惑してしまった。

「あの……あなたは？」

　すると彼女は心外だとでも言わんばかりに目を丸くする。自分に抱きついてきている腕や外套の裾から伸びた脚が剝き出しなので、テヴァは目のやり場に困った。もしかしてこの下は裸はだかなのではないだろうか。

「まぁ、テヴァ。私がわからないの？」

　わかって当然とばかりのその言葉に、テヴァがなんと答えるべきかわからないでいると、見かねてかロウが間に入ってきた。

「ミィ、突然そんなふうに言っても相手を驚かせるだけだ」

　ミィ、というのがどうやら女性のことであるらしい。

「でも、テヴァならきっとすぐにわかってくれると思ったのだもの」

　女性は拗すねたように唇を尖とがらせる。眉を上げたロウは、今度はテヴァを見て言った。

「先にミィ……彼女とベラ＝デインを保ほ護ごしていたんだ。お前が一人で囮になったと聞いて、二人はギーに任せて俺だけお前を助けにきた。……まぁ、遠くから男がお前に馬乗りになってるのを見てブチ切れたけどな」

　つまり、この女性はベラと一緒にいたということか。

　テヴァがそれ以上思考を働かせる前に、銀髪の女性はぴょこんと彼女から離れ、可愛らしく膝を折った。そしてとんでもない爆弾を投下したのだ。

「ミリアナ＝デッセルでございます。……いいえ、あなたにはリューンと名乗った方がよろしいかしら。テヴァ」

「は？」

　思わず聞き返す。ロウが彼女を『ミィ』と呼んだことから、漠ばく然ぜんと彼女が『ミリアナ』なのかなとは思ったが……今なんと言った？

「リューン……？」

　あの、緑色のカエルのリューンのことか。手のひらほどの大きさの？　黒くて丸い目が可愛かったあのリューン？

　彼女はにっこり微笑んだ。

「カエルになった私に本当の友達みたいに話しかけてくれる人がいるなんて思いもしなかったわ。ねぇ、あの友情は人間に戻っても変わらないわよね？　私、あなたの一番のお友達になりたいの。テヴァ」

　彼女はぎゅっとテヴァの手を握ると、すらすらとそう言った。

　テヴァはくらりと目め眩まいを感じた。

　ザイルがロウであったということだけでも信じ難がたいことであるというのに、あのカエルがいなくなった王女様だった？　どういうことだ。もしかして、これは夢なのだろうか。

　そう思った時、ぐるりと視界が反転し、温かい腕に身体を抱えられた。「テヴァ！」とザイルの……（いいや、違う。これはロウなのだ。）声がする。

「テヴァ！　どうした！」

　ああ、これはギーだ。そうだ。彼に謝あやまらなくては。心配をかけたことを。

「ロウてめぇ、テヴァに何しやがった！」

　その時テヴァは、今現在自分が最も求めているものは何かを理解した。

　ぎゅるるるる、と思い出したように腹が鳴る。

「……おなかすいたわ」

　そういえば朝から何も食べていなかったのだ、と彼女は思った。
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「まったく、今度という今度は呆あきれた」

　月祭りの翌日目を覚ましたテヴァ＝レイは、遅めの昼食を前に、元海かい賊ぞくの説教を受けていた。

「危ないと思う方に逃げただと？　お前の危険度が上がったからって、逃がした娘の安全が確保されるとは限らないだろう。なんのための直感なんだ」

「……はい」

「血文字の書き置きなんぞ残されたこっちの身にもなってみろ。ん？　おい、テヴァ。きちんと最後までスープを飲め。残すな」

「……はい」

　そんなことを言われても、叱しかられながらではスープでさえうまく喉のどを通らない。テヴァはそう思ったが、反論しようとは思わなかった。ギーに心配をかけたのは確たしかだからだ。

　昨夜空腹で貧血を起こしたテヴァは、彼女自身の希望でこの食堂『沈ちん没ぼつ船せん』に運び込まれ、ギー特製の肉野菜ニンニク麵めんによって通常の血けつ色しよくを取り戻した。しかし食欲を満たすと今度は森の中を走り回った疲れがどっと押し寄せてきたため、そのまま気を失うように眠ってしまったのだ。

「自分を過信するなと、いつも言っているだろう」

　彼女は椀わんを両手で持ち、思い切ってスープを一気飲みすると、空からになったそれをテーブルに置いてギーに頭を下げた。こういう時は、はっきりと謝あやまってしまうのが得策だ。

「心配かけて本当にごめんなさい。今後気をつけます」

「俺がお前のその言葉を信用できると思うのか？」

　ちらりと窺うかがうと、ギーは極きわめて疑うたがわしいとでも言いたげにじとりとこちらを睨にらみつけている。

「……信用してもらえるよう、今後努力します」

　テヴァはなおも言った。もちろん、本心からだ。危険な目になんて自分だってあいたくない。今回は特別だったのだ。

　すると、少しの間の重苦しい沈黙の後、元海賊が深いため息をつく。

「……まったく、お前という奴は」

　それが、説教が終了した合あい図ずだった。

「本当にごめんね」

「もういい。腹はいっぱいか？」

「うん。ありがとう。あ、食器片付けるのは待って。その前に聞きたいことがあるの」

　テヴァは言った。なんだ、とばかりにギーが空の食器に伸ばした手を止めて眉まゆを上げる。テヴァがこの質問を、彼の説教が終わるまで待っていたのは、本当にギーに申し訳なく思っていたからだ。

「ザイルがロウだってこと、知ってたのね？」

「あ？」

　元海賊が聞き返す。

「知ってたわよね？　昨日、ザイルのことをロウって呼んでたものね？」

　森で気を失う直前のことだ。意識は朦もう朧ろうとしていたが、記憶ははっきりとしていた。彼は確かに言った。

『ロウてめぇ、テヴァに何しやがった！』と。

　今度はギーがたじろぐ番である。

「ああ？　いや、そうだったか？」

　かつては海賊の船長として海の男達を震ふるえ上がらせてきた男はしかし、十七歳の同居人の表情を見てしまったとばかりに顔を引きつらせた。

「ギーは知ってたの？　ザイルがロウだって？　いつから？」

　彼女はテーブルを回り込むと、元海賊に詰つめ寄った。ギーは目を泳がせる。

「ええと……その、な。まぁ一度落ち着け、テヴァ」

「どういうことなの？　私がずっとあの男を探してたって知ってるわよね？　あいつを殺さないと砂漠に戻れないってことも」

　誰よりもギーは、それを理解していたはずだ。彼はテヴァが一族から離れた時からずっと、側そばについていてくれたのだから。本当の父のようにも思っていた。それなのに。

「ギー、私の目を見て！」

「お前に！」

　元海賊は言った。

「俺がお前に、人殺しをさせたいと思っているはずがないだろう」

　まっすぐに、テヴァを見る。その強い視線に彼女は少したじろいだ。

「お前の言うことはわかる。だが俺はお前に人を殺させたくないし、お前に人が殺せるとも思えねぇ」

「でもそれじゃあ、私は帰れないのよ」

　彼女はすぐに答えた。

〝惑まどい星ぼし〟は戻れない。

　一族の待つ故こ郷きように。

「ああ、わかってるよ」

　ギーは苦笑した。

「だが、とりあえず今は保ほ留りゆうにしておいていいんじゃねぇか？　ロウはザイルミアド王子の身体からだの中にいる。無関係な王子を殺すわけにはいかねぇだろう」

　彼の言う通りだ、とテヴァは思った。

「……どうして、ロウはあんなことになったの？」

「聞いてねぇのか？」

　テヴァは首を振る。ギーはがりがりと頭を搔かいて、「まぁ俺があいつに義理立てする必要もねぇな」と呟つぶやいてから続けた。

「俺とお前が砂漠を出たのと同じくらいに、ロウは別の魔人とやり合ったんだと」

「別の魔人……？」

《世界には七人の魔人がいるという。》

　テヴァは、あの本の一文を思い出した。

「ああ。魔人同士でも不仲な奴やつがいるんだろ。特にあの野郎は敵てきを作りそうだからな。それで負けたんだか知らねぇがあいつは大おお怪け我がをした。ほれ、俺達がこの街であいつを探すことにした理由の……」

　そう。

　テヴァとギーが一年半前に、このトアレグ王国の首都ヒルドに居きよを構えたのにはもちろん理由があった。彼らがヒルドを訪れる半年前に、この近くで七日七晩雨が降り続くという前ぜん代だい未み聞もんの異常気象が確認されたからだ。さらにその雨が上がった後わかったことだが、近くの山の一部がまるで巨人が摑つかみ取ったかのようにえぐれていたらしい。

　およそ人の仕し業わざではない。テヴァはロウが関わっていると直感したし、闇やみ雲くもに旅を続けることに対する限界も感じていた。そのため、ヒルドに滞在し、魔人の情報を集めることにしたのだ。

「あれな、やっぱりロウとその相手の魔人がやり合った跡あとだったんだと。それで死にかけたロウは、治ち療りように専念できる場所を探してふらふらと彷徨さまよった。その時に王城までやってきて、やはり病やまいで死にかけていたザイルミアド王子と出会ったらしい」

　テヴァは、死にかけているロウを想像しようとしたが出来なかった。彼に大怪我を負わせる魔人というのは、いったいどういう相手なのだろう。

「そこでロウと王子は契約を交わした。ロウの魂たましいが王子の身体に入り、王子の身体の病気を抑おさえ込む。そうすれば王子は生きながらえるし、ロウも死なない」

「待って、それって……ロウの身体は死んだってこと？」

　テヴァは片方の手を上げた。

　なんだろう、何かがひっかかる。

　彼女はその話を聞いた気がした。

『魔人ロウの屍しかばねが、トアレグ王国の城の地下に隠されている』

「あ」

　テヴァははっとして声を上げた。

　そうだ。カイエン。あの正体不明の花屋が言っていたのだ。ロウの死体が、城の地下にあると。

「もしかして、ロウの身体は城の地下にあるの？」

　彼女はギーにそう聞いた。しかし元海賊は首を傾かしげ答えた。

「城の？　さぁそこまでは知らねぇよ。腐くさったからどこかに捨てたんじゃねぇのか？」

「人の身体のことを生ゴミみたいに言うな。落ちぶれた海賊が」

　なんの前触れもなく、背後から声がかけられたのでテヴァは驚おどろいた。振り向くと、食堂の扉とびらを開けて王子の姿をした魔人が入ってくるところだった。今日も、いつものように上等な服を身に着けている。

　この追いはぎし甲斐のありそうな男が、どうしていつも裏うら路ろ地じの食堂まで無事たどり着けるのかテヴァは不ふ思し議ぎに思ったことがあるが、今となってはその理由は明白だ。魔人から追いはぎができる人間などいるはずがない。

「ザイル……ああ、じゃなくて、ロウ」

　テヴァが呼び名に混乱していると、彼は優しげににっこり笑った。

「どちらでもいいよ。ただ公おおやけの場では今まで通り、ザイルと呼んでくれ。この身体に二人分の魂が入ってることは、この場にいる人間しか知らない」

「何をしにきやがった寄生虫が」

　ギーが苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔でそう言ったので、テヴァはそういえば、ロウとギーはすこぶる相性が悪かったのだということを思い出した。互いに心から嫌けん悪おし合っていると言っていいかもしれない。それは、砂漠にいる時からだった。

「もちろん愛する人の様子を見に来たに決まっているが、部下に裏切られるような元海賊にはそんな簡単なこともわかるはずがないのかな」

「ほざけ。てめぇ、テヴァに正体を明かす気はないとか言ってやがったくせに」

「仕方がない。あの可か愛わいらしい額ひたいの魅み力りよくにはあらがえなかった。テヴァに新たな悩みを作るのは可か哀わい想そうだったしな」

　テヴァは顔が赤くなっていませんようにと願った。自分に警戒心が薄うすいというのは本当だ。一度ならず二度までもあの蛮ばん行こうを許してしまうなんて。

「さて、お前との不毛な言い争いはこのあたりにしておこう」

　そう言って彼は、自分の背後に腕を伸ばした。

「今日は連れがいるんだ」

　しかしその〝連れ〟は、ロウの腕をするりとすり抜け栗り鼠すのような素す早ばやさで室内に入ると、テヴァに向かってまっすぐ飛びついてきた。

「テヴァ！　昨晩はよく眠れた？　昨日よりずっと顔色がいいわ。元気になったのね」

「ミ、ミリアナ様……」

　昨日のような男物の外がい套とうを羽は織おっただけの姿ではなく、きちんとした令れい嬢じようの格好をしたミリアナは昨日にも増して驚くほど可愛らしく、そして美しかった。梳すかれた銀髪はさらさらで、甘くいい香りさえする。

　ミリアナは上半身だけテヴァから離すと、「駄目よ、テヴァ」と彼女に言った。

「私のことはミィと呼んでねと言ったでしょう？　私達お友達なんだから。ねぇ、時間が出来たら、ぜひ私の部屋に遊びにきてね。見せたいものがあるの」

　その眩まぶしいほど輝く碧へき眼がんが、否いなやなど許さない視線をじっとテヴァに注そそぐ。完全に気け圧おされた彼女が了承を口にする前に、ロウが横から割って入ってきた。

「テヴァはお前のカエル関連物などに興味はないと思うぞ」

「そんなことないわ。ねぇ？　テヴァもカエルが好きなのよね？」

　テヴァはなんと答えるべきかわからなかった。

　カエルのことは縁えん起ぎ物ものとして好感を持っているだけで、特別好きというわけではないと正直に言ってもいいものだろうか。

　結局、ベラやミリアナを誘ゆう拐かいする手段として使われたカエルの首くび飾かざりはロウが昏こん倒とうさせた男達の一人が持っていて、魔ま技ぎ師しにより魔石としての効果を封印された上で、今はミリアナの所有となっているらしい。

　そもそも催さい眠みん誘ゆう導どう効こう果かをもった魔石をカエルの形に掘り出したのは、怪あやしまれることなく魔石をミリアナに渡すための、エルモ＝ランドの策さくだったのだ。

　誘拐対象である王子の侍じ女じよが無類のカエル好きであることを知った彼は、魔石をカエルの首飾りに変え、そして適当な理由をつけてミリアナに渡した。純粋な彼女は、王のお気に入りの商人が、どうして一介の侍女である自分に首飾りをくれるのかと疑問に思うことなく、それを自みずからの収集品の中に加えたのだ。

　そして三日……いや四日前の夜、ベラやテヴァがそうなったように、《月を盗とれ》という暗示に従って光こう石せきの塔とうへ向かおうとし、馬車に詰め込まれた。

　決していい思い出がないであろうそれを、魔石としての効果を封印されているとはいえ収集品に加えるミリアナという人物を、テヴァはよく理解できなかった。

「ああ、嬉うれしいわ。カエルを好きな女のお友達なんて今までいなかったのだもの。ねぇ、あなたの肩にしがみついているのはとても大変だったけど楽しかったわね」

　ミリアナはにっこりと微笑ほほえんで言った。

「……あの、ミリアナ様。その節せつは、申し訳ございませんでした」

　晴れやかな笑顔のミリアナに、テヴァは心から申し訳なく思って言った。

　一緒に馬車から逃げ出したはずのカエルが、『殿でん下かが何かすると目の前で銀髪の女性になったんです……』と証言したのはベラ＝デインだ。テヴァとロウの引く馬に二人乗りして街に戻ったべラは、保安院に引き渡される直前まで彼女の心配をしてくれた。だからテヴァは、カエルのリューンがこの目の前の美女なのだと信じざるを得なかった。

　しかし、リューンが人間だったなんて。彼女をポケットに入れて持ち運んでいた時のことを思い出してぞっとする。本当に、ポケットの中で死んでしまっていなくてよかった。

「ミィよ、テヴァ。それに敬語もやめてと言ったはずよ」

　そう言って、ミリアナは可愛らしく唇くちびるを尖とがらせた。

「でも今回のことでようくわかったわ。カエルはとても可愛いけれど、実際になってみると大変なのね。どんなに頑がん張ばって跳んでもちょっとしか進めないし、美お味いしいケーキも食べられないし。ロウは意地悪ね。先に教えておいてくれたらよかったのに」

「……はぁ」

　テヴァは曖あい昧まいにそう答えた。

「意地悪だと？　俺はカエルになりたがるなんて理解できん、と言ったはずだぞ」

　それにミリアナがすぐ反論する。

「それはだって、あなたがカエルの魅力を理解できないせいだと思ったのだもの」

「もちろんそれも理解できん。お前が『ねぇ、私カエルになってみたいのだけれど、そんなことって出来る？』と言った時にはついにいかれたかと思ったな」

「いいじゃない。結果的にはそのおかげで馬車から逃げられたんだから」

　そうなのだ。

　これは昨夜、テヴァが肉野菜ニンニク麵をかき込んでいる時に聞いたことだが、そもそも、ミリアナがカエルの姿になっていたのは呪のろいでもなんでもなく、ミリアナ自身の好奇心からくる願いだったらしい。「好きなものになってみたいと思うのは普通でしょう？」と彼女はなおも言ったが、テヴァには到とう底てい賛同しかねた。カエルになりたいなどと、彼女の他に誰が思うだろうか。

　そしてミリアナにとって幸運なことに、その願いを叶かなえられる人物が側近くにいた。

　王子の姿をした魔人、ロウである。

　ロウは、カエルになれる薬を作って『飲む時は必ず僕を呼べよ』と言ってミリアナに渡した。そして誘拐された日の夜、馬車の中でふいに正気を取り戻したミリアナは、ロウに渡されて肌身離さず持っていたその薬を一気飲みしたらしい。

　ロウは、ミリアナがその薬を持っていることを知っていたから、彼女の無事を確信していたのだ。『信頼できる〝保険〟だろう？』と彼はうそぶいた。

　ともかく誘拐したはずの娘が目の前で姿を消したことに慌あわてふためいた商人ジンデル……エルモ＝ランドは、代わりに現れたカエルが首飾りを持って馬車の窓の隙すき間まから逃げ出したことに気付かなかった。

　そのおかげで、ミリアナは遠くへ連れ去られるのを逃れたのだ。

　これはベラにとっても幸運なことだったと言えた。

　ミリアナと一緒に遠い異国で売られる手はずだった彼女は、ミリアナの誘拐が失敗したため、光石の塔の使われていなかった物置に幽ゆう閉へいされた。

　そして昨日、そのエルモと連絡が取れなくなったことで不安になった手下の二人は、エルモを裏切りベラを連れて逃げ出すことにした。

　カイエンに首飾りを渡されたテヴァが現れたことは、男達には誤ご算さんだったのだ。

　カイエン＝ネツディル。あの男はどこまで知っていて、テヴァに首飾りを渡したのだろう。

「……ああ、うるさいザイルミアド」

　その時、うんざりしたように呟いたのはロウだった。次ついで首を振って、息を吐はく。

「くそ、わかった。訂正する。お前の女は『探たん究きゆう心しん旺おう盛せいな素晴らしい女性だ』」

　それは、ロウの中にいる本物のザイルミアド王子の言葉なのだとテヴァは思った。

　ミリアナがにっこり笑う。

「私もあなたのことを好きよ、ザイルミアド」

「うるさい。俺は言わないぞ。ああわかった。クソ。なんでも代弁するなんて契約条項に入れるんじゃなかった。……『僕も君のことが大好きだよ、ミリアナ』」

　テヴァは目の前の男女の奇き妙みような関係を、まだ慣れない気持ちでじとりと見てから言った。

「童話の世界なら、あなたは間違いなく恋人達の邪じや魔まをする悪者ね、ロウ」

「言っておくが、こうなることはザイルミアドも承知の上だったんだぞ。それでもこいつには、病を抑え込んで健康にならなければいけない理由があったんだ」

「事情？」

「二年前、私の母が亡なくなったの」

　代わりに答えたのはミリアナだった。

　彼女はテヴァから一歩離れ、その時ばかりは神妙な顔つきで続けた。

「当時私を護まもってくれているのは母だけだったわ。だから、母がいなくなった後、代わりに私を護るために、ザイルミアドはそのままじゃいけないと思ったの」

　では大切な人を護るために、王子は魔人と契約を結んだのだ。

　テヴァにはますます、ロウが悪者のように思えてきた。

「この身体に別人が入り込んだことに、ミィがすぐ気付いたのは誤算だったけどな」

「気付くに決まってるわ。あなたとザイルミアドは全然違うもの」

　王子の顔をした魔人を見て、ミリアナははっきりと言った。

「彼の目はもっと穏おだやかで優しいもの……」

　ロウはうんざりしたように両手を上げた。

「ああ、わかった。俺が悪者だ。認めるよ。そのうちこの身体もザイルミアドに返すさ。そういう契約だからな」

　テヴァははっとしたが、彼女が何か言う前にミリアナが答える。

「もちろんよ。その時が楽しみね。ところで傷きずのおじさま」

　突然話しかけられた元海賊は、「あん？」と遅れて返事をした。『傷のおじさま』というのが自分のことだとすぐにわからなかったのだろう。ミリアナは上品に微笑んだ。

「昨晩は、助けていただいてありがとうございました。改めてお礼を申し上げます」

　そう言うと、彼女はちょんと膝ひざを折った。

　生きつ粋すいの貴婦人に礼を言われた経験などない元海賊は、椅い子すに座すわったまま困ったように顔をしかめる。

「礼を言われるようなことは何もしてねぇよ」

「いいえ、昨日は慌ただしくてきちんとお礼を申し上げられなかったことが心苦しかったのです。私には何も差し上げられるものはございませんが、せめてものお礼に、私に夕食を振る舞わせてはいただけませんか？」

　その申し出に驚いたのは、ギーだけではなかった。

　見るからに深しん窓そうの令れい嬢じようといった雰ふん囲い気きのミリアナが、台所に立つところさえ想像できない。テヴァが目を丸くしていると、

「安心しろ。ミィの料理の腕は確かだ」

　とロウが言った。

「趣味の一つなのよ」

　ミリアナがテヴァを見てにっこりと笑う。

　意外な趣味である。

「……はぁ、まぁそりゃ構わねえが」

　ギーがそう言うと、ミリアナはぱぁと顔を輝かせて両手を組んだ。そしてきょろきょろと食堂の中を見回すと、カウンターの奥を見つけて覗き込む。

「お台所はそちらですか？　こういうところのお台所はどんなふうになっているのですか？　少し見せてください」

「あ？　ここで作るのか？　おい、勝手に入るな」

　ギーは慌てて彼女を追った。台所は彼の城だ。テヴァも滅めつ多たなことでは踏ふみ入れない。自由奔ほん放ぽうな王女様をテヴァは少し呆れて見送ったが、すぐロウを見て話を戻した。

「やっぱり、あなたの身体は隠してあるのね？」

　先ほどの、ロウの言葉はそういう意味だろう。彼には、自分の元の身体に戻る算段があるのだ。王子の姿をした魔人は一度優しく微笑むと、からかうように答えた。

「元の俺の顔が恋しいか？　テヴァ」

「自分の身体があるなら、どうして戻らないの？　ザイルミアド王子の中に入ったのは一時的な措そ置ちだったのでしょう？」

　その言葉に、魔人は眉を上げる。

「ギーの奴が余計なことを言ったかな」

「あなたが他の魔人と喧けん嘩かして怪我をしたってことなら聞いたわよ」

　するとロウは、残念そうに息を吐いた。

「そういう格好悪いことは、お前には知られたくなかったな。まったく、男心の機き微びがわからないおっさんだ」

「ロウ」

　テヴァは追及するように男の名を呼んだ。ごまかされるのは好きじゃない。するとロウは、今度はきちんと彼女の問いに答えてくれた。

「……戻らない理由は一つだ。今俺が自分の身体に戻れば、このザイルミアドの身体も、俺の身体も、すぐに死ぬ」

「死ぬ？」

　どうしてそんなことになるのか、テヴァにはわからなかった。両者が生き延びるための選択ではなかったのか。

「まずザイルミアドの病は、消えたわけじゃないんだ。今俺が抑え込んでいるからこうして普通にしていられるが、俺がいなくなればすぐに病は進行してザイルミアドは死ぬ。それに俺の身体の傷もまだ癒いえていない……元に戻るのには、まだ時間が必要なんだ」

「……そうなの」

　つまりそれほど、ロウの怪我は重かったということだ。死にかけたらしいというギーの説明も誇張ではなかったのだろう。

　ロウが死んだのでは、と思い悩んだ昨夜のことがふいに思い出された。

　あの喪そう失しつ感かんは、現実となってもおかしくなかったのだ。

「そういえばテヴァ。俺の身体が城の地下にあるとかなんとか、ギーと話していたな」

　彼は言った。

「その話は誰から聞いた」

　ロウの表情がいつになく厳きびしい。

「……カイエンよ。カイエン＝ネツディル」

　彼はこの名を知っているはずだ。一緒にベラの母親の依い頼らいを聞いたのだから。そういえば、あの男がエルモ＝ランドの家にいたことを話さなければ、とテヴァは思ったがその前にロウが確認した。

「ギルハン通りの花屋だな？」

「そうよ」

　するとロウは息を吐いて何かを呟いた。

「え？　なに？」

　テヴァがそう問うた時だった。

「殿下！　やっぱりここにいらしたんですね！」

　勢いよく開いた扉の向こうから、目をつり上げたザイルミアド王子の近この衛え騎き士しが現れる。テヴァはまだ会話を終わらせる気はなかったが、ロウがジャルヴを見て、

「おおジャルヴ。遅かったな」

　と答えたので自然と話は中断された。

　騎士はつかつかつかと主人のもとに歩み寄りながら早口で文句を言った。

「遅かったじゃありませんよ。また一言も残さずにこつ然と消えて。どうせミリアナ様もご一緒なんでしょう？　まったく、どうして近衛のこちらの身になって考えられないんですか。おかげでまた白しら髪がが増えたじゃありませんか！」

「ああもちろん。そんな近くで怒ど鳴ならなくても聞こえるぞ、ジャルヴ。それで？　どうなった」

　テヴァは最初、彼がジャルヴの白髪について聞いたのかと思ったが、そうではなかったらしい。まだまだ主人に何か言いたげな近衛騎士は、しかし深いため息でそれらの不満を押し出して、ロウの問いに答えた。

「ウルズラ妃ひは妃きさきの地位を剝はく奪だつ、離宮に幽閉が決まりました。本日中にご移動になるそうです」

「ずいぶんと迅じん速そくな対応だな」

「こうなった以上、素早く動く方がウルズラ様にとってもいいだろうというのが陛へい下かのご判断です」

「そうか」

　今回の事件の黒幕が、王の妃の一人であるウルズラ妃であったということは、昨晩テヴァも聞いていた。ウルズラ妃はザイルミアド王子がミリアナという名の侍女とただならぬ関係にあるのを見抜き、娘であるアレクシアと王子の婚こん姻いんの邪魔になると考えたらしい。

　テヴァにはその思考回路がよく理解できなかった。娘と王子を結婚させたいのなら、そもそも王子に自分の娘を好きになってもらうことの方が先ではないのか。

「あら、ジャルヴ」

　台所からギーと共に出てきたミリアナは、「ちょうどよかったわ」と微笑んだ。

「食材が足りないの。買出しに行くのに付き合ってくれない？」

「は？　食材ですか？　というかミリアナ様。ザイル殿下と一緒になって城を抜け出されては困るのですが……」

「いいじゃない。そんな堅いこと言わないでよ。ねぇ、傷のおじさま。安くて新鮮なお野菜を売っているお店をご存知？」

「なんかやつれたんじゃねぇか？　ジャルヴ」

「……わかりますか、船長」

　ぐったりとした様子の騎士と、彼に同情の視線を注ぐ元海賊、それに一人ほわほわとした雰囲気でもって「まぁジャルヴ。疲れているの？　それはよくないわ。あなたも私の作ったご飯を食べて元気出して？　ね？」と言う王女を見ながら、そういえば、とテヴァは思った。

　ロウに身体を寄せ、小声で話しかける。

「ねぇ、ジャルヴは、ミリアナが王女様だということは知ってるのよね？」

　テヴァの声を聞き取るため、少し身体を傾けながらロウは頷うなずいた。
















「ああ、もちろん。ミィを侍女にする時に話した。俺と一緒に、ミィも護衛対象に入れる必要があったからな」

「でもあなたの身体に何が起きているかは知らないの？　……つまり、王子の身体にあなたが入り込んで好き勝手してるってことだけど」

　ジャルヴはとても真ま面じ目めで忠実な騎士だ。彼がもし王子の身体に魔人が入り込んでいると知っていたら、今のような態度は取らないのではないだろうかと思ったのだ。

「ああ、知らないよ」

　ロウはあっさりと言った。

「どうして？」

「その方が面白いからに決まってるじゃないか」

「……」

　テヴァが呆れて二の句が継つげないでいると、ロウは笑って続けた。

「というのももちろん理由の一つだけど、ジャルヴは本当にザイルミアドに忠実な騎士なんだ。兄のような存在と言ってもいい。だから、俺がザイルミアドの身体を乗っ取っているのを知ったら、どんな手を使ってでも俺を追い出そうとするはずだ。ミィのように柔じゆう軟なんな頭を持っていないからな」

　なるほど、とテヴァは納なつ得とくした。

　そしてするりと自分の腰に回された腕を見て眉をひそめる。

「この手は何よ」

「せっかくお前から俺に近づいてきてくれたんだ。堪たん能のうさせてくれ」

　テヴァは不ふ埒らちな腕をぴしゃりと叩たたいて男を睨みつけた。

「あのね、勘かん違ちがいしないで。そりゃあザイルミアド王子の身体の中にいるあなたを殺すことはできないけど、私はまだ砂漠に帰るのを諦あきらめたわけじゃないのよ」

　そうだ。

　テヴァはこのことを、今一度はっきりと宣言しておかなくてはならない、と思った。

「あなたの身体がまだちゃんとあるのなら、あなたが自分の身体に戻る手助けをしてあげる。私が復ふく讐しゆうするのはそれからよ。覚悟しておくのね」

　テヴァはふいに、二年前の砂漠でのことを思い出していた。

　彼女はこの髪かみに誓ちかった。

　ロウを殺すと。

　そして彼はなんと言った？

　王子の姿をした魔人は微笑む。

「……ああ。楽しみだ」

　その時、背後から「ぎゃあ」という騎士の悲ひ鳴めいが聞こえた。何事かとテヴァが振り向いたところを、頰ほおに柔らかくて温かなものが押し付けられる。

「ミ、ミ、ミ、ミリアナ様が……カ、カ、カエルに……！」

　なぜか再びカエルのリューンになってしまったミリアナがテーブルにちょこんと座っていて、騎士が青ざめてその場から後ずさっている。「……おいおい、マジかよ」と元海賊がどこか呆れたように言った。

「ああ、そういえば。ジャルヴには言っていなかったかな。ミィにはカエルに変身してしまう呪いがかけられているんだ」

　いけしゃあしゃあと言いながら彼らの元へ歩いて行く魔人の後ろ姿を、テヴァは睨みつけた。

　不意打ちの口付けをされた頰に手を当てる。

　どうしてこうも心臓が早はや鐘がねを打つのか、テヴァは理由を確かめることを放ほう棄きした。

　なぜならそれは、彼女の星テラとしての存在危機に繫つながるからだ。

　星テラは恋をしてはならない。

　それは掟おきてだ。

　星テラは常に一人でいなければならない。

　公平に、一族を導みちびいていくために。

　ただその身一つだけで空の上で輝き続けるのだ。




　今は、まだ。





終
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　はじめまして、大変ご無ぶ沙さ汰たしております。

　あっという間に一年が経たち、無事新作を出させていただきました。

　リハビリもままならないままの二ヶ月連続刊行となりましたが、どうか皆様に楽しんでいただけるお話に仕上がっていますようにと願ねがうばかりです。

　正直いつもあとがきには何を書けばいいのかわかりませんが、一年を置いた今は以前にも増してわかりません。

　この本も、今までに増してたくさんの方に助けていただきました。

　私のデビューから面倒を見てくださった以前の担当様。私の大おお雑ざつ把ぱな設定作りで苦労をおかけしてしまっている新しい担当様。綺き麗れいなイラストをつけていただいた北きた沢ざわ先生。この本に関わってくださったたくさんの方々。新作を待っていてくださった方々。毎日いい子で母ちゃんに仕事をする時間をくれる息子むすこ。本当にありがとうございます。

　これからもどうぞ、よろしくお願いいたします。


山やま咲さき黒くろ
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